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住みよいまち
いずみさの



　

現
在
、
泉
佐
野
市
外
に
在
住
の
新
婚
夫
婦
、

森　

健
太
さ
ん
・
し
お
ん
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら

子
育
て
を
控
え
て
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る

の
に
ぴ
っ
た
り
な
ま
ち
へ
の
移
住
を
検
討
中
。

　

今
日
は
、
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
の
ア
イ
ス

パ
ー
ク
内
ド
ッ
グ
ラ
ン
に
ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
散

歩
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

▲森　健太さん・しおんさん

▼ふわりちゃん

住みよいまち
いずみさの

「ここのドッグラン、関
空も見えるし公園も

近くにあるし、ええ所や
な～」

「なんか調べてみたら、泉
佐野市ってめっちゃ

おもしろい街やわ～」

「時間もあるし、ちょっ
と見ていこうか！」
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り
ん
く
う
公
園
内
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「LO

V
E 

RIN
Ku

」
か
ら
は
、
大
阪
湾
や
関
西
国
際
空
港
、

離
着
陸
す
る
飛
行
機
が
一
望
で
き
ま
す
。

　

り
ん
く
う
駅
改
札
前
に
あ
る
「
観
光
交
流
プ

ラ
ザ 

り
ん
く
う
ま
ち
処
」
で
「LO

V
E TA

G

」

を
購
入
す
れ
ば
、
刻
印
台
で
思
い
出
と
な
る
好

き
な
言
葉
や
名
前
を
刻
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
完
成
し
た
「LO

V
E TA

G

」
を
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
に
し
っ
か
り
南
京
錠
で
セ
ッ
ト
す
れ
ば
、

恋
人
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
や
友
人
な
ど
、

大
切
な
ひ
と
た
ち
と
ず
っ
と
「
つ
な
が
っ
て
い

ら
れ
る
よ
う
に
」
と
い
っ
た
願
い
を
込
め
ら
れ

ま
す
。

　

り
ん
く
う
野
外
文
化
音
楽
堂
が
あ
る
公
園

「
り
ん
く
う
ア
イ
ス
パ
ー
ク
」
内
、
ア
イ
ス

ス
ケ
ー
ト
場
「
関
空
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
」
横

に
あ
る
ド
ッ
グ
ラ
ン
。
天
気
が
良
い
日
に
は

海
側
に
は
関
西
国
際
空
港
と
連
絡
橋
を
一
望

で
き
ま
す
。

　

小
型
犬
用
と
中
大
型
犬
用
の
エ
リ
ア
が
あ

り
、
広
い
敷
地
を
ワ
ン
ち
ゃ
ん
が
楽
し
そ
う

に
走
り
回
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
車
で
来
場

さ
れ
る
場
合
は
、
有
料
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

りんくうアイスパーク内 ドッグラン

恋人の聖地 LOVE RINKu／関空・大阪湾を望むりんくう公園

小型犬用・中大型犬用エリアあり（利用無料）

　▲詳しくは
　ホームページで

「恋人の聖地 第3回地域活性化大賞」受賞！

　　▲詳しくは
　ホームページで

住みよいまち いずみさの
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「
り
ん
く
う
タ
ウ
ン
」
駅
ビ
ル
内
に
オ
ー
プ
ン

し
た
e
ス
ポ
ー
ツ
施
設
「
e
ス
タ
ジ
ア
ム
泉
佐

野
」
で
は
、
e
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
多
様
な

人
々
の
交
流
を
促
進
し
、
地
域
に
多
様
性
を
も

た
ら
す
こ
と
で
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
持
続
可

能
な
地
域
の
成
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
小
さ
い
お
子
様
向
け
の
設
備
な
ど
も
あ

り
、
家
族
連
れ
な
ど
幅
広
い
年
代
の
み
な
さ
ん

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。
他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
e
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
！

　

市
立
図
書
館
の
出
張
所
と
し
て
、
ゆ
っ
く

り
と
本
を
読
ん
で
い
た
だ
け
る
新
た
な
読
書

空
間
「
佐
野
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
が
泉
佐

野
駅
下
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

　

絵
本
・
育
児
本
な
ど
子
育
て
世
代
が
楽
し

め
る
本
や
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
本
な
ど
を
取
り

扱
い
、
親
し
み
の
あ
る
図
書
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
、
新
た
な
読
書
空
間
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

の
ん
び
り
と
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
知
識
の

補
充
に
「
佐
野
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

eスタジアム泉佐野

佐野まちライブラリー

利用無料（初回利用の際に会員登録が必要）

　▲詳しくは
　ホームページで

有料の自動販売機があり、
館内で自由に飲んでいただけます（食事は不可）

　▲詳しくは
　ホームページで

住みよいまち いずみさの
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泉佐野市は子育て世代を応援！
●乳幼児おむつ用泉佐野市指定可燃ごみ袋配付事業
●産前産後ヘルパー派遣事業
●こども医療費助成制度を18歳までに拡大
●いずみさのファミリー・サポート・センター事業
●こどもの居場所づくり事業「こども食堂」
●妊産婦タクシー利用支援事業
●多胎児家庭育児支援事業
●保育所の待機児童ゼロ
●幼稚園・認定こども園・保育
　園等での給食費の無償化
●認定こども園・保育園等での
　使用済紙おむつ持ち帰り廃止
●認定こども園・保育園等での
　第2子の保育料無償化

など

泉佐野市では、市外からの転入や市内での定住を歓迎しています！
　泉佐野市の魅力を知っていただくため、「定住促進パンフレッ
ト」を作成し、暮らしを応援するさまざまな助成制度などを紹
介しています。
　泉佐野市は、豊かな自然と国内外への窓口「関西国際空港」
やショッピングモールなどがあり、暮らしの楽しみどころが盛
りだくさんのまちです。さらに、関西国際空港の開港に伴い、
高速交通網が整備されており、電車で大阪市内へ約30分で行け
るなど、ベッドタウンとしてお住まいの人も多く、交通の利便
性に恵まれた暮らしやすいまちです。また、みなさんの暮らし
を全力で支援するため、助成金や医療制度の充実を図るなどの
市民生活の向上をめざしているところです。
　住んでよかった、これからも住み続けたい
と思っていただけるよう、「日本一のまち」を
めざしてまちづくりをすすめています。

さまざまな情報を
LINEで発信！

　泉佐野市では、市政
情報や緊急情報などの
市からのお知らせを、
多くの市民のみなさん
に確実にお届けするた

め、LINE公式アカウントを開設しています。

役立つ情報も発信しています！
右の二次元コードから、
お持ちのスマホなどで
ぜひ友だち登録を

お願いします！

泉佐野市役所

詳しくはホームページをご覧ください▶

▲市役所の子育て支援課窓口

泉
佐
野
市
、

な
か
な
か
頑
張
っ
て
る
や
ん
!!

住みよいまち いずみさの
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食堂名 所在地 連絡先 開催日時 食事提供以外の
活動内容

うちカフェ 市場東2丁目2-22 ☎090-6238-2345

月・水・金曜日 午後3時～ 7時
●農業体験：第2土曜日 午後1時～3時
●学習支援：第1・3土曜日

午前9時～10時30分
●コミュニティキッチン：

毎週金曜日 午後5時～7時
●カレーの日：第3日曜日

午前11時～午後1時（年4回）

生活相談、学習
支援

あなたの
居場所カフェ

高松西1丁目2626-28
（高松四町会館）

eメール：komela
bo@gmail.com 第4土曜日 正午～午後2時 室内遊び

サロン・ド・
松原

りんくう往来南2-1
（松原町会館）☎090-8203-4879 第1・3日曜日 午前10時～正午

生活相談、居場
所の提供

ながさか
こども食堂 鶴原1016-1 ☎464-8700 月～土曜日 午前10時～午後7時 室内遊び、学習

支援

さのだい
こども食堂　
キリンの家

鶴原820-9 ☎475-6343
●火～木曜日 午後4時～6時
●金曜日 午後6時～8時（月2回）
●土曜日 正午～午後2時（月2回）

「こどもカフェ」
など子どもたち
の体験機会を提
供、学習支援

〇食堂 南中樫井1
（長南公民館）☎090-8480-3724 月1回 室内遊び

うさぎの食堂 長滝1250-9 ☎080-4016-1934 第2日曜日 午前11時～午後2時（2ヵ月に1回）室内遊び

たんぽぽ 鶴原1946
（鶴原中央住宅集会所）☎080-3107-8590 土曜日 午前9時30分～午後4時

駄菓子屋、工作
など
高齢者との交流

ひまわり 鶴原1946
（鶴原中央住宅集会所）☎090-8544-1611

●第1・3木曜日 午後4時～6時
●最終土曜日 午前11時～午後1時

絵本の読み聞か
せ、外遊び、保
護者・子どもの
相談支援、学習
支援

てらこや食堂
「おいで屋」 土丸904 ☎090-3279-8687 第1日曜日 午前11時～午後3時

大阪体育大学の
学生とのゲー
ム・スポーツな
ど、学習支援

きちょう苑
こども食堂 下瓦屋220-1 ☎464-5727 春休み、夏休み、冬休みに不定期開

催 高齢者との交流

こども食堂の紹介こども食堂の紹介

　こども食堂は、ボランティアのみなさんが
食事の提供などを通して子どもの居場所作り
を行い、地域ぐるみで子どもを見守る活動を
行うことを目的に運営をされています。

問合先　各こども食堂、子育て支援課
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　「イオンモール日根野」「いこらも～る泉佐野」
図書館の予約本受取を始めます！

　「イオンモール日根野」「いこらも～る泉佐野」のご協力をいただき、
各施設内で図書館の予約本を受け取れるロッカーと返却ポストを設
置します。
10月6日㈮以降の予約分から、予約本の受取場所に「イオンモー
ル日根野」「いこらも～る泉佐野」が加わり、各施設で予約本の受取
ができるようになります。
利用方法
①図書館ホームページ、図書館窓口または電話で、予約の申込の際
に受取場所を（「ロッカー受取」イオンモール日根野）または（「ロッ
カー受取」いこらも～る泉佐野）と指定してください。
※ホームページからは、受取場所を「移動図書館」の中の各施設を
選択してください。
②予約本の準備ができたら、予約者にロッカーの番号と開けるための暗証番号（4桁）をお知らせします。
③予約者は、連絡があった日から1週間以内にロッカーから予約した本を受け取ってください。
設置場所・利用時間
●イオンモール日根野…地下1階 日根野駅側入口ホール・午前9時～午後10時
●いこらも～る泉佐野…1階レストラン街「れすとらん's」北側階段付近・午前9時30分～午後10時

問合先　レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館（☎469-7130）
※詳しくは問い合わせてください。

インフォメーション

家電量販店

入口 EV

1 階エスカレーターを
降りて地下1階日根野
駅側入口ホールに設置

トイレ

宝くじ
売り場

レストラン街

1階北側階段ホールに設置

保育施設

インフォ
メーション

EV

入口

入口

入口

　　　南海「泉佐野」駅
　受取ロッカーを増設！

　3台18マスから5台
30マスに拡張します。
　ますます便利になる
図書館の予約本受取
ロッカー・返却ポストを
ぜひご活用ください。

注意事項
●予約本の貸出期限は、予約本をロッ
カーに入れた日（連絡した日）から3
週間となります。
●予約本の受取ロッカーに関するト
ラブルや問い合わせは、レイクアル
スタープラザ・カワサキ中央図書館
に電話してください。
●資料（本や絵本）の大きさなどに
より、ロッカーを利用できない場合
もあります。
●各ロッカーでの本の受取は、移動
図書館の貸出冊数に含まれます。（移
動図書館とロッカーを合わせて15冊
まで）
●返却ポストは、どこの市内図書館
で借りた本でも返却できます。（CD・
DVDは不可）

券売機

南海「泉佐野」駅
きっぷ売場

コインロッカー

返却ポスト

受取ロッカー
▶南海「泉佐野」駅

　設置場所

▲受取ロッカー（左）・
返却ポスト（右）

※受取ロッカーは増設前

広報いずみさの 2023.107
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泉佐野市の人のうごき泉佐野市の人のうごき
８月末日現在８月末日現在（前月比）（前月比）

○ 市内人口　  98,896人○ 市内人口　  98,896人（（＋40＋40人）人）
○○ 男　　　　  47,383人 男　　　　  47,383人（（－16－16人）人）
○○ 女　　　　  51,513人 女　　　　  51,513人（（＋56＋56人人））
○○ 世帯数　　  49,235世帯（ 世帯数　　  49,235世帯（＋61＋61世帯）世帯）
市制施行:昭和23年4月1日市制施行:昭和23年4月1日
市域面積:56.51㎢市域面積:56.51㎢

行政情報番組 さのテレ！
　J:COMチャンネル(11ch)で月曜日 正午～、
木曜日 午後8時～、土曜日 正午～の週3回（月
2回更新）、30分の行政情報番組を放送してい
ます。
【10月の主な放送内容（予定）】
●前半： 大阪府消防操法訓練大会 ほか
●後半： 第25回 ザ・まつり in Izumisano ほか

●掲載記事における申込などによって市が収集し
た個人情報は、その目的以外には使用しません。
●広報いずみさのの広告掲載料は、広報および公
聴業務の円滑な運営と充実を図るために、基金と
して積み立てています。

住みよいまちいずみさの 2～5
こども食堂の紹介 6
図書館の予約本受取を始めます 7
もくじ 8
10月のTOPICS 9～14
いずみさの教育NOW 15
スポーツ 16・17
相談 18
けんこう・ふくし 19～21
人権の広場 22・23
国際交流員 ほか 24
いずみさの昔と今 25
子育て情報 26・27
市立図書館 28
イベント・インフォメーション 29～40
採用・募集 41
くらしの情報掲示板 42～45
いずみさのフォトニュース 46・47

広報いずみさの
令和5年10月号　もくじ

今月の表紙
住みよいまち いずみさの
　泉佐野市では、市外からの転入や市内での定住
を歓迎しています。特にこれから子育てを控えた
新婚世帯にオススメな、住みやすいまちです！

イベント開催時における対応
　マスクの着用は個人の判断に委ねられるものですが、
主催者が感染対策上または事業上の理由などにより、
参加者にマスクの着用を求めることがありますので、
ご協力ください。
基本的感染対策の継続にご協力を
　マスク着用の考え方の見直し後であっても、引き続
き、「三つの密」の回避、「人と人との距離の確保」「手
洗い等の手指衛生」「換気」などの励行をお願いします。
（掲載の情報は9月8日現在です。）

11月5日㈰　大防災訓練を行います
～わが家、わがまちの大防災訓練～

日時　11月5日㈰ 午前9時～　
場所　市内全域
内容
午前9時に市内の防災行政無線から災害発生を知らせる訓練放送が流れま
す。携帯電話に大津波警報を知らせる訓練用のエリアメール・緊急速報メー
ルが届きます。
放送が聞こえたら…
●身を守る行動、避難準備をしよう
●安否確認タオルを掲出しよう
●地域で安否確認訓練をしよう
●避難ルートを確認しよう
●地域の防災訓練に参加しよう
問合先　危機管理課
※詳しくは市ホームページをご覧ください。

11月5日㈰は市民防災の日
　市民一人ひとりが様々な災害についての
防災意識を高め、災害に対する備えを強化
し、安全で安心なまちづくりを推進するた
め、毎年11月の第1日曜日を「市民防災の日」
としています。
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10月のTOPICS

　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）
ホームページ https://www.kansai-airport.or.jp/ホームページ https://www.kansai-airport.or.jp/

広報いずみさの 2023.109

10
月
の

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

10
月
１
日
〜
12    
月
31    
日

「
赤
い
羽
根
」
共
同
募
金
運
動

に
ご
協
力
を

　

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
民
間
の
社

会
福
祉
施
設
な
ど
に
配
分
さ
れ
、
地

域
の
福
祉
課
題
の
解
決
や
身
近
な
地

域
福
祉
活
動
・
在
宅
サ
ー
ビ
ス
な
ど

に
有
効
活
用
さ
れ
ま
す
。

▲2023年記念
バッジデザイン

　

今
年
も
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９
）

■関西3空港合同 求人採用サイトが新たに開設！
このたび、関西3空港（関西国際空港、大阪国際空港、

神戸空港）の合同求人採用サイトが開設されました！
これまでは、関西国際空港と大阪国際空港の2空港にてそ
れぞれの求人採用サイトがありましたが、今回の新求人サ
イトでは神戸空港を含む関西3空港の求人情報をまとめて
ご覧いただけるようになりました。お客さまの出発・到着
のお手伝いをするグランドスタッフをはじめ、空港の安全
を守る保安業務など、正社員からパート・アルバイトまで
さまざまな雇用形態で空港・飛行機に携わる仕事に興味が
ある方や国内外のお客さまに寄り添って仕事をしたい方を
大募集しております！より多くの選択肢の中から空の玄関
口である空港でのお仕事が見つかるようコンテンツを充実
させてまいりますので、ご興味のある方はぜひホームペー
ジ（https://recruit.kansai-
airports.co.jp/）をチェック
してみてくださいね！

10
月
1
日
は浄

化
槽
の
日

　

浄
化
槽
は
微
生
物
の
働
き
に
よ
っ

て
生
活
排
水
を
き
れ
い
な
水
に
す
る

装
置
で
す
が
、
維
持
管
理
が
適
切
に

行
わ
れ
な
い
と
水
質
が
悪
化
し
た

り
、
悪
臭
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
浄
化
槽
の
管
理
者
に
は
、「
保

守
点
検
」「
清
掃
」「
定
期
検
査
」
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル

を
守
っ
て
、
浄
化
槽
が
機
能
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
よ
う
正
し
い
使
い
方

と
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
撤
去
す
る
と
き
に
は
、

内
部
に
残
存
し
て
い
る
汚
泥
な
ど
の

処
理
が
必
要
で
す
が
、
こ
れ
は
市
の

許
可
を
受
け
て
い
る
業
者
に
し
か
で

き
ま
せ
ん
。
不
適
正
な
処
理
を
行
う

と
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
第
16
条
に
違
反
す
る
行
為

（
不
法
投
棄
）
と
な
り
、
5
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
１
，
０
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
（
法
人
の
場
合
は
3
億

円
以
下
の
罰
金
）に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

必
ず
市
の
許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

   10　　  
月
23     
日
㈪
〜
29     
日
㈰

放
置
ボ
ン
ベ
撲
滅
週
間

〜
あ
り
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
周
り
に
放
置
ボ
ン
ベ
〜

放
置
ボ
ン
ベ
は
、
空
き
家
、
空
き

地
、
ご
み
置
き
場
や
ガ
レ
ー
ジ
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
あ
り
、
放
っ
て

お
く
と
爆
発
の
可
能
性
が
あ
る
た
め

と
て
も
危
険
で
す
。
放
置
ボ
ン
ベ
を

発
見
し
て
も
、
錆
び
て
い
た
り
、
変

形
し
て
い
た
ら
、絶
対
に
触
ら
ず
に
、

ボ
ン
ベ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
電
話
番

号
に
電
話
す
る
か
、
相
談
窓
口
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
消
防
署
で
は
引
取
り
業
務
は
行
っ

10
月
は

「
大
阪
府
部
落
差
別
事
象
に
係
る

調
査
等
の
規
制
等
に
関
す
る

条
例
」
啓
発
推
進
月
間

部
落
差
別
事
象
の
発
生
を
防
止

し
、
基
本
的
人
権
を
守
る
た
め
、
部

落
差
別
事
象
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ

の
あ
る
個
人
及
び
土
地
に
関
す
る
事

項
の
調
査
や
報
告
な
ど
を
規
制
し
て

い
ま
す
。
部
落
差
別
に
つ
な
が
る
お

そ
れ
の
あ
る
調
査
の
依
頼
は
や
め
ま

し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

府  
人
権
擁
護
課
（
☎
06
・

６
２
１
０
・
９
２
８
２
）

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

当
せ
ん
金
は
１
等
・
前
後
賞
合
わ

せ
て
５
億
円
！
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

も
宝
く
じ
が
買
え
ま
す
。
詳
し
く
は

「
宝
く
じ
公
式
サ
イ
ト
」
を
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。

て
い
ま
せ
ん
。

処
分
・
相
談
窓
口

●
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
…
大
阪
府
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協

会
（
☎
06
・
６
２
６
４
・
７
８
８
８
）

●
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
以
外
…
近
畿
高
圧
ガ
ス

容
器
管
理
委
員
会
（
☎
06
・
６
２
５

１
・
５
１
７
９
）

●
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
…
（
一
社
）
日

本
ガ
ス
石
油
機
器
工
業
会
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
（　

０
１
２
０
・
１
４
・
９
９
９
６
）

問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部
警

防
部
予
防
課
（
☎
４
６
９・
０
８
８

６
Fax
４
６
０
・
２
１
１
９
）▲放置ボンベ撲滅

マスコットキャラクター
「りすボン」

（デザイン協力：HAL大阪）

発
売
期
間

10
月
20
日
㈮
ま
で

抽
選
日

10
月
27
日
㈮

販
売
価
格　

１
枚
３
０
０
円

問
合
先　
（
公
財
）
府
市
町
村
振
興
協

会
（
☎
06
・
６
９
４
１・
７
４
４
１
）
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野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は

禁
止
で
す

野
外
焼
却
の
煙
に
よ
る
悪
臭
な
ど

の
苦
情
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
で
は
、
例
外
を
除
き

「
何
人
も
廃
棄
物
を
焼
却
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
り

よ
い
環
境
づ
く
り
に
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
】

●
震
災
、
風
水
害
そ
の
他
の
災
害
の

予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た

め
に
必
要

●
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行

事
を
行
う
た
め
に
必
要

●
農
業
・
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む

た
め
に
や
む
を
得
な
い

●
た
き
火
、
そ
の
他
日
常
生
活
を
営

む
う
え
で
通
常
行
わ
れ
る
草
木
な
ど

の
焼
却
で
あ
っ
て
、
周
辺
地
域
の
生

活
環
境
に
与
え
る
影
響
が
軽
微

※
例
外
的
に
認
め
ら
れ
た
野
外
焼
却

を
行
う
と
き
で
も
、
極
力
少
量
に
と

ど
め
、
風
の
向
き
・
強
さ
、
時
間
帯

な
ど
に
十
分
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

周
辺
の
生
活
環
境
な
ど
に
影
響
を
及

ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、
行
政
指

導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

10     
月
11    
日
㈬
〜
20    
日
㈮

全
国
地
域
安
全
運
動

〜
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
て

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
〜

【
重
点
】

●
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

●
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

●
自
動
車
関
連
犯
罪
の
被
害
防
止

【
キ
ッ
ズ
ポ
リ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

開
催
】

●
子
ど
も
警
察
官
の
制
服
を
着
て
、

パ
ト
カ
ー
、
白
バ
イ
な
ど
と
写
真
を

撮
ろ
う
！

●
警
察
ブ
ー
ス
で
警
察
官
の
仕
事
を

知
ろ
う
！

日
時

10
月
14
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

り
ん
く
う
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
第
４
駐
車
場
（
シ
ー

サ
イ
ド
エ
リ
ア
側
）

問
合
先　

泉
佐
野
警
察
署
生
活
安

全
課
（
☎
４
６
４
・
１
２
３
４
）

※
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
。
詳
し
く

は
泉
佐
野
警
察
署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

救
急
に
関
す
る
講
習
会

　

当
消
防
組
合
で
は
、
次
の
講
習
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
上
級
救
命
講
習
（
年
５
回
）】

　

普
通
救
命
講
習
で
学
ぶ
内
容
に
加

え
て
、
骨
折
、
外
傷
、
や
け
ど
な
ど

に
対
す
る
応
急
手
当
や
搬
送
法
も
学

び
ま
す
。
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

【
応
急
手
当
普
及
員
講
習（
年
２
回
）】

　

所
属
す
る
事
業
所
の
従
業
員
の
人

や
地
域
の
人
な
ど
に
対
し
て
、「
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
」
を
含
む
心
肺
蘇
生

法
を
指
導
す
る
指
導
者
育
成
の
た
め

の
講
習
で
す
。
講
習
修
了
者
に
は
認

定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。　
　

【
応
急
手
当
普
及
員
再
講
習（

不
定
期
）】

　

応
急
手
当
普
及
員
の
認
定
は
、
資

格
取
得
か
ら
３
年
で
失
効
し
ま
す
。

応
急
手
当
普
及
員
再
講
習
を
受
講
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
３
年
間

有
効
と
な
り
ま
す
。
再
講
習
修
了
者

に
は
新
し
い
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

い
ず
れ
も

問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部

警
防
部
救
急
課
（
☎
４
６
９
・
０
１

１
９
〔
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
後
に
5

番
〕
Fax
４
６
０
・
２
１
１
９
）
へ

※
救
命
入
門
コ
ー
ス
お
よ
び
普
通
救

命
講
習
会
に
つ
い
て
の
相
談
・
申
込
は

泉
佐
野
消
防
署
（
☎
４
６
３・
５
６
５

６
）
へ

鍵
を
か
け
て
い
ま
す
か
？

大
切
な
自
転
車

　

大
阪
で
最
も
多
い
犯
罪
は
自
転
車

の
盗
難
で
す
。
昨
年
の
大
阪
府
内

で
の
自
転
車
盗
難
の
被
害
件
数
は

２
０
，
７
１
５
件
で
、
約
半
数
は
鍵

を
か
け
て
い
な
い
状
態
で
被
害
に

あ
っ
て
い
ま
す
。
大
切
な
自
転
車
を

守
る
た
め
に
、
駐
輪
す
る
際
は
、
た

と
え
短
時
間
で
あ
っ
て
も
必
ず
鍵
を

か
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
転
車
防
犯
登
録
は
法
律

上
の
義
務
で
す
。（
自
転
車
の
安
全

利
用
の
促
進
及
び
自
転
車
等
の
駐
車

対
策
の
総
合
的
推
進
に
関
す
る
法

律
）
自
転
車
防
犯
登
録
は
自
転
車
盗

難
の
予
防
と
被
害
の
早
期
回
復
に
役

立
ち
ま
す
。

【
フ
リ
マ
ア
プ
リ
や
知
人
間
で
自
転

車
を
譲
渡
す
る
際
の
注
意
点
】

　

最
近
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ
な
ど
を
利

用
し
た
自
転
車
の
譲
渡
に
関
わ
る
ト

ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

●
防
犯
登
録
は
個
人
情
報
で
す

●
自
転
車
の
受
渡
し
の
前
に
防
犯
登

録
の
抹
消
は
済
ん
で
い
る
の
か
、
譲

渡
証
明
書
が
あ
る
か
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

●
他
人
名
義
の
防
犯
登
録
デ
ー
タ
を

抹
消
す
る
に
は
本
人
（
名
義
人
）
の

委
任
状
が
必
要
で
す

問
合
先　

大
阪
府
自
転
車
商
防
犯
協

力
会
（
☎
06
・
６
６
２
９・
０
７
５

０
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://bou

hankun.com
/

）

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
薬
物
乱
用

10
・
11
月
は
麻
薬
・
覚
醒
剤
・
大

麻
乱
用
防
止
運
動
月
間
で
す
。

　

近
年
、
若
者
を
中
心
に
大
麻
の
乱

用
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
大
麻
は
心

身
に
様
々
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
誘
わ
れ
て
も
キ
ッ
パ
リ
断
り
ま

し
ょ
う
！

問
合
先　

健
康
推
進
課

▲泉佐野警察署
　ホームぺージ

▲防犯登録
　シール

▲大阪府自転車商
　防犯協力会
　ホームページ
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募
集
区
画
・
永
代
使
用
料
（
1
区
画

に
つ
き
）

●
２
．
２
５
㎡
…
８
区
画
・
98
万
円

●
４
．
０
０
㎡
…

２
区
画
・
１
７
４
万
２
千
円

申
込
資
格　

泉
佐
野
市
に
住
所
ま
た

は
本
籍
を
有
す
る
世
帯
主
で
、
埋
蔵

す
る
親
族
の
遺
骨
を
お
持
ち
で
（
墓

地
な
ど
か
ら
の
改
葬
を
含
む
）、
1

年
以
内
に
墓
石
な
ど
の
設
置
が
可
能

な
人

※
詳
し
く
は
使
用
申
込
み
の
し
お
り

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

10
月
16
日
㈪
〜
27
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

抽
選
日
・
場
所

11
月
12
日
㈰ 

午
前
10
時
〜
・
市
役

所
３
階 

大
会
議
室

※
申
込
者
が
募
集
区
画
数
を
超
え
な

い
場
合
で
も
場
所
の
抽
選
を
行
い
ま

す
の
で
、必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【
合
葬
式
墓
地
】

　

ひ
と
つ
の
大
き
な
お
墓
に
5
千
体

ま
で
の
遺
骨
を
一
緒
に
埋
蔵
す
る
墓

地
で
、
市
が
管
理
を
行
い
ま
す
。
個

人
で
管
理
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
か

ら
、
お
墓
の
承
継
の
心
配
が
あ
り
ま

せ
ん
。
満
65
歳
以
上
の
人
に
つ
い
て

は
、
生
前
予
約
も
可
能
で
す
。

使
用
料　

1
体
10
万
円

※
希
望
者
の
み
、
記
名
板
使
用
料
１

枚
5
万
円
。

　

泉
佐
野
市
公
園
墓
地
の
区
画
墓
地

を
使
用
し
て
い
る
人
が
、
区
画
墓
地

を
返
還
し
て
合
葬
式
墓
地
を
利
用
さ

れ
る
場
合
は
、1
／
２
の
金
額
で
す
。

申
込
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

●
泉
佐
野
市
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を

有
し
、
埋
蔵
す
る
親
族
の
遺
骨
を

持
っ
て
い
る
（
改
葬
を
含
む
）

●
死
亡
当
時
、
泉
佐
野
市
に
住
所
ま

た
は
本
籍
を
有
し
て
い
た
親
族
の
遺

骨
を
埋
蔵
す
る
（
改
葬
を
含
む
）

●
泉
佐
野
市
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を

有
す
る
満
65
歳
以
上
で
、
死
後
に
自

ら
の
遺
骨
を
埋
蔵
す
る

●
泉
佐
野
市
公
園
墓
地（
区
画
墓
地
）

を
使
用
し
て
い
る
人
が
、
区
画
墓
地

を
返
還
し
て
合
葬
式
墓
地
を
使
用
す

る※
詳
し
く
は
使
用
申
込
み
の
し
お
り

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

11
月
13
日
㈪
〜
24
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

い
ず
れ
も

申
込
・
問
合
先　
「
泉
佐
野
市
公
園

墓
地
（
区
画
墓
地
・
合
葬
式
墓
地
）

使
用
申
込
み
の
し
お
り
」を
入
手
し
、

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
必
要
書
類
を
添
え
て
環
境
衛

生
課
へ

※
し
お
り
・
募
集
区
画
地
図
は
環
境

衛
生
課
に
あ
り
ま
す
。
し
お
り
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
区
画
墓
地
：https:/

/w
w
w
.city.izum

isano.lg.jp/
kakuka/seikatsu/kankyo/m

e
nu/bochi/bosyu_1.htm

l 

合
葬

式
墓
地
：https://w

w
w
.city.izu

m
isano.lg.jp/kakuka/seikats
u/kankyo/m

enu/bochi/bosy
u_2.htm

l

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。

市
公
園
墓
地 

使
用
者
募
集

【
区
画
墓
地
】

　

使
用
者
ご
と
に
墓
を
設
け
る
従
来

型
の
墓
地
で
す
。

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

秋
に
最
盛
期
を
迎
え
る
キ
ノ
コ
で

す
が
、
全
国
で
は
例
年
、
野
生
の
キ

ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
家
庭
で
食
用
キ
ノ
コ
と
外
見

が
よ
く
似
た
毒
キ
ノ
コ
を
間
違
っ
て

食
べ
て
し
ま
う
こ
と
が
主
な
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要

で
す
。
毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
を

防
ぐ
た
め
に
、
食
用
の
キ
ノ
コ
と
確

実
に
判
断
で
き
な
い
キ
ノ
コ
は
、
絶

対
に「
採
ら
な
い
」「
食
べ
な
い
」「
売

ら
な
い
」「
人
に
あ
げ
な
い
」
で
く

だ
さ
い
。
キ
ノ
コ
は
発
生
時
期
や
場

所
な
ど
で
形
態
が
異
な
る
こ
と
が
あ

る
た
め
、
図
鑑
の
写
真
や
絵
を
見
て

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
法
で
は
、「
保
守
点
検
」「
清

掃
（
年
1
回
以
上
）」
及
び
「
定
期

検
査
（
年
1
回
）」（
11
条
検
査
）
を

受
け
る
こ
と
、
並
び
に
そ
の
記
録
を

３
年
間
保
存
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
を
管
理
す

る
人
は
、
適
正
な
維
持
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

鑑
定
す
る
こ
と
は
危
険
で
す
。

　

ま
た
、
科
学
的
に
根
拠
の
な
い
言

い
伝
え
や
迷
信
に
は
誤
っ
た
情
報
も

多
い
た
め
、
信
用
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
毒
キ
ノ
コ
に
簡
単
な
見
分
け
方

は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
が
一
、
野
生
の

キ
ノ
コ
を
食
べ
て
体
調
が
悪
く
な
っ

た
場
合
は
、
直
ち
に
医
療
機
関
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
食
べ
た
キ
ノ
コ

が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、
受
診
の
際

に
持
参
し
、
治
療
の
参
考
に
し
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

泉
佐
野
保
健
所 

衛
生
課

（
☎
４
６
４・９
６
８
８
）

断
熱
材
の
混
入
に
つ
い
て

　

資
源
ご
み
と
し
て
収
集
を
実
施
し

て
い
る
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

つ
い
て
、
近
ご
ろ
断
熱
材
の
混
入
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
一
見
す
る
と
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
に
似
て
い
ま
す
が
、

商
品
を
包
装
し
て
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
で
は
な
い
た
め
、
容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
日
に
排
出
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

　

ま
た
、令
和
５
年
10
月
１
日
よ
り
、

浄
化
槽
法
に
基
づ
く
各
種
届
出
（
使

用
開
始
、
使
用
廃
止
、
休
止
、
設
置
、

各
変
更
な
ど
の
届
）
や
問
合
先
が
大

阪
府
（
泉
佐
野
保
健
所
）
か
ら
泉
佐

野
市
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

Ⓒ2014 大阪府もずやん
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　　　　　　　　　新型コロナワクチン
令和5年秋開始接種が始まりました

対象 6ヵ月から4歳で初回（3回）、5歳以上で初回（2回）接種を終了した人で前回の接種から3ヵ月が経過し
た人
接種可能期間・回数　
9月20日㈬～来年3月31日㈰までに1回
接種方法
●接種券が必要です。春開始接種を受けた人には9月12日㈫以降接種可能な時期に順次郵送予定。手元に接種
券がある人は、そのまま使用可。（接種券を紛失した人は再発行の手続きが必要）
●接種を希望する実施医療機関へ予約（実施医療機関一覧は、接種券に同封します。また、ホームページにも
掲載予定）
※現時点では、集団接種の開催の予定はありません。開催する場合はホームページまたは泉佐野市コロナワク
チンコールセンターでお知らせします。
使用ワクチン
オミクロンXBB.1系統の株に対応した1価ワクチンを使用
問合先
●泉佐野市コロナワクチンコールセンター（ 0120-133051）
●健康推進課
※最新の情報は泉佐野市コロナワクチンコールセンターまたはホームページで確認してくだ
さい。

◀
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

12広報いずみさの 2023.10

〜
安
全
に
楽
し
く

釣
り
を
楽
し
む
た
め
に
〜

釣
り
中
の
事
故
防
止

例
年
釣
り
中
に
お
け
る
磯
場
や
岸

壁
な
ど
か
ら
の
海
中
転
落
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

最
新
の
気
象
・
海
象
情
報
を
入
手

す
る
と
と
も
に
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
や
釣
り
場
に
応
じ
た
履
物
、
通
信

装
備（
防
水
ケ
ー
ス
入
り
携
帯
電
話
）

を
身
に
つ
け
、
家
族
や
友
人
等
に
行

き
先
や
帰
宅
時
間
な
ど
を
伝
え
単
独

行
動
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
防
波
堤
な
ど
の
立
入
禁
止

区
域
に
は
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

岸
和
田
海
上
保
安
署
（
☎

４
２
２・
３
５
９
２
）

※
気
象
・
海
象
の
現
況
な
ど
の
情
報

は
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
確
認
で

き
ま
す
。

令
和
６
年
度
入
学
予
定
者

就
学
時
健
康
診
断

来
春
、
小
学
校
入
学
予
定
の
児
童

を
対
象
に
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　

実
施
日
・
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、

9
月
に
郵
送
し
た
通
知
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

対
象　

平
成
29
年
4
月
2
日
〜
平
成

30
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
市
内
在
住

児
童

問
合
先　

学
校
教
育
課

市
の
奨
学
金
へ寄付

の
ご
協
力
を

　

市
で
は
経
済
的
な
理
由
で
子
ど
も

た
ち
が
進
学
を
あ
き
ら
め
た
り
、
学

校
を
や
め
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
国
や
府
の
奨
学
金
制
度
を
補
う

市
独
自
の
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
が
奨
学

金
制
度
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
み
な

さ
ん
か
ら
の
寄
付
を
募
っ
て
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

学
校
教
育
課

▲海の安全情報

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た

70
歳
以
上
の
高
齢
者
に

「
さ
の
ぽ
」
を
進
呈
し
ま
す

　

平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
に
運
転

免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
高
齢
者
に

「
さ
の
ぽ
」
10
万
ポ
イ
ン
ト
を
進
呈

し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
住
所
が
あ
る
自
主
返

納
時
70
歳
以
上
の
高
齢
者
（
一
度
ポ

イ
ン
ト
を
受
け
た
人
を
除
く
）

定
員　

１
０
０
人

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
間　

10
月
２
日
㈪
〜
11
月
30

日
㈭
（
消
印
有
効
）

ポ
イ
ン
ト
付
与
期
間　

来
年
１
月
31

日
ま
で

申
込
・
問
合
先　

便
箋
な
ど
に
「
私

は
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
ま

し
た
の
で
、
関
係
書
類
を
添
え
て
申

請
し
ま
す
」
と
題
し
、
氏
名
、
住

所
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
運
転
免
許
証
自
主
返
納

時
に
交
付
さ
れ
る
「
申
請
に
よ
る
運

転
免
許
の
取
消
通
知
書
」
の
写
し
お

よ
び
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
の

確
認
で
き
る
身
分
証
明
書
の
写
し

（「
運
転
経
歴
証
明
書
」
の
写
し
の
み

は
不
可
）
を
同
封
の
上
、
郵
送
で

〒
５
９
８
・
８
５
５
０
泉
佐
野
市
役

所
道
路
公
園
課
へ
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ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
先

発
医
薬
品
（
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
き

た
新
薬
）
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販

売
さ
れ
る
医
薬
品
で
、
先
発
医
薬
品

と
同
じ
有
効
成
分
を
同
量
含
み
、
同

等
の
効
き
目
が
あ
る
と
国
に
認
め
ら

れ
た
医
薬
品
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
は
開
発
に
か
か
る
費
用
が
抑

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
発
医

薬
品
よ
り
安
価
で
経
済
的
で
す
。

【
切
り
替
え
時
の
ご
注
意
】

●
す
べ
て
の
先
発
医
薬
品
に
対
し
て

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新

〜
新
し
い
保
険
証
を
送
付
し
ま
す
〜

　

現
在
交
付
し
て
い
る
保
険
証（
薄

い
茶
色
）
は
11
月
1
日
以
降
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
保
険
証（
薄
い
緑
色
）
を

10
月
下
旬
に
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付

し
ま
す
の
で
、
届
き
次
第
、
新
し
い

保
険
証
を
使
用
し
て
い
た
だ
き
、
古

い
保
険
証
は
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
11
月
に
な
っ
て
も
届
か
な
い

場
合
は
国
保
年
金
課
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

●
75
歳
に
な
る
人

　

11
月
1
日
以
降
に
75
歳
に
な
る
人

は
、
保
険
証
の
有
効
期
限
が
75
歳
の

誕
生
日
の
前
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
降
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
対
象
と
な
る
た
め
、
新
た
に
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
を
75
歳

に
な
る
前
に
郵
送
し
ま
す
。

●
外
国
籍
の
人

　

来
年
の
10
月
31
日
ま
で
に
在
留
期

間
の
満
了
を
迎
え
る
外
国
籍
の
人

は
、
保
険
証
の
有
効
期
限
が
在
留
期

間
の
満
了
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
在

留
期
間
を
延
長
し
た
場
合
は
、
保
険

証
の
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

保
険
料
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
？ 

10
月
31
日
㈫
は

第
５
期
分
の
納
期
限
で
す

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
保
険
証
の
有
効
期
限
が
短
く

な
る
ほ
か
、
資
格
証
明
書
の
交
付
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
納

期
限
ま
で
に
納
め
た
人
と
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
、
滞
納
し
て
い
る
人
の

財
産
（
不
動
産
・
預
貯
金
・
給
料
な

ど
）
を
調
査
し
、
差
し
押
さ
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
保
険
料
は
、
納
期

内
に
収
め
ま
し
ょ
う
。

【
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　

国
民
健
康
保
険
料
を
年
金
か
ら
差

し
引
い
て
納
付
さ
れ
る
人
以
外
は
、

原
則
、
口
座
振
替
で
の
納
付
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
は
一
度

の
登
録
手
続
き
で
納
期
ご
と
に
自
動

的
に
引
き
落
と
し
さ
れ
る
た
め
、
納

め
に
行
く
手
間
も
省
け
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
の
還
付
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
口
座
へ
の
振
込
で
還
付

し
ま
す
の
で
、
還
付
の
た
び
に
申
請

し
て
い
た
だ
く
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
納
付
書
で
納
付
し
て
い
る

人
は
、
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口

座
振
替
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ

き
、
口
座
振
替
の
推
進
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
国
保
年
金
課
窓
口
で
は
、
専
用
端

末
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
通
し
暗

証
番
号
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
口
座

振
替
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
大
阪
泉
州
農

業
協
同
組
合
、
近
畿
労
働
金
庫
は
除

く
。
ま
た
、
一
部
取
り
扱
い
で
き
な

い
カ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。）

【
電
話
で
の
納
付
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
】

　

納
付
が
困
難
な
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
納
付
猶
予
や
分
割
納
付
の
相
談

も
で
き
ま
す
の
で
、
電
話
で
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険

問
合
先　

国
保
年
金
課

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
対
応
し
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
使
用
で
き
る
病
気
（
効
能
）
が
異

な
る
な
ど
の
理
由
で
切
り
替
え
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
先
発
医
薬
品
と
色
や
大
き
さ
、
形

な
ど
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り

替
え
を
希
望
す
る
場
合
は
、
医
師
・

薬
剤
師
に
ご
相
談
の
う
え
、
事
前
に

必
ず
、
医
療
機
関
や
薬
局
に
医
薬
品

取
扱
い
の
有
無
・
在
庫
の
状
況
を
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合 

給
付
課
（
☎
06
・
４
７
９

０
・
２
０
３
１ 

Fax 

06
・
４
７
９
０
・

２
０
３
０
）

広　

告
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10月のTOPICS

よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
た
い

人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

【
付
加
年
金
】

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
や
任

意
加
入
被
保
険
者
が
、
定
額
保
険
料

（
月
額
１
６
，
５
２
０
円
）
に
付
加

保
険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
上
乗

せ
し
て
納
付
す
る
と
、
次
の
計
算
に

よ
る
額
が
付
加
年
金
と
し
て
老
齢
基

礎
年
金
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

●
付
加
年
金
額
＝
２
０
０
円
×
付
加

保
険
料
を
納
め
た
月
数

必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
、
基
礎
年

金
番
号
通
知
書

申
込
・
問
合
先　

国
保
年
金
課

【
国
民
年
金
基
金
】

　

国
民
年
金
基
金
は
、
老
齢
基
礎
年

金
に
上
乗
せ
し
て
給
付
す
る
公
的
な

個
人
年
金
制
度
で
す
。

対
象　

国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

で
、
定
額
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
人

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
、
海
外

に
居
住
し
て
い
て
国
民
年
金
に
任
意

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
な
ど
の
収
入
や
所
得
額
が
一

定
基
準
額
以
下
の
、
年
金
受
給
者
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に

上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。案
内
や
事
務
手
続
き
は
、

日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）
が

実
施
し
ま
す
。

対
象

●
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非

加
入
し
て
い
る
人
も
加
入
で
き
ま
す
。

掛
け
金　

加
入
時
の
年
齢
や
性
別
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
納
め
た
掛
け

金
は
全
額
、
国
民
年
金
保
険
料
と
同

様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

全
国
国
民
年
金
基

金 

近
畿
支
部
（

０
１
２
０・
６
５

・
４
１
９
２
）

※
付
加
年
金
も
国
民
年
金
基
金
も
保

険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
、
学
生
納

付
特
例
を
受
け
て
い
る
期
間
は
加
入

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
付
加
年
金
と

国
民
年
金
基
金
の
両
方
に
同
時
に
加

入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

課
税
と
な
っ
て
い
る

・
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所

得
額
の
合
計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ

る●
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
人

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
７
２
万
円

以
下
で
あ
る

請
求
方
法

●
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

を
受
給
す
る
人
…
対
象
と
な
る
人
に

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
請
求
書（
は
が
き
型
）

が
９
月
初
旬
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
請
求
書
に
記
入
の
う
え
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
来
年
１
月
４
日
ま
で

に
請
求
手
続
き
が
完
了
し
た
人
は
、

令
和
５
年
10
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
人
…
年

金
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
現
在
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

を
受
給
し
て
い
る
人
…
支
給
要
件
を

満
た
す
場
合
、
２
年
目
以
降
の
手
続

き
は
原
則
不
要
と
な
り
ま
す
。
支
給

要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
場
合
、

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
際
は
「
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
不
該
当
通
知
書
」
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
。

問
合
先　

年
金
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ

　

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
日
本
年
金

機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、
口
座

番
号
や
暗
証
番
号
を
お
聞
き
し
た

り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め

た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

税

市
・
府
民
税

第
３
期
分
の
納
期
限
は

10
月
31
日
㈫
で
す

　
領
収
書
は
お
支
払
い
済
み
の
証

拠
と
な
る
も
の
な
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

税
務
課

法
人
市
民
税
に
係
る
開
設
届
を

　

法
人
市
民
税
と
は
、
市
内
に
事
務

所
、
事
業
所
ま
た
は
寮
な
ど
が
あ
る
法

人
お
よ
び
人
格
の
な
い
社
団
な
ど
（
収

益
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
）
が
納
め

る
税
金
で
す
。
市
内
に
新
し
く
会
社

を
設
立
し
た
と
き
、
事
務
所
な
ど
を

開
設
し
た
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す
。

（
税
務
署
お
よ
び
府
税
事
務
所
へ
の

提
出
と
は
別
に
届
出
が
必
要
で
す
。）

　

法
人
市
民
税
に
は
、
国
税
の
法
人

税
額
を
課
税
標
準
と
し
て
算
出
す
る

法
人
税
割
額
と
、
資
本
金
等
の
額
と

市
内
の
従
業
者
数
に
よ
り
算
出
す
る

均
等
割
額
が
あ
り
、
事
業
年
度
終
了

た
と
え
ば
10
年
間
付
加
保
険
料
を

納
め
る
と
…

２
０
０
円
×
12
ヵ
月
×
10
年
＝

年
額
２
４
，
０
０
０
円
が
加
算

国
民
年
金

問
合
先　

国
保
年
金
課

ル
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
・

０
５
・
４
０
９
２
）

※
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
請
求

で
困
っ
た
と
き
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

の
日
の
翌
日
か
ら
２
ヵ
月
以
内
に
、

申
告
書
を
税
務
課
へ
提
出
す
る
と
と

も
に
、
法
人
税
割
額
と
均
等
割
額
の

合
計
額
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
赤
字
決
算
と
な
り
、
法
人
税
額
が

０
円
と
な
っ
た
場
合
も
、
均
等
割
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
申
告
と
納
付
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
申
告
義
務
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
申
告
書
の
提
出
が
な
い
場

合
、
未
申
告
法
人
と
し
て
調
査
し
、

そ
の
結
果
に
よ
り
「
決
定
」
の
行
政

処
分
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

税
務
課
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いずみさの教育NOW

学 校 園 紹 介

先生も子どもたちもつながって
   ～第三小学校～

　本校は、市内であればどこからでも通学することが
できる特認校として、教育活動を進めています。
【ICT教育を通したつながり】
　学習場面でのタブレット端末
の活用を進め、自分の学習スタ
イルの確立と、人との交流を通
した豊かな学びの習得をめざし
ています。教職員同士もつなが
り合い、研究に取り組んできた
成果が、子どもたち一人ひとりの力となって表れてい
ます。
【異学年の子どもたち同士のつながり】
　学年の枠をこえ、異学年の子どもたちで「たてわり
班」の活動を進めています。６年生の子どもたちが各
班のリーダーとなり、主体的に活動の計画や実践を
行っています。
【地域のみなさんとのつながり】

　子どもたちと、地域のみなさん
が、登校時に「おはようございま
す」と、元気なあいさつを交わし
ています。子どもたちは人とふれ
合うことの喜びを感じ、安心して
学校生活を送っています。
　第三小学校では、これからも人

とのつながりを大切にした教育を進めていきたいと考
えています。

表現をテーマとした平和登校
～新池中学校～

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て

　新池中学校では、全校登校
日として8月4日に「平和登校」
を実施しました。
生徒たちはエブノ泉の森

ホールに集まり、原爆や戦争
によって亡くなられたみなさ
んに黙とうを捧げたあと、３
年生代表からの発表を聴きま
した。３年生の生徒たちは戦争についてこれまで学ん
できたことをまとめ、自分たちでスライドを作成し、
全校生徒の前で発表しました。今年度の平和登校は、
ただ学ぶだけではなく、「考えたことや思いを表現し
伝える」ということをテーマにしていました。

そのあと、ゴスペルシ
ンガーのハンナ・ブンヤ
さんから人権や平和に関
する歌とお話を聴かせて
いただきました。ハンナ
さんは4人のコーラスの
みなさんとともに、歌声

を通して戦争の虚しさや平和の尊さを表現してくれま
した。「思いを伝える方法はたくさんある。いろんな
表現があっていいんだ」ということを知るための良い
機会となりました。
この体験を通して、自分の思いを自分なりの方法で

表現できる子どもたちが育ってくれることを願ってい
ます。

　

近
年
、
小
・
中
学
校
や
高
等
学
校

に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
が
導
入

さ
れ
て
い
る
影
響
も
あ
り
、「
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く

見
た
り
聞
い
た
り
し
ま
す
。
学
習
指

導
要
領
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
は
、
小
学
校
で
２
０
２
０
年

か
ら
、
中
学
校
で
は
２
０
２
１
年
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
い
う
と
、
難

し
い
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学
校
で

行
わ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

は
、
体
験
を
通
し
て
、
発
達
段
階
に

応
じ
た
「
問
題
解
決
能
力
等
の
育

成
」「
論
理
的
思
考
力
」「
創
造
性
」

を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
で
は
、「
パ
ソ

コ
ン
を
使
わ
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
（
ア
ン
プ
ラ
グ
ド
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
）」
か
ら
始
め
、
徐
々
に
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
た
学
習
へ
移
行
す
る
な

ど
計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
段
階
に
な
る
と
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
含
む
「
情
報
活

用
能
力
」
を
メ
イ
ン
に
、
小
学
校
の

過
程
で
身
に
つ
け
た
資
質
や
能
力

を
、
確
実
に
習
得
で
き
る
よ
う
な

学
習
が
行
わ
れ
ま
す
。
小
学
校
で

主
に
行
っ
て
い
た
マ
ウ
ス
操
作
だ

け
で
学
べ
る
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
」
か
ら
、
文
字
を
入

力
し
て
い
く
「
テ
キ
ス
ト
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
」
へ
と
移
行
し
て
い
き

ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
と
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
概
念
に
も
と
づ
い
た
、
問
題

解
決
型
の
思
考
の
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
、「
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

物
事
の
筋
道
を
考
え
て
、
段
階
的

に
判
断
し
て
い
く
」
こ
と
と
、
さ

ら
に
「
効
率
的
で
最
適
な
手
順
を

考
え
る
」
と
い
う
視
点
が
加
わ
り

ま
す
。
ま
さ
に
、
子
ど
も
た
ち
が

将
来
社
会
に
出
た
時
に
、
普
遍
的

に
求
め
ら
れ
る
力
で
あ
る
と
も
い

え
ま
す
。

問合先
学校教育課

広報いずみさの 2023.1015



スポーツ

スポーツ推進課（J:COM末広体育
館［市民総合体育館］内）

☎462-2000 Fax469-2286
受付：午前9時～午後5時15分
（休館日と土・日曜日以外の祝日除く）
※電話はおかけまちがいのないよう
にご注意ください。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業

ス
キ
ー
体
験
会

　

北
海
道
で
、
ス
キ
ー
を
体
験
し
ま

せ
ん
か
。
登
別
市
の
児
童
・
生
徒
と

の
交
流
が
あ
り
ま
す
。
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
が
同
行
し
ま
す
。

日
時

12
月
25
日
㈪
〜
27
日
㈬

行
き
先　

北
海
道
登
別
市

（
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場
）

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
６
年
生
〜

中
学
２
年
生　

定
員　

男
女
各
10
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
初
め
て
の
人
を
優
先
し
、
公

開
抽
選
）

参
加
費　

２
０
，
０
０
０
円
（
昼
食

代
、
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
な
ど
一
式
レ
ン

タ
ル
料
）

申
込
・
問
合
先

10
月
26
日
㈭
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
１
人
１
枚
）
往
信
用
裏
面
に
①
住

所
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
学
年

（
学
校
名
）
④
性
別
⑤
保
護
者
の
氏

名
⑥
連
絡
先
電
話
番
号
⑦
ス
キ
ー

経
験
（
初
め
て
・
経
験
日
数
）
を
、

返
信
用
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、

〒
５
９
８
・
０
０
３
２
新
安
松
1
丁

目
1
番
22
号
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
末
広
体

育
館
内
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課「
ス
キ
ー

体
験
会
」
係
へ

※
公
開
抽
選
は
11
月
4
日
㈯
午
後

２
時
〜
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
末
広
体
育
館

会
議
室
で
行
い
ま
す
。
抽
選
結
果
は

返
信
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

オクトーバー・ラン＆ウォーク2023

　スマートフォン専用アプリを使用した1ヵ月間（10月）のオンラインイベントです。ウォーキングの部では、
累積歩数で全国・大阪府内・泉佐野市内それぞれの順位や登録自治体の参加者の平均歩数のランキングを競い
ます。また、ランニングの部では累積走行距離で全国個人ランキングなどを競います。走行コースは自由に設
定できます。健康のために参加してみませんか？
開催期間　10月1日㈰～31日㈫
申込・計測方法
●ウォーキングの部…スマートフォンでアプリ「スポーツタウンWALKER」をダウンロードし「オクトーバー・
ラン＆ウォーク」に申し込む。AndroidまたはiPhone搭載の万歩計機能を用いて、アプリ「スポーツタウン
WALKER」で歩数をカウント
●ランニングの部…スマートフォンでアプリ「TATTA」をダウンロー
ドし、Sports net IDと連携させ、アプリから「オクトーバー・ラン
＆ウォーク」に申し込む。走行時にアプリ「TATTA」を起動し、スター
ト・ストップボタンを押して走行距離をカウント
主催　（一財）アールビーズスポーツ財団
問合先　スポーツ推進課
※参加無料。申込方法、計測方法など詳しくはホームページ（https://
arbeee.net/pj/octoberrun2023）をご覧ください。

広　

告

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-275-5449）へ 16広報いずみさの 2023.10



スポーツ

令和5年度 市民競技大会結果（敬称略）
問合先　スポーツ推進課

◆バドミントン
部　門 優　勝 準優勝 3　位

男子1部 森貞・戸石 小島 （伸）・
佐川 （幸）奥田・白井 ー

男子2部 中村 （真）・
細川 稲垣・武津 宮武・坂本 松浪・木村

男子3部 田村・山本 兵頭・甲斐 小峰・城者 大浦坂・原

女子1部 佐川 （律）・
兒山 辻口・静川 鶉野・網矢 ー

女子2部 父川・小島（遥）
木津・
中村 （結）片山・東 ー

女子3部 芝野・南 （寧）
伊丹・
小島 （玲）黒田・竹本 ー

女子4部 三浦・南 （二）
小島 （寿）・

渡辺 高橋・古谷 奥野・柴田

◆バスケットボール
部　門 優　勝 準優勝 3　位

一般男子 ベルセルク WILLOWS 誠心館・
Poker Face

オーバー
エイジ40

KUMATORI
CLUB good job ー

◆卓球
部　門 優　勝 準優勝 3　位

団体男子 ケイ・ケイ・
アイclass オーク卓球 百日草

団体女子 百日草 （B） 北中卓球
クラブ（B） 百日草（C）

◆新体操
種　目 1　位 2　位 3　位

クラブ 浅江雪那 楢﨑　遥 ー

ボール 宮内花菜 河村美里 平野詩衣菜

◆テニス
部　門 優　勝 準優勝 3　位

一般男子 百々・吉田 ー ー

一般女子 梶川・山本 岡田・久内 高西・福島

壮年男子 菊・森 長田・山本 北仲・西

壮年女子 関井・森下 大窄・畑中 ー

◆バレーボール
部　門 優　勝 準優勝 3　位

一般男子 鳳凰会 EXCEED 桜蘭会

一般女子 さつき BOOOM MVC

家庭婦人 ウイング MVC MIYABI

◆軟式野球
優　勝 準優勝 3　位

ＮＣクラブ ブルージェッツ K-Hawks 破天荒

市
民
競
技
大
会

【
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
】

開
催
日　

11
月
23
日
㈷

場
所　

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
末
広
体
育
館

（
市
民
総
合
体
育
館
）

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
、
泉
佐
野
市
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
協

会
に
所
属
し
て
い
る
人

参
加
費　

１
０
０
円

申
込
期
日　

11
月
４
日
㈯

※
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
協
会
に
所
属
し
て

い
る
人
は
各
団
体
代
表
者
へ

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

開
催
日　

11
月
26
日
㈰

※
予
備
日
12
月
17
日
㈰

場
所　

新
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
別　

一
般
男
女
（
ダ
ブ
ル
ス
）

参
加
費
（
１
チ
ー
ム
）　

●
一
般　

１
，
０
０
０
円

●
高
校
生　

５
０
０
円

●
一
般
・
高
校
生　

７
５
０
円

申
込
期
日　

11
月
17
日
㈮

い
ず
れ
も

申
込
・
問
合
先　

申
込
期
日
ま
で
に

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、参
加
費
（
傷
害
保
険
料
含
む
）

を
持
参
し
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
へ

◆体操
部
門 種　目 1　位 2　位 3　位

男
子
初
級

マット 齋藤理仁 岡田　瞬 熊野開晟

とび箱 浦川康太郎 岡田　瞬 増田晃己

低鉄棒 岡田　瞬 熊野開晟 髙浦陽季

女
子
初
級

マット 高橋真由 竹内梨乃 亀井　結

とび箱 竹内梨乃 町谷優日 大谷桜愛

低鉄棒 亀井　結 伊庭悠里菜 竹内梨乃

男
子
中
級

マット 小松原櫻斗 小松原夏輝 塚中吟太

とび箱 正木豊 小松原櫻斗 小松原夏輝

低鉄棒 小松原櫻斗 三島歩真 正木　豊

女
子
中
級

マット 中　初季 松尾明凛 中嶋美佐希

とび箱 水津有里佳 中嶋美佐希 中　初季

低鉄棒 中　初季 伊庭叶彩 瀧本莉子

男
子
上
級

マット 福田陽基 熊取谷嘉人 ー

とび箱 福田陽基 下部嶺旺 ー

低鉄棒 福田陽基 下部嶺旺 ー

女
子
上
級

マット 小枩和叶 中田　波 寺田結月

とび箱 梶本侑蘭 小枩和叶 山田明依

低鉄棒 大畑くらら 梶本侑蘭 中田　波
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各種相談

各種相談の案内　気軽に相談してください。なお、祝・休日にあたるときは変更する場合があります。

◎法律相談【予約制】
火曜日（第4火曜日のみ翌水曜日）13:00～16:45（同
じ内容は年度内に1回限り）
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎労働相談【予約制】
第2木曜日 13:00～15:05（同じ内容は年度内に1回
限り）市役所1階 相談室（問合先 ：人権推進課）
◎行政相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付：15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎人権擁護委員による人権相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎総合生活相談
（人権侵害・就労支援・進路選択支援・生活相談）
●月～金曜日
・人権推進課 
　8:45～ 17:15
・南部市民交流センター本館（☎466-6464）
　9:00～17:00
・北部市民交流センター本館（☎464-5726）
　9:00～17:30
・まちの活性課（就労支援のみ ☎469-3131）
　8:45～17:15
・（公社）泉佐野市人権協会（☎458-7444）
　9:00～16:30
●第3土曜日 10:00～12:00【予約制】
申込・問合先：その週の月曜日までに人権推進課へ
◎女性のための電話相談（☎469-7402）
第1～4水曜日 10:00～12:00、13:00～15:00（問合
先：人権推進課）
◎女性のための面接相談【予約制】 
相談日・時間は予約時に問い合わせてください。夜間
相談あり（申込・問合先：人権推進課）
◎経営相談【予約制】
6月～来年2月の第1・第3火曜日または第2・4火曜日
13:00～ 17:50　消費生活センター
（問合先：まちの活性課 ☎ 469-3131）
◎消費生活相談
月～金曜日 9:00～16:30
（問合先：消費生活センター ☎469-2240）
◎司法書士総合相談【予約制】
水曜日 13:30～16:30　消費生活センター
受付：月～金曜日 10:00～16:00
申込：大阪司法書士会（☎06-6943-6099）
◎行政書士相談（相続・遺言など）【予約制】
第4金曜日 13:00～16:00　市役所1階相談室
申込：大阪府行政書士会泉州支部（☎483-7373）
◎税理士による税務相談【WEB予約制】
第2水曜日（1～4月除く）
13:00～16:00　市役所1階相談室
申込：近畿税理士会 泉佐野支部（☎468-8068）

◎家庭児童相談（☎463-1937）
月～金曜日 8:45～17:15
◎子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）
月～金曜日 8:45～17:15
◎育児相談
●月～金曜日 9:00～16:00
すえひろこども園（☎466-5826）
●月～金曜日 10:00～16:00
地域子育て支援センター（☎469-3700）
◎子育て電話相談
鶴原保育園（☎463-0065）
月～金曜日 10:00～16:00
◎母子・父子・寡婦家庭の相談
月～水・金曜日 8:45～17:15 子育て支援課
◎教育相談
●さわやかルーム（☎447-7312）
月～金曜日 10:15～15:30
●シャイン（☎464-0300）
月～金曜日 10:15～15:30
◎心配ごと相談
●月曜日（第4月曜日除く） 13:00～15:30
社会福祉センター 2階 相談室
●第4月曜日　シャッピーハウス（佐野公民館隣）
（問合先 ：社会福祉協議会 ☎464-2259）
◎福祉総合相談
月～金曜日 8:45～17:15
●佐野中圏域 包括支援センター 泉ヶ丘園
（☎468-8103 Fax468-8104）
●第三中圏域 包括支援センター ホライズン
（☎458-0088 Fax458-0087）
●長南中圏域 包括支援センター ラポート
（☎490-2031 Fax490-2033）
●日根野中圏域 包括支援センター いぬなき
（☎468-1170 Fax468-1177）
●包括支援センター しんいけ
（☎464-2366 Fax462-5400）
●基幹包括支援センター いずみさの
（☎464-2977 Fax462-5400）
◎赤ちゃん相談【予約制】
第3水曜日 9:30～11:00
健診センター（問合先：健康推進課）
◎健康相談・栄養相談【予約制】
第3火曜日 9:30～12:00（問合先：健康推進課）
◎HIV即日検査
（希望者には梅毒即日検査も実施・匿名可）
第1・3月曜日（祝日除く） 13:00～14:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎こころの健康相談
（アルコール依存症・認知症含む）【予約制】
月～金曜日（祝日除く） 9:00～17:45
泉佐野保健所（☎462-4600）
◎医療に関する相談（来所の場合は要予約）
月～金曜日（祝日除く） 9:30～16:00
泉佐野保健所（☎462-7701）　
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けんこう・ふくし

毎
年
10
月

が
ん
検
診
受
診
率
50
％
達
成

集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

　

国
民
の
２
人
に
１
人
が
「
が
ん
」
に

な
り
、
３
人
に
１
人
が
「
が
ん
」
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
検
診
を
受
け
て
、

が
ん
を
早
期
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

健
康
推
進
課

※
受
診
の
時
期
は
、
感
染
症
の
流
行

状
況
や
自
身
の
体
調
を
ふ
ま
え
て
判

断
し
て
い
た
だ
き
、
個
別
医
療
機
関

で
検
診
の
際
は
、
必
ず
事
前
に
各
実

施
医
療
機
関
へ
確
認
の
う
え
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

長
寿
者
祝
賀
行
事

　

市
内
に
居
住
す
る
満
90
歳
を
迎
え

ら
れ
た
人
に
祝
品
を
郵
送（
10
月
中
）

で
お
贈
り
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
昭
和
７
年

10
月
２
日
〜
昭
和
８
年
10
月
１
日
生

ま
れ
の
人

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課　

※
申
込
不
要戦

没
者
追
悼
式

　

先
の
大
戦
に
よ
り
死
没
さ
れ
た

人
々
に
対
し
て
追
悼
の
誠
を
捧
げ
、

恒
久
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
開
催

し
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
へ
の
案
内
通
知
は
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
参
列
者
全
員
に
献

花
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

日
時　

11
月
2
日
㈭ 

午
前
10
時
〜

　
　
　
（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
〜
）

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森

 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

永
山
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク
の

診
療
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
診
療

時
間
が
一
部
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
内
科
、
外
科
お
よ
び
整
形
外
科
の

診
察
時
間
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

変
更
前

毎
週
月
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

毎
週
水
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

広　

告

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-275-5449）へ

手話をやってみよう！
～ワンポイント手話講座③～

今月の手話「こんばんは」
両手の手のひらを前に向け、交差させます。目の前が
暗くなるようすを表しています。
問合先　地域共生推進課

変
更
後

毎
週
月
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午

毎
週
水
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午

問
合
先　

自
治
振
興
課

広報いずみさの 2023.1019



けんこう・ふくし

高齢者肺炎球菌予防接種
公費の実施期間・回数　来年3月31日㈰までに1回接種
対象　本市に住民登録があり、下記①②のいずれかに該当し、自らの意思と責任において接種を希望する人
※公費で接種歴のない下記の令和5年度対象の人へ5月に案内ハガキを送付しています。（接種する際に、本案内
ハガキの提出が必要です。ハガキがない人は、指定医療機関か健康推進課へ問い合わせてください。）案内ハガ
キが届いた人でも、自費も含め接種歴がある人は対象となりません。
①令和5年度に65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる人（下表参照）
②接種当日60～64歳で、心臓・腎臓・呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障害、
またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する人（該当の機
能障害で身体障害者手帳1級所持または相当程度の人）
※脾臓を摘出した人、公害認定者などは、医療保険などの対応とするか接種医と相談してください。
自己負担金　4,000円　※減免制度あり
減免制度　※接種前の申請が必要です。
●市民税非課税世帯に属する人には自己負担金免除券を発行しま
すので、事前に健康推進課へ本人確認ができるものを持参して申
請してください。
※自己負担金免除券は、接種の際に直接指定医療機関へ提出して
ください。
●生活保護法による被保護世帯に該当する人は、生活保護受給者
証明書の原本などを接種の際に直接指定医療機関へ提出してくだ
さい。
持ち物　健康推進課より送付のハガキ、健康保険証・医療証など
本人確認ができるもの、身体障害者手帳など（②のみ）
※説明書や予診票は、指定医療機関にあります。
場所・申込　直接、21ページの指定医療機関へ

65歳：昭和33年4月2日～昭和34年4月1日生
70歳：昭和28年4月2日～昭和29年4月1日生
75歳：昭和23年4月2日～昭和24年4月1日生
80歳：昭和18年4月2日～昭和19年4月1日生
85歳：昭和13年4月2日～昭和14年4月1日生
90歳：昭和8年4月2日～昭和9年4月1日生
95歳：昭和3年4月2日～昭和4年4月1日生
100歳：大正12年4月2日～大正13年4月1日生

こどものインフルエンザ予防接種費用の一部助成
実施期間　10月15日㈰～12月31日㈰（もしくは各指定医療機関の年内最終診療日まで）　
※実施期間を過ぎると、費用は全額自己負担
対象　接種日に市内に住民登録があり、生後6ヵ月以上から15歳に達する日の属する年度末までの間にある市民　
※令和5年度は平成20年4月2日以降に生まれた人で接種当日、生後6ヵ月以上の市民が対象
助成額　1回につき上限1,500円　
接種回数　
●接種当日13歳未満…実施期間中2回まで
※2～4週間の間隔をあけて2回目を接種してください。（免疫効果を考慮すると3～4週間おくことが望ましいと
いわれています。）また、1回目の接種時に12歳であった人が、2回目の接種時に13歳以上となった場合に限り、
2回目の接種も公費助成の対象
●接種当日13歳以上…実施期間中1回
助成方法　接種時に指定医療機関で母子健康手帳と申請書兼
委任状（指定医療機関窓口に設置）を提出し、本来の接種費
用から1,500円を引いた金額を医療機関で支払ってください。
持ち物　母子健康手帳、乳幼児医療証、健康保険証など本人
確認ができるもの
場所・申込　直接、指定医療機関に予約してください。指定
医療機関など、詳しくは健康推進課ホームページをご覧くだ
さい。

【注意事項】　
　子どものインフルエンザ予防接種は、任意予
防接種です。ワクチン接種の効果および副反応
などについて、医師より説明を受け、よく理解
したうえで接種してください。
　ワクチンの接種により入院が必要な程度など
の健康被害が出た場合、法律などに基づく救済
を受けることができますが、予防接種法に基づ
く救済と給付額などが異なりますので、ご注意
ください。

インフルエンザなどのインフルエンザなどの
感染拡大を防止しましょう感染拡大を防止しましょう

　インフルエンザと新型コロナウイルス感染症の同時流行を防止するため、予防接種を受けましょう。
今年度は、6ヵ月～15歳および65歳以上の市民を対象に、インフルエンザ予防接種を20・21ページのと
おり実施します。 問合先　健康推進課

20広報いずみさの 2023.10



高齢者インフルエンザ・高齢者肺炎球菌 
予防接種指定医療機関（6月30日現在）

町 名 名　称 電話番号 インフル
エンザ

肺炎
球菌

葵 町 つじもとクリニック 469-2080 〇 〇
市場西 たかやまクリニック 462-7778 〇 〇
市場南 長田医院 461-1500 〇 〇

上 町

あらい耳鼻咽喉科 462-3387 〇 〇
泉本医院 469-3181 〇 〇
小西胃腸科内科医院 469-6619 ○ ○
白井内科クリニック 462-1877 〇 〇
中野クリニック 464-0021 ○ ○
やました耳鼻咽喉科

クリニック 462-3341 〇 〇

大 西
聖愛クリニック 462-0550 〇 〇
西田医院 462-3356 〇 〇

大 宮 西田外科・内科 462-8725 〇 〇

上瓦屋
青松記念病院 463-3121 〇 〇
泉南藤井病院 464-6466 〇 〇
新山診療所 462-7452 〇 〇

上之郷 永山リハビリテーションクリニック 429-9090 〇 〇

佐野台 矢頃クリニック 463-1018 〇 〇
下瓦屋 中西脳神経外科・内科 462-2358 〇 〇
新安松 浅井クリニック 466-0122 〇 〇
高松北 上仁上田クリニック 462-3458 〇 〇
高松東 やまべ整形外科 464-1026 〇 〇
高松南 梶野医院高松診療所 469-6633 〇 〇

泉佐野おかざきクリニック 493-2020 ○ 〇

鶴 原

おおうら整形外科 464-5841 〇 〇
小笠原医院 462-0268 〇 〇
長澤医院 462-2443 〇 〇
なかつか整形外科

リハビリクリニック 469-1300 〇 〇

東佐野病院 464-8588 ○ 〇
ひがしの耳鼻咽喉科 464-8741 〇 ー

町 名 名　称 電話番号 インフル
エンザ

肺炎
球菌

中 庄
大野外科胃腸科 464-0302 〇 〇
ゆたかクリニック 463-7725 〇 〇

長 滝
釈迦戸医院 465-4180 〇 〇
田中医院 466-6800 〇 〇
樽谷医院 466-1180 〇 〇

中 町 佐野記念病院 464-2111 〇 〇

羽倉崎
石井クリニック 447-5565 〇 〇
羽原病院 466-3881 〇 〇

羽倉崎上町 平野医院 465-4668 〇 〇

日根野

ありた整形外科 467-3051 〇 〇
泉屋内科クリニック 467-3222 〇 〇
えびすのクリニック 450-0380 〇 〇
大植医院 450-2820 〇 〇
しまだ健やかクリニック 450-2333 ○ ○
中川クリニック 461-1302 〇 〇
中山医院 468-0303 〇 〇
平松診療所 468-2481 〇 〇

本 町 武井医院 462-7755 〇 〇

湊
泉佐野優人会病院 462-2851 〇 〇
ひがきクリニック 487-8343 〇 〇

南中樫井 樫井診療所 466-8661 ー 〇
南中安松 やすい耳鼻咽喉科 493-3960 〇 〇
りんくう
往来北

リョーヤコマツクリニック 463-7003 〇 〇
りんくうタウンクリニック 460-1122 〇 〇

りんくう
往来南

松尾整形外科脊椎外科
クリニック 463-3110 〇 ー

若宮町 山田外科医院 462-3106 〇 〇

　いずれの予防接種も直接、指定医療機関に予約して
ください。指定医療機関以外で接種を希望する場合は、
必ず事前に健康推進課へ問い合わせてください。

※熊取町、田尻町、泉南市、阪南市、岬町でも接種できる医療機関がありますので、希望する場合は健
康推進課へ問い合わせてください。

けんこう・ふくし

高齢者インフルエンザ予防接種
公費の実施期間・回数　
10月15日㈰～12月31日㈰の間に1回接種（もしくは各指定医療機関の年内最終診療日まで）
※インフルエンザに対する抵抗力がつくまでに2週間程度かかるとされていますので、ご自身の体調をふまえて
接種してください。実施期間を過ぎると、費用は全額自己負担となります。
対象　本市に住民登録があり、下記のいずれかに該当し、自らの意思と責任で接種を希望する人
①接種当日65歳以上の人
②接種当日60歳～ 64歳の人で、心臓・腎臓・呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程
度の障害、またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する人
（該当の機能障害で身体障害者手帳1級所持または相当程度の人）
自己負担金　1,000円　※減免制度あり
減免制度　20ページの「高齢者肺炎球菌予防接種」と同じです。
持ち物　健康保険証・医療証など本人確認ができるもの、身体障害者手帳など（②のみ）
※説明書や予診票は、指定医療機関にあります。
場所・申込　直接下記の指定医療機関へ
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下
瓦
屋
地
域
文
化
祭

　

地
域
に
お
け
る
人
権
文
化
活
動
の

交
流
と
推
進
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

地
元
の
こ
ど
も
園
、
福
祉
施
設
、

小
・
中
学
生
や
講
座
生
の
作
品
展
示

と
活
動
紹
介
、
地
域
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
、
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
企
画
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

日
時　

11
月
３
日
㈷

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
地
域
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
「
下

瓦
屋
南
ほ
場
整
備
地
区
」
は
、
午
前

11
時
〜
午
後
０
時
30
分

場
所　

旧
下
瓦
屋
人
権
文
化
セ
ン

タ
ー

主
催　

下
瓦
屋
地
域
文
化
祭
実
行
委

員
会

後
援　

泉
佐
野
市
、
泉
佐
野
市
教
育

委
員
会

問
合
先　

下
瓦
屋
地
域
協
議
会 

文

化
祭
担
当
（
☎
０
９
０
・
８
８
２
８
・

９
８
７
８ 

Fax
４
６
３
・
２
１
４
７
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
（
販
売
物

除
く
）

人
権
を
考
え
る
連
続
映
画
会

「
東
京
ク
ル
ド
」

　

令
和
５
年
６
月
９
日
「
出
入
国
管

理
お
よ
び
難
民
認
定
法
」
の
改
正
法

が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
国

際
社
会
か
ら
も
人
権
上
の
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
映
画
は
東
京

に
住
む
ク
ル
ド
人
の
青
年
２
人
を
５

年
間
取
材
し
た
映
像
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。「
難
民
？
」「
ク
ル
ド
人
？
」

「
入
管
制
度
？
」
私
た
ち
の
無
関
心

が
彼
ら
の
命
を
脅
か
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
時　

10
月
22
日
㈰

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

（
開
場
：
午
後
１
時
30
分
）

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ

ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

上
映
時
間　

１
０
３
分

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）　

※
事
前
申
込
者
優
先　

申
込
・
問
合
先　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
e
メ
ー
ル
で
泉
佐
野
市
人
権
を

守
る
市
民
の
会
（
人
権
推
進
課
内 

e
メ
ー
ル
：jinken@

city.izum
isano.lg.jp

））
へ

※
入
場
無
料

あいあい講座

　いろいろな人権の知識を増やすことが大切です。気軽に参加してください。
【島村の歴史と、と畜・食肉・差別からの解放】
日時　10月17日㈫ 午後6時30分～8時
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター
定員　30人（先着順）
講師　北出新司さん（北出精肉店店主）

【在日コリアンの視点から考える ～差異を尊重する社会に～】
日時　10月31日㈫ 午後6時30分～8時
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター
定員　30人（先着順）
講師　李　明哲さん（関西学院大学 非常勤講師）

いずれも
共催　泉佐野市人権を守る市民の会
申込・問合先　氏名、電話番号、希望の講座を電話、FAXまたはeメールで人権推進課（eメール：jinken@
city.izumisano.lg.jp）へ
※手話通訳希望者は開催日の10日前までに申し込んでください。

広　

告

この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-275-5449）へ 22広報いずみさの 2023.10
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　　　　　　　　　12月4日～10日は人権週間
泉佐野市人権のつどい 

日時　12月2日㈯　午後1時30分～4時　　　　
場所　エブノ泉の森 小ホール
定員　400人（先着順）
主催　泉佐野市、泉佐野市教育委員会、（公社）泉佐野市人権協会、岸和田人
権擁護委員協議会（泉佐野市地区）、泉佐野市人権を守る市民の会　
申込・問合先　10月10日㈫ 午前9時以降に電話、FAXまたはeメールで氏名、
電話番号、人数を記入し、泉佐野市人権を守る市民の会（人権推進課内 eメー
ル：jinken@city.izumisano.lg.jp）へ。手話通訳・一時保育（若干名、先着順〔1
歳～就学前〕）を希望する人は11月24日㈮までに申し込んでください。
※下記二次元コードからも申込できます。
【第1部】
●式典…午後1時30分～
●音楽のつどい…午後2時～3時
内容　「河内音頭でうたう人権」
講師　河内家菊水丸さん
【第2部】
発表のつどい
時間　午後3時10分～4時　
内容　小・中学生人権作品コンテストの最優秀賞・
優秀賞受賞者の表彰、最優秀作品の朗読（作文・読
書感想文・詩の部門）、人権作品コンテストの優秀作
品（各部門の最優秀賞・優秀賞・入選を受賞した作品）
の展示
展示期間・場所
●12月2日㈯ エブノ泉の森 小ホー
ル（正午～午後4時）
●12月4日㈪～11日㈪ 市役所1階
ロビー（最終日は午後4時）

▲申込フォーム

河
かわち

内家
や

菊
きく

水
すい

丸
まる

さん プロフィール

　伝統河内音頭伝承者、音頭
取りで河内音頭家元。昭和
38年2月14日、河内音頭発
祥の地大阪府八尾市生まれ。
9歳で父 河内家菊水に入門。
17歳、高校3年生でプロデ
ビュー（旧なんば花月）。新
聞（しもん）詠み河内音頭菊
水丸流家元として活動。大阪
市制定・咲くやこの花賞大衆
芸能部門賞を受賞。イラク、
北方四島、北朝鮮、東ティ
モールなど激動の地で公演。
平成20年、大阪芸術大学芸
術学部 客員教授に就任。

女
性
の
た
め
の
特
設
法
律
相
談

　

離
婚
に
関
す
る
相
談
や
、配
偶
者
、

パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
か
ら
の
暴
力 (

Ｄ

Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
性
暴
力
、
性
犯
罪)

被
害
に
関
す
る
相
談
を
女
性
弁
護
士

が
お
受
け
し
ま
す
。

日
時　

11
月
13
日
㈪ 

　
　
　

午
後
1
時
〜
5
時　

※
相
談
時
間
は
1
人
25
分 (

完
全
予

約
制)

場
所　

田
尻
町
立
公
民
館 

2
階 

小

会
議
室

対
象　

泉
佐
野
市
・
熊
取
町
・
田
尻

町
・
泉
南
市
・
阪
南
市
・
岬
町
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性

定
員　

8
人
（
先
着
順
）

協
賛　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
阪

‐
り
ん
く
う

申
込
・
問
合
先　

10
月
11
日
㈬
以
降

の
平
日
（
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
田
尻
町
企
画
人

権
課
（
☎
４
６
６
・
５
０
１
９ 

Fax
４

６
６
・
８
７
２
５
）
へ

※
相
談
、
一
時
保
育
無
料
。
一
時
保

育
（
１
歳
〜
就
学
前
）
あ
り
、
希
望

者
は
申
込
時
に
（
締
切
：
11
月
6
日

㈪
）
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この広告掲載についてのお問い合わせは、
株式会社 ウィット（☎ 072-668-3275）へ広報いずみさの 2023.1023

人権の広場



　　　　　　　　韓国大邱広域市寿城区
派遣職員レポート ～その④～　　　　

問合先　自治振興課

　アンニョンハセヨ。派遣職員の神田です。今月は寿城区の教育・文化施設についてご紹
介します。

泛魚（ポモ）図書館
　地下1階、地上5階規模の図書館で、寿城区役所の目の前にあります。館内には、子
ども用の絵本や、好奇心をそそる本がある子ども部屋、常設展示室、国際資料室、生
涯学習館、創造的体験活動センターがあり、区民の教育や文化活動の拠点として機能
しています。また、おすすめの本を紹介するイベントや区民の関心に応じた様々な生
涯学習プログラムが運営されており、地域内におけるコミュニティの活性化と、何歳
からでも学べる環境が整っています。寿城区内で初めてガラス張りの壁を取り入れた
デザイン性のある建物は、区民や図書館を訪れる人々に居心地の良さと多様な見どこ
ろを提供しています。

国立大邱博物館
　大邱と慶尚北道の文化遺産と服飾文化について学べる文化施設です。常設展示は、「古
代文化室」「中世文化室」「服飾文化室」の3つに分かれていて、すべて無料で観覧できます。
日本語での解説案内（予約必要）もあり、材質の変化などから古代人の生活の変化や衣
類の歴史について、専門家から詳しい話を聞くことができるのでおすすめです。また、
子どものための部屋「ヘソル館」では、楽しい文化体験を通じて子どもにも分かりやす
く韓国の歴史を紹介しています。

多文化家族センター
　大邱市内には、韓国語講座の実施や就職支援などを運営している多文化家族
センターが7ヵ所あり、私も寿城区にあるセンターに週2回通って韓国語を学
んでいます。寿城区には、外国人が約1,670人在住しており、私のクラスメイ
トにもベトナムやフィリピンなどからの結婚移民者が多くいます。彼女たちに
とって、このような支援事業は韓国の習慣や文化、言葉を仲間と一緒に学べる
頼れる場所になっています。

◀
泛
魚
（
ポ
モ
）
図
書
館

▶
国
立
大
邱
博
物
館

◀
多
文
化
家
族
セ
ン
タ
ー

24広報いずみさの 2023.10

見守リリー▶見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 　　　☎469-2240 

相談受付相談受付
　午前9時～　午前9時～
　　午後4時30分　　午後4時30分

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

　

困
っ
た
時
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

使っていないサブスクの
解約忘れに注意しましょう

【
事
例
】

　

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
方
法
を
調
べ
る

た
め
に
ネ
ッ
ト
上
で
専
門
家
に
相
談

で
き
る
有
料
サ
イ
ト
に
ト
ラ
イ
ア
ル

登
録
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
決

済
手
段
と
し
て
入
力
し
た
。
代
金

は
５
０
０
円
だ
っ
た
。
質
問
は
解

決
し
た
が
、
そ
れ
以
降
、
毎
月
約

５
，
０
０
０
円
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
数
ヵ
月
後
に
気
付
い
た
。
解
約
し

た
い
が
、
契
約
時
に
入
力
し
た
情
報

を
忘
れ
て
し
ま
い
ロ
グ
イ
ン
で
き
な

い
。（
70
歳
代 

男
性
）

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン（
以
下「
サ

ブ
ス
ク
」
と
い
う
）
と
は
、
定
額
を

定
期
的
に
支
払
う
こ
と
で
、
一
定
期

間
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

●
サ
ブ
ス
ク
は
、
ト
ラ
イ
ア
ル
（
お

▲イラスト：黒崎　玄

試
し
）
を
申
し
込
む
際
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
登
録
が
必
要
で
、
ト
ラ

イ
ア
ル
期
間
内
に
解
約
し
な
け
れ
ば

自
動
的
に
定
額
サ
ー
ビ
ス
に
移
行

し
、
支
払
い
が
続
き
ま
す
。
申
し
込

む
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
利
用

規
約
や
解
約
方
法
を
よ
く
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

●
解
約
は
、
事
業
者
の
定
め
る
方
法

で
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
申
込
時
に
登
録
し
た
パ
ス
ワ
ー

ド
な
ど
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
の
で

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
利
用
し
て
い
な
い
サ
ブ
ス
ク
の
請

求
に
す
ぐ
気
付
け
る
よ
う
に
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
明
細
は
毎
月

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

参
考
：
（
独
）
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

「
見
守
り
新
鮮
情
報　

第
４
１
６
号
」

◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ 
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い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
335
回

　

　犬鳴山七宝瀧寺を含む大木地区は、葛城修験の影響をもっとも受けた地域です。
和泉葛城山脈にあります犬鳴山は、泉佐野の水の源流にあたり、戦国時代には七
宝瀧寺の行者が、山麓の村々の雨乞い等の儀式を通じて、有力貴族九条家の荘園
「日根荘」の支配下に組み込む役割を担っていたものと考えられています。
　平成25年に大阪府初の重要文化的景観「日根荘大木の農村景観」に選定されてい

ますが、犬鳴溝を含む７つの水路をはじめ農空
間における水利システムが当時から変わらず現
代まで継承される大木地区では、毎年10月には、
地元大木まちづくり協議会主催の休耕田を活用
した「日根荘大木の里コスモス園」を開園して
います。葛城修験の里景観の豊かな自然風景を
ぜひ体験してみませんか。

 日本遺産・葛城修験文化を巡る③
～日根荘大木の農村景観～

レイクアルスタープラザ・レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさのカワサキ歴史館いずみさの
☎469-7140 Fax469-7141☎469-7140 Fax469-7141
休館日休館日　　月曜日、毎月最終木月曜日、毎月最終木
曜日（いずれも祝日の場合は曜日（いずれも祝日の場合は
開館し、その翌日が休館）開館し、その翌日が休館）
開館時間開館時間
午前9時～午後5時午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）（入館は午後4時30分まで）
入館料入館料　無料　無料

  「
池
田
谷
久
吉
と
そ
の
生
涯
①
」

〜
池
田
谷
久
吉
の
経
歴
〜

め
と
し
た
82
口
の
梵
鐘
が
残
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

建
築
に
お
い
て
も
歴
史
研
究
に
お

い
て
も
多
大
な
功
績
を
残
し
た
池
田

谷
久
吉
は
、
満
58
歳
で
惜
し
ま
れ
な

が
ら
こ
の
世
を
去
り
ま
す
。
建
築
家

だ
け
で
は
な
く
、
郷
土
史
家
・
考
古

学
者
と
し
て
の
一
面
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
た
池
田
谷
久
吉
に
つ
い
て
、
当

館
が
所
蔵
す
る
「
池
田
谷
資
料
」
か

ら
彼
の
生
涯
を
た
ど
り
ま
す
。
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
、
池
田
谷
久
吉
が
手
掛
け

た
岸
和
田
城
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

物
の
確
認
申
請
審
査
や
建
築
監
督
官

補
佐
の
仕
事
を
行
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
府
庁
在
職
中
か
ら
古
建
築
の
研

究
や
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
特
に
大

正
15
（
１
９
２
６
）
年
に
行
わ
れ
た

法
隆
寺
五
重
塔
の
調
査
で
は
、
五
重

塔
心
柱
下
に
存
在
す
る
空
洞
の
調
査

結
果
に
よ
り
、
法
隆
寺
の
再
建
・
非

再
建
論
に
一
石
を
投
じ
ま
し
た
。

　

府
庁
退
職
後
、
同
年
９
月
に
「
池

田
谷
建
築
事
務
所
」
を
設
立
し
、
住

宅
や
工
場
だ
け
で
な
く
、
学
校
や
役

場
な
ど
の
公
共
施
設
か
ら
社
寺
建

築
ま
で
多
種
多
様
な
建
築
物
の
設

計
業
務
を
行
い
、
そ
れ
と
同
時
に
建

築
家
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
化
財

の
研
究
調
査
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
４
（
１
９
２
９
）
年
に
は
、
大

阪
府
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査

委
員
に
就
き
、
枚
方
市
の
百
済
寺
の

発
掘
調
査
を
は
じ
め
、
岸
和
田
市
の

久
米
田
池
、
泉
佐
野
市
の
佐
野
王
子

や
犬
鳴
山
な
ど
多
く
の
文
化
財
指

定
に
携
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
太
平

洋
戦
争
の
際
に
は
、
大
阪
府
内
に
あ

る
梵
鐘
を
金
属
回
収
令
の
対
象
か

ら
外
す
べ
く
、
府
内
の
寺
院
な
ど
に

あ
る
１
，
２
０
０
口
余
の
梵
鐘
を
調

査
し
、
泉
佐
野
市
の
妙
浄
寺
を
は
じ

▶
池
田
谷
久
吉 

写
真
（
個
人
蔵
）

　

10
月
14
日
㈯
よ
り
、
歴
史
館
い
ず

み
さ
の
秋
季
企
画
展
「
泉
佐
野
の
建

築
家
―
池
田
谷
久
吉
と
そ
の
生
涯

―
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴

い
、
今
回
か
ら
数
回
に
分
け
て
企
画

展
に
関
連
す
る
情
報
や
「
池
田
谷
久

吉
」に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

第
１
回
目
と
な
る
今
回
は
、「
池
田

谷
久
吉
の
経
歴
」
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　

明
治
30
（
１
８
９
７
）
年
４
月
13

日
に
大
阪
府
泉
南
郡
佐
野
町
に
誕

生
し
、
同
44
（
１
９
１
１
）
年
に
は

佐
野
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
泉
佐
野

市
立
第
一
小
学
校
）
を
卒
業
し
ま

す
。
実
家
は
タ
オ
ル
の
製
造
や
販
売

を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、
家
業
を
継

ぐ
こ
と
は
な
く
建
築
家
を
志
し
、
大

正
２
（
１
９
１
３
）
年
に
市
立
大
阪

工
業
学
校
本
科
建
築
科
（
現
大
阪
市

立
都
島
工
業
高
校
）
に
入
学
し
、
中

等
建
築
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
卒
業

後
は
い
く
つ
か
の
会
社
に
就
職
し
、

大
正
９
（
１
９
２
０
）
年
12
月
か
ら

は
大
阪
府
警
察
部
に
勤
め
、
大
正
11

（
１
９
２
２
）
年
に
は
大
阪
府
建
築

監
督
官
補
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
、「
都
市
計
画
法
」
や
「
市

街
地
建
築
物
法
」
に
基
づ
き
、
建
築

◀日根荘大木の里コスモス園

「日本遺産」に追加認定された「葛城修験 － 里人とともに守り
伝える修験道はじまりの地」のストーリーを構成する泉佐野市の
文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

日根荘大木の農村風景



◆子育て支援課・健康推進課◆子育て支援課・健康推進課
（☎463-1212 Fax464-9314）（☎463-1212 Fax464-9314）

◆子どもフリーダイヤル（◆子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）0120-510-783）

泉
州
南
部
初
期
急
病
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
６
０
４
０
） 

診
療
科
目
：
小
児
科
・
内
科　
受
付
：
●
木
曜
日
（
小
児
科
の
み
）
…
午
後
７
時
30
分
〜
10
時
30
分 

●
土
曜
日
…
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分 

●
日
曜
日
、
祝
・
休
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分 

令和6年度 保育園・認定こども園（保育）等児童入園受付

市こどもの居場所づくり事業
こども食堂

　みんなと一緒にご飯を食べたり、宿題をしたり、安
らぎを感じられるようなこどもの居場所を提供します。
また、月に一度「農業体験」を実施しています！土に
触れたり、食べ物を育てたり、採れた作物の試食をす
るなどの体験ができます。ぜひ参加してください。
【うちカフェ】
日時　毎週月・水・金曜日 午後3時～7時
【農業体験】
日時　10月14日㈯ 午後1時～3時
内容　春玉ねぎの植付けとさつまいもの収穫
持ち物　水筒、軍手、帽子、マスク
場所　うちカフェ（市場東2丁目2-22）

いずれも
申込・問合先　NPO法人 サードプレイス（上田 ☎090
-6238-2345 eメール：info@the3rdplace.jp）

児童手当を振り込みます
　令和5年6月～9月分の児童手当を10月10日㈫に振り
込みますので、指定口座の確認をお願いします。
　転入、出生などで新たに手当の受給資格が生じた場
合は、事由が発生した月内または翌日から15日以内に、
できるだけ早く手当の認定請求をしてください。申請
日の翌月分からの支給となります。
問合先　子育て支援課
※公務員は勤務先に問い合わせてください。

毎月19日は「食育の日」
　泉佐野市の郷土食を伝えていきましょう。
問合先　健康推進課

対象　保護者のいずれもが働いている、または
病気などの理由で、家庭で保育できない市内在
住の0～5歳児（平成30年4月2日以降に生まれ
た就学前児童）
※スマイルピース保育学園は、小規模保育事業
となり、0～2歳児（令和3年4月2日以降に生ま
れた就学前児童）が対象
募集人数　若干名
申込用紙の配付日時・場所　10月2日㈪～
●各園…平日は午前10時～午後4時
　　　　土曜日は午前10時～正午
※土曜日は事前に電話をかけてからお越しください。
●子育て支援課…平日の午前9時～午後5時
申込　表の受付日の午前10時～午後2時に各園へ
※受付時に簡単な面接を行いますので児童同伴
で来てください。各施設の受付日に申込できない
場合は、11月11日㈯・12日㈰ 午前10時～午後
2時に、市役所で受付します。
問合先　子育て支援課

※11月11日㈯・12日㈰の市役所（全体受付）は大変混雑しますので、できるだけ第1希望園への申込をお願い
します。清和、泉ヶ丘、ルーテル、杉の子、上之郷、あおい、なかよし、すえひろ、つばさ、鶴原、こだまの各
園は予約制となっていますので、必ず予約の上、申込をお願いします。

【各園での受付】
受 付 日 名　称 所 在 地 電話番号
10月21日㈯ なかよしこども園 中庄831-5 464-5010

24日㈫ 上之郷こども園 上之郷1651-1 467-0793
25日㈬ ひかりこども園 南中樫井422 465-1447
26日㈭ 泉ヶ丘こども園 鶴原935-3 463-0041
27日㈮ 下瓦屋こども園 上瓦屋610-1 463-3359

28日㈯ こども園杉の子 鶴原1757 464-0379
ひねのこども園 日根野7277 468-0345

30日㈪ こだまこども園 羽倉崎4丁目2-32 464-2598
31日㈫ こども園つばさ 笠松1丁目2-18 463-3713

11月1日㈬ ルーテルこども園 湊3丁目13-11 463-1436
2日㈭ さくらこども園 旭町4-6 462-2913
3日㈷ すえひろこども園 東羽倉崎町9-14 466-0300
4日㈯ あおいこども園 長滝4067 464-3466
6日㈪ のぞみこども園 上瓦屋583-1 468-8005
7日㈫ 清和こども園 高松東1丁目10-16 462-0972

8日㈬ スマイルピース保育学園
下瓦屋2丁目2-77
いこらも～る泉佐野1階 461-0720

9日㈭ 鶴原保育園 鶴原1033 463-0065
10日㈮ はるかこども園 長滝1028 468-8170
11日㈯ 市役所

（全体受付） 市場東1丁目1-1 463-121212日㈰

【注意】
●今年度に待機登録していて、来年度の入園を希
望する場合も再度申込が必要です。
●年度途中（令和6年5月～令和7年3月）の入園を
希望する場合も、表の日程で申込をしてください。
●転園希望者は、希望する園への新規申込となります。
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報報情情てて育育子子

乳児の結核予防接種（BCG）
日時  10月19日㈭ 午前9時30分～11時
場所　健診センター
対象　令和4年10月20日～令和5年5月20日生まれの乳児
持ち物　予診票、母子健康手帳（忘れると接種できま
せん）
問合先　健康推進課

スタートの頃からの
離乳食講習会（予約制）

　簡単に美味しく出来る離乳食の基本を紹介します。
離乳食の話や講師の作った離乳食の試食、交流会を行
います。
日時　10月26日㈭ 午後1時～3時
場所　次世代育成地域交流センター　
定員　9組（先着順）
持ち物　母子健康手帳
申込・問合先　健康推進課
※「3回食の頃から」の次回は11月実施予定

お食事会（予約制）
～離乳食がうまく進まないと悩んでいる人への教室～
　自分の子どもの食事を持参し、みんなで食事しなが
ら、食事について困っている事への対応策を考えます。
日時　10月18日㈬ 午前10時30分～11時30分
場所　健診センター
対象　1歳6ヵ月までの子どもと保護者
定員　5組（先着順）
持ち物　子どもがいつも食べている食事、スプーンな
どの食具、お茶、母子健康手帳、食事に必要な物など
申込・問合先　健康推進課
※会場では電子レンジのみ用意しています。食事会後
個別相談もできます。

出張保育
　在園児や保育教諭と一緒に公園で遊びませんか。
日時　毎月第1月曜日（祝・休日除く）午前10時～11時
※天候などにより中止する場合あり
場所　湊公園（ルーテルこども園の海側）
対象　0～3歳
問合先　ルーテルこども園（湊3丁目13-11 ☎463-1436）
※申込不要、参加無料

ファミリー教室（予約制）
【妊娠編】
　妊娠中の過ごし方、出産の準備、妊娠中の食事、妊
婦体験（パートナーの人）などを行います。
日時　11月30日㈭ 午後1時30分～3時15分

【育児編】
　赤ちゃんを迎える家族のために、助産師による話や
赤ちゃんのお風呂の入れ方の実習をします。
開催日　11月12日㈰
時間　●午後1時～2時30分
　　　●午後2時30分～4時

いずれも
場所　健診センター
定員　15組（先着順）
持ち物　母子健康手帳、飲料水、タオル、筆記用具
申込・問合先　開催前日（平日）までに電話で健康推
進課へ
※受講無料

 ファミサポ交流会 楽しいイベント
ハロウィン ～ Trick or Treat ～

　カレン先生と一緒に、「ハロウィン」を楽しみません
か？お話とダンスの後は、「Trick or Treat」。訪問する
家に見立てた部屋を2ヵ所回って、お菓子をもらおう！
※ファミサポ会員でない人も、参加できます。当日入
会可
日時　10月28日㈯ 午前10時～正午（開演：10時30分）
対象　市内在住・在勤の親子
定員　15組（先着順）
講師　塩田カレンさん（アメリカ出身・英語教師）
参加費　子ども1人につき300円　
※ファミサポ会員でない人は、子ども1人につき500円
場所・申込・問合先　10月2日㈪～25日㈬の午前9時
～午後7時に電話でいずみさのファミリー・サポート・
センター （上田 ☎090-6238-2345）へ
※お菓子については、「アレルギー」の配慮はしていま
せんので十分注意してください。
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視
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イ
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タ
ー
プ
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い
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わ
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だ
さ
い
。

【佐野・長南・日根野公民館 図書室】
 毎週月曜日、10日㈫、26日㈭は休館
 利用時間　午前9時30分～午後5時
 佐野公民館 図書室 ☎463-6035
 長南公民館 図書室 ☎465-1101
 日根野公民館 図書室 ☎468-0808 
【北部公民館図書室 ☎469-5171】
 毎週日曜日、7日㈯、9日㈷、26日㈭は休館
 利用時間　午前9時30分～午後5時
【佐野まちライブラリー ☎447-7088】
 2日㈪、10日㈫、16日㈪、23日㈪、26日㈭、30日㈪は休館
 開館時間　午前9時30分～午後5時

【レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館】
 2日㈪、10日㈫、16日㈪、23日㈪、26日㈭、30日㈪は休館
 開館時間　午前9時30分～午後7時（日曜・祝日は午後5時まで）
 ☎469-7130 Fax469-7131

市立図書館

移動図書館 ルリビタキ巡回表
ステーション名 10月 11月 曜日 時 間（午 後） ステーション名 10月 11月 曜日 時 間（午 後）

末広小学校体育館前 18日 8日
29日

水

1時00分～2時00分 第一小学校正門 6日
27日 24日

金

1時00分～1時50分

長南小学校南門 18日 8日
29日 2時20分～3時10分 府営鶴原中央住宅集会所 6日

27日 24日 2時20分～3時20分

上大木河原織布前 18日 8日
29日 3時40分～4時10分 上瓦屋児童公園 6日

27日 24日 3時40分～4時30分

第三小学校体育館横 11日 1日
22日 1時00分～2時00分 大木小学校運動場前 13日 10日 1時10分～2時10分

第二小学校正面玄関 11日 1日
22日 2時20分～3時20分 府営長滝住宅集会所 13日 10日 2時40分～3時10分

佐野台小学校東門 4日
25日 15日 1時00分～2時00分 府営佐野台住宅一斉清掃

ゴミ置き場前
7日
28日 18日

土

1時00分～1時45分
中央小学校

グリーンベルト
4日
25日 15日 2時30分～3時30分 府営泉ヶ丘住宅集会所 7日

28日 18日 2時00分～2時45分

上之郷小学校青門 12日 9日

木

1時10分～2時10分 新家町会館 7日
28日 18日 3時00分～3時30分

安松町会館 12日 9日 2時30分～3時00分 貝田町会館 7日
28日 18日 3時40分～4時10分

北中小学校運動場
※雨天時は黄門 5日 2日

16日 1時00分～2時00分 樫井西町若宮神社境内 14日 4日
25日 1時15分～1時45分

西出町会館 5日 2日
16日 2時30分～3時00分 府営羽倉崎住宅

中央集会所 14日 4日
25日 2時00分～3時00分

府営鶴原北住宅集会所 5日 2日
16日 3時30分～4時00分 湊町会館 14日 4日

25日 3時30分～4時10分

日新小学校南門 20日 17日

金

1時10分～2時10分 羽倉崎実行組合集会所
駐車場 21日 11日 1時20分～2時00分

野々地蔵町内会館 20日 17日 2時30分～3時10分 いこらも～る泉佐野
平面駐車場やよい軒前 21日 11日 2時20分～3時50分

土丸長生会館 20日 17日 3時30分～4時00分 ※交通事情・天候などにより、遅れたり予定を変更したりす
る場合があります。

新着図書案内
【一般書】▶完黙の女（前川　裕）▶ぼっけもん（谷
津矢車）▶治験島（岡田秀文）
【児童書】▶すもうのずかん（オゼキ　イサム）▶ス
テイホーム（木地雅映子）
※上記以外の新着図書については、問い合わせてく
ださい。

「いずみさの電子図書館」体験会
　市立図書館には、お持ちのスマートフォン・タブレッ
ト・パソコンで読むことができる「いずみさの電子図
書館」があります。操作も簡単なので、ぜひ電子図書
館の便利な機能を体験してください。
日時　10月15日㈰ 午後1時～4時
場所　いこらも～る泉佐野
持ち物　貸出カード、スマートフォンまたはタブレッ
ト、パソコン
※電子図書館は、泉佐野市立図書館の貸出カードをお
持ちでないと利用できません。体験コーナーでは、新
規に貸出カードを発行することも可能です。（運転免
許証・健康保険証など住所確認のできる証明書が必要）
無料アクセスできるWi-Fi環境あり

おはなし会
　絵本の読み聞かせ、手
遊びなどをします。
日時　
10月18日㈬、11月1日㈬
午前11時～11時30分

日曜・祝日おはなし会
～科学のおはなし～

　絵本の読み聞かせや紙芝居
などを行います。おはなし会
に来たことがない人も大歓
迎！気軽に参加してください。
日時　10月15日㈰ 午後2時
～3時（開場：午後1時45分）
定員　30人（先着順）
出演　紙ひこうき、泉佐野子
どもの本の会
いずれも
場所・問合先　レイクアルスタープラザ・カワサキ
中央図書館（☎469-7130）
※申込不要、参加無料

北部公民館図書室開館時間の変更
　10月21日㈯はセンター祭りのため、午前9時30分～
午後3時の開館となります。
問合先　北部公民館図書室（☎469-5171）
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【受付時間】
●レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、佐野・長南・日根野公民館
火～日曜日（祝・休日除く） 午前9時～午後5時
●いずみさの女性センター　火～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時15分
●北部市民交流センター本館、北部公民館　月～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後8時
●南部市民交流センター本館　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●南部市民交流センター青少年センター　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
火～日曜日（毎月最終木曜日除く）午前9時～午後5時
●J:COM末広体育館（市民総合体育館）　
火～日曜日（祝日除く。日・月曜日が祝日の場合、火曜日は受付不可） 午前9時～午後5時15分

※祝日の開館状況は各施設に問い合わせてください。
　また、身体の障害などにより、配慮が必要な場合は申込時にお知らせください。
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タ
コ
せ
ん
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
わ

ら
び
餅
な
ど
の
模
擬
店
、
三
線
の
演
奏

や
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の
発
表
、
作
品

展
示
、
小
物
作
り
な
ど
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
、
豪
華
景
品
が
当
た
る
大
抽
選
会

な
ど
、
み
ん
な
で
楽
し
め
る
催
し
が
た

く
さ
ん
。
今
年
は
第
三
中
学
校
の
吹
奏

楽
部
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
ま
す
。

日
時　

10
月
21
日

㈯ 

午
前
10
時
〜
午

後
１
時

共
催　
（
公
社
）
泉

佐
野
市
人
権
協
会

※
申
込
不
要

■
今
か
ら
取
り
組
も
う
！
防
災
講
座

　

地
震
や
台
風
・
大
雨
な
ど
、
災
害
へ

の
備
え
は
重
要
で
す
。「
日
々
の
備
え
」

か
ら
、
家
族
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
を
３
回
に
分
け
て
紹
介
し

ま
す
。

開
催
日
・
内
容

●
11
月
２
日
㈭
・
備
え
て
安
心
！
住
宅

非
難
の
ス
ス
メ
！

●
11
月
９
日
㈭
・
災
害
に
備
え
る
「
防

災
脳
」
を
活
性
化
！

●
11
月
16
日
㈭
・
予
測
で
き
な
い
地
震

に
備
え
る
！
も
し
も
の
と
き
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

※
全
３
回
（
１
回
の
み
の
参
加
も
可
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

園
田
文
子
さ
ん
（
明
治
安
田
生

命
チ
ー
フ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
）

申
込　

10
月
６
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
10
月
26
日
㈭

ま
で　

※
受
講
無
料

■
Ｃ
言
語
を
使
っ
て

本
格
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験

　

フ
リ
ー
ソ
フ
ト
の
「EasyID

EC

」

を
用
い
て
テ
キ
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基

礎
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
18
日
㈯

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
１
時

対
象　

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
ら
れ

る
小
学
５
・
６
年
生

※
保
護
者
同
伴
可

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

小
寺
翔
太
さ
ん
（
大
阪
府
立
佐

野
工
科
高
等
学
校 

教
諭
）

申
込　

10
月
11
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
11
月
11
日
㈯

ま
で　

※
受
講
無
料

■
私
た
ち
が
で
き
るSD

G
s

！

廃
油
で
つ
く
る
キ
ッ
チ
ン
ソ
ー
プ

　

廃
油
を
使
っ
た
環
境
に
も
お
肌
に
も

優
し
く
、
油
汚
れ
に
強
い
キ
ッ
チ
ン

ソ
ー
プ
で
す
。
使
い
や
す
い
容
器
に
入

れ
て
３
５
０
ｇ
を
２
個
作
り
ま
す
。

日
時　

11
月
６
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

■
手
作
り
の
お
味
噌
で
お
正
月

〜
失
敗
し
な
い
白
み
そ
づ
く
り
〜

　

麹
作
り
や
大
豆
ペ
ー
ス
ト
な
ど
の
面

倒
な
作
業
は
す
べ
て
お
ま
か
せ
で
、
簡

単
で
失
敗
し
な
い
お
味
噌
を
作
り
ま
す
。

お
正
月
に
は
食
べ
ご
ろ
に
な
り
ま
す
。

日
時　

10
月
31
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

講
師　

あ
ぐ
り
酵
房

受
講
料　

２
０
０
円

材
料
費　

１
㎏
１
，
１
５
０
円　

※
１
人
３
㎏
ま
で

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
手
袋
（
必
要
な
人
）、
持
ち
帰
り

用
袋
ま
た
は
味
噌
を
入
れ
る
容
器

申
込　

10
月
６
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
23
日
㈪
ま
で

■
人
生
１
０
０
年
時
代
を
生
き
抜
く
た

め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ノ
ー
ト
活
用
術

　

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
長
生
き
す
る

た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ノ
ー
ト
（
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
）
の
活
用
術
を
お
伝

え
し
ま
す
。
意
外
と
知
ら
な
い
泉
佐
野

市
で
受
け
ら
れ
る
様
々
な
制
度
な
ど
も

お
話
し
ま
す
。

日
時　

10
月
23
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

渡
邉
有
子
さ
ん
（
女
性
の
お
金

の
専
門
家
）

受
講
料　

２
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込　

10
月
５
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
17
日
㈫
ま
で

講
師　

横
山
美
佐
さ
ん
（
生
活
の
木
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
ギ
ル
ド
認
定
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
ソ
ー
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

受
講
料　

１
，
２
０
０
円
（
材
料
費
含

む
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
目
を
保
護
す
る

た
め
の
眼
鏡
ま
た
は
ゴ
ー
グ
ル
、
持
ち

帰
り
用
袋

申
込　

10
月
10
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
30
日
㈪
ま
で



文
化
・
教
養

健　

康

相　

談

歴　

史

福　

祉

そ
の
他

佐
野
公
民
館☎

４
６
３・
６
１
８
１

Fax
４
６
９・
２
２
４
３

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

※各施設の受付時間は、29ページをご覧ください。

■
伝
え
た
い
日
本
の
手
仕
事

心
が
醸
す
無
添
加
の
白
味
噌
作
り

　

作
る
楽
し
み
！
待
つ
楽
し
み
！
世
界

に
ひ
と
つ
の
お
味
噌
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
７
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

今
口
早
織
さ
ん

（
発
酵Labo

つ
な
ぐ
主
宰
）

材
料
費　

1.5
㎏
１
，
５
０
０
円

■
昭
和
レ
ト
ロ
な

モ
チ
ー
フ
つ
な
ぎ
の
巾
着
バ
ッ
グ

　

か
ぎ
針
編
み
で
、
ど
こ
か
懐
か
し
さ

の
あ
る
可
愛
い
バ
ッ
グ
を
編
み
ま
し
ょ

う
。

日
時　

11
月
11
日
㈯
・
18
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午
（
全
２
回
）

対
象　

16
歳
以
上
で
か
ぎ
針
編
み
の
経

験
の
あ
る
人

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

林　

浩
子
さ
ん

（
佐
野
公
民
館
登
録
ク
ラ
ブ
代
表
）

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

持
ち
物　

か
ぎ
針
５
/
０
号
、と
じ
針
、

は
さ
み
、
も
の
さ
し

申
込　

10
月
11
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
26
日
㈭
ま
で

■
手
打
ち
う
ど
ん
体
験
講
座

　

自
分
で
生
地
か
ら
美
味
し
い
手
打
ち

う
ど
ん
を
作
り
、
お
刺
身
風
（
わ
さ
び

醤
油
）
と
温
か
い
う
ど
ん
を
楽
し
み
ま

す
。

日
時　

10
月
24
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

笹
田　

智
さ
ん

材
料
費　

６
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭

き
用
タ
オ
ル
、
ふ
き
ん
、
手
提
げ
袋
、

筆
記
用
具

申
込　

10
月
５
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
17
日
㈫
ま
で

※
原
材
料
に
小
麦
、
ナ
ッ
ツ
類
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

■
季
節
を
感
じ
る
料
理
講
座

　

き
の
こ
た
っ
ぷ
り
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
４
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

メ
ニ
ュ
ー　

き
の
こ
た
っ
ぷ
り
ハ
ヤ
シ

ラ
イ
ス
、
キ
ャ
ベ
ツ
と
ジ
ャ
コ
の
コ
ー

ル
ス
ロ
ー
、
明
太
子
え
の
き
、
オ
レ
ン

ジ
ゼ
リ
ー

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

奥
野
文
子
さ
ん

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、ふ
き
ん
３
枚（
台

ふ
き
１
枚
、食
器
ふ
き
２
枚
）、三
角
巾
、

筆
記
用
具

申
込　

10
月
６
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
27
日
㈮
ま
で

長
南
公
民
館

☎
４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

■
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

　

ほ
の
か
に
感
じ
る
ア
ロ
マ
の
香
り
、

静
か
に
揺
ら
め
く
オ
レ
ン
ジ
の
灯
、
疲

れ
た
心
も
癒
さ
れ
て
い
く
。
イ
ン
テ
リ

ア
と
し
て
も
役
立
て
て
、
お
し
ゃ
れ
な

空
間
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
４
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

中
学
生
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

石
崎
よ
し
み
さ
ん
（JA

M
H
A

認
定
ハ
ー
バ
ル
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

材
料
費　

８
０
０
円

持
ち
物　

は
さ
み

申
込　

10
月
11
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
27
日
㈮
ま
で

■
季
節
の
発
酵
食
料
理
講
座

「
糀
＆
根
菜
パ
ワ
ー
の
潤
い
美
肌
ご
は
ん
」

〜
秋
色
の
自
然
美
に
思
い
を
馳
せ
て
〜

　

人
に
も
環
境
に
も
優
し
い
メ
ニ
ュ
ー

で
す
。
食
卓
を
囲
む
、
あ
っ
た
か
チ
キ

ン
鍋
で
、
体
の
内
か
ら
心
も
お
肌
も
潤

い
美
人
を
目
指
し
ま
す
。

日
時　

10
月
21
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

根
菜
ご
は
ん
、
潤
い
巾
着

と
発
酵
タ
ン
ド
リ
ー
チ
キ
ン
鍋
、
青
菜

の
ふ
わ
と
ろ
煮
び
た
し
、
塩
糀
豆
腐
ク

リ
ー
ム
と
柿
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仕
立
て

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

奥
野
博
美
さ
ん
（
い
な
ほ
醸
し

人
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
マ
ス
ク

申
込　

10
月
６
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
17

日
㈫
ま
で

■
干
支
（
辰
）
の
土
鈴
絵
付
体
験
講
座

　

縁
起
物
の
干
支
（
辰
）
の
土
鈴
を
可

愛
く
絵
付
け
し
て
、
五
福
を
招
こ
う
！

日
時　

11
月
14
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

福
島
恵
子
さ
ん
（
長
南
公
民
館

登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

小
筆
、
油
性
ペ
ン
（
細
字
）、

筆
記
用
具
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

申
込　

10
月
12
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
８
日
㈬
ま
で

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
ふ
き

ん
、
三
角
巾
、
２
ℓ
の
味
噌
が
入
る
持

ち
帰
り
用
容
器

申
込　

10
月
13
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
31
日
㈫
ま
で

30広報いずみさの 2023.10
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レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

中
央
図
書
館☎

４
６
９・
７
１
３
０

Fax
４
６
９・
７
１
３
１

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

青
少
年
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
６
・
１
７
４
５

Fax
４
６
６
・
１
７
７
９

　

い
ず
れ
も
申
込
は
電
話
で
専
用
電

話
番
号
（
☎
４
４
９
・
４
７
６
０
）
へ

■
陶
芸
で
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
型
ラ
ン

タ
ン
を
作
ろ
う
！

　

キ
ラ
キ
ラ
こ
ぼ
れ
る
光
が
美
し
い
！

ク
リ
ス
マ
ス
型
の
ラ
ン
タ
ン
を
作
り
ま

す
。

日
時　

11
月
４
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

ら
い
ふ
ら
い
ん
ぷ
ら
ざ
い
ず
み
さ
の

対
象　

小
・
中
学
生
、
保
護
者

※
子
ど
も
の
み
の
参
加
可
。
大
人
の
み

不
可

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

岩
橋
徳
治
さ
ん

材
料
費　

１
人
１
，
０
０
０
円

申
込　

10
月
11
日
㈬
以
降
に
電
話
で
。

材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
10
月

18
日
㈬
ま
で

■
ピ
ン
ポ
ン
マ
ム
を
使
っ
た
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　

ピ
ン
ポ
ン
マ
ム
を
使
っ
て
か
わ
い
い

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作

り
ま
す
。

日
時　

10
月
21
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
３
時

場
所

ら
い
ふ
ら
い
ん
ぷ
ら
ざ
い
ず
み
さ
の

対
象　

小
・
中
学
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

■
カ
レ
ン
先
生
の
英
語
で
お
は
な
し
会

　

０
歳
か
ら
楽
し
め
る
英
語
の
お
は
な

し
会
で
す
。
絵
本
や
手
遊
び
を
通
じ
て

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
英
語
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！ 

日
時　

10
月
11
日
㈬

　
　
　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

塩
田
カ
レ
ン
さ
ん
、
塩
田
和
明

さ
ん
（
カ
レ
ン
先
生
合
同
会
社
）

※
申
込
不
要
。
講
師
の
都
合
に
よ
り
日

■
本
の
お
く
り
も
の

　
「
い
つ
も
部
活
を
が
ん
ば
っ
て
い
る

君
へ
」「
大
好
き
な
あ
な
た
へ
」
な
ど
、

「
○
○
な
あ
な
た
」
に
お
く
り
た
い
本

を
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
が
選
び
ま
し
た
。

タ
イ
ト
ル
が
分
か
ら
な
い
よ
う
に
ブ
ッ

ク
カ
バ
ー
で
包
み
、
ど
ん
な
人
・
ど
ん

な
時
に
お
す
す
め
か
を
書
い
て
貸
出
し

ま
す
。
本
の
中
身
は
帰
っ
て
か
ら
の
お

楽
し
み
！
あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
の
一
冊

■
午
後
の
キ
ネ
マ

「
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
・
ベ
イ
ビ
ー
」

日
時　

10
月
14
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分
〜

（
開
場
：
午
後
１
時
15
分
）

上
映
時
間　

84
分

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料
。
毎
月
第
２

土
曜
日
に
一
般
向
け
映
画
の
上
映
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

■
Ｎ
Ｅ
Ｗ
料
理
教
室

「
韓
国
料
理
の
教
室
」　

〜
本
場
の
韓
国
料
理
を
〜

日
時　

11
月
６
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

タ
ッ
ト
リ
タ
ン
、チ
ヂ
ミ
、

〆
ご
は
ん

定
員　

13
人
（
先
着
順
）

講
師　

金　

愛
蘭
さ
ん

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具

申
込　

10
月
10
日
㈫
〜
30
日
㈪
に
本
人

が
電
話
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン

セ
ル
は
10
月
30
日
㈪
ま
で

■
パ
パ
・
マ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

「
今
日
は
ひ
と
手
間
か
け
て
」

〜
野
菜
も
た
ん
白
質
も
た
っ
ぷ
り
と
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

10
月
24
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

メ
ニ
ュ
ー　

ス
コ
ッ
チ
エ
ッ
グ
ソ

テ
ィ
ー
添
え
、
は
ん
ぺ
ん
の
和
風
サ
ラ

ダ
、
ク
レ
ー
ム
・
ド
・
エ
ピ
ナ
ー
ル
（
ほ

う
れ
ん
草
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
）、
ロ
ッ
ク

ケ
ー
キ

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

伊
崎
眞
弓
さ
ん
（
栄
養
士
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具

申
込　

10
月
10
日
㈫
〜
17
日
㈫
に
本
人

が
電
話
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン

■
オ
ー
ク
い
き
い
き
祭

　

今
年
度
は
、
飲
食
物
の
販
売
も
再
開

し
ま
す
。
老
若
男
女
問
わ
ず
楽
し
め
る

よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
時　

10
月
14
日
㈯ 

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

●
南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館

●
南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
体
育
分
館

主
催　

オ
ー
ク
い
き
い
き
祭
実
行
委
員

会※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

セ
ル
は
10
月
17
日
㈫
ま
で

※
内
容
は
予
告
な
く
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
土
曜
子
ど
も
シ
ア
タ
ー

「
忍
た
ま
乱
太
郎
の
宇
宙
大
冒
険w

ith

コ
ズ
ミ
ッ
ク
フ
ロ
ン
ト
☆N

EXT 

太

陽
系
の
段
◆
月
の
段 

」

日
時　

10
月
21
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

（
開
場
：
午
後
１
時
45
分
）

上
映
時
間　

50
分

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料
。
隔
月
第
３

土
曜
日
に
子
ど
も
向
け
「
映
画
会
」
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

本
語
の
お
は
な
し
会
を
行
な
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。

に
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

期
間　

10
月
27
日
㈮
〜
11
月
５
日
㈰

※
な
く
な
り
次
第
終
了

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
中
央
図
書
館
、
佐
野
公
民
館

図
書
室
、
長
南
公
民
館
図
書
室
、
北
部

公
民
館
図
書
室
、
日
根
野
公
民
館
図
書

室内
容　

一
般
向
け
、
児
童
向
け

※
先
着
順
。
１
人
１
冊
ま
で

受
講
料　

６
０
０
円

申
込　

10
月
10
日
㈫
以
降
に
電
話
で
。

受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
10
月

18
日
㈬
ま
で

健　

康

相　

談

歴　

史

福　

祉

そ
の
他

広報いずみさの 2023.1031



文
化
・
教
養

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

※各施設の受付時間は、29ページをご覧ください。

■
プ
ラ
レ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
in
レ
イ
ク
ア

ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
中
央
図

書
館

  

会
場
内
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
で
、
プ
ラ

レ
ー
ル
を
自
由
に
レ
イ
ア
ウ
ト
。
20
分

間
お
貸
し
す
る
プ
ラ
レ
ー
ル
を
使
っ

て
、
自
由
に
車
両
を
走
ら
せ
て
み
よ

う
！
そ
の
他
に
も
、
Ｎ
ゲ
ー
ジ
運
転
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム
「
電
車
で

Ｇ
Ｏ
」、
プ
ラ
レ
ー
ル
の
大
型
ジ
オ
ラ

マ
展
示
も
行
い
ま
す
。

　

会
場
内
に
プ
ラ
レ
ー
ル
、
鉄
道
に
関

連
す
る
本
の
特
設
展
示
を
行
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
は
、
図
書
資
料

（
本
）
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　

10
月
29
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

定
員　

66
組
（
先
着
順
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。
車
両
は
１

家
族
に
１
車
両
編
成
と
な
り
、
20
分
間

の
入
替
制
と
な
り
ま
す
。
当
日
は
、
入

場
整
理
券
を
発
行
し
ま
す
。

生
涯
学
習
課

☎
４
６
９・
７
１
３
２

Fax
４
６
９・
７
１
３
３

■
第
47
回 

秋
の
プ
レ
イ
パ
ー
ク

　

子
ど
も
た
ち
の「
や
っ
て
み
た
い
！
」

を
満
た
し
て
く
れ
る
自
然
が
い
っ
ぱ
い

の
広
い
公
園
で
、
の
び
の
び
と
外
遊
び

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　

子
ど
も
が
「
自
分
の
責
任
で
自
由
に

遊
ぶ
」
あ
そ
び
場
作
り
を
目
指
し
て
い

■
手
作
り
お
菓
子
講
座

　

今
回
は
モ
ン
ブ
ラ
ン
を
作
り
ま
す
。

日
時　

10
月
28
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん

材
料
費　

１
，
２
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角

巾
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り
用
容
器

申
込　

10
月
11
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月
24
日
㈫
ま
で

■
楽
し
く
美
味
し
い
パ
ン
づ
く
り
講
座

〜
ス
ウ
ィ
ー
ト
ポ
テ
ト
デ
ニ
ッ
シ
ュ
を

作
ろ
う
！
〜

日
時　

11
月
９
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

講
師　

池
田
由
加
さ
ん

　
　
　
　
　
（JH
BS

認
定
教
師
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角

巾
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

10
月
14
日
㈯
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月

２
日
㈭
ま

で

日
根
野
公
民
館☎

４
５
０・
３
９
０
０

Fax
４
６
８・
０
０
１
１

■
「
絵
手
紙
」
体
験
講
座

〜
絵
の
あ
る
手
紙
を
書
く
〜

　

絵
の
あ
る
手
書
き
の
手
紙
を
、
家
族

や
友
人
に
送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

11
月
10
日
㈮
・
17
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午
（
全
２
回
）

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

野
口
博
美
さ
ん

（
日
本
絵
手
紙
協
会
公
認
講
師
）

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

新
聞
紙
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ

申
込　

10
月
13
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

■
ハ
ー
ブ
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
リ
ー
ス
作
り

　

い
ろ
い
ろ
な
ハ
ー
ブ
の
活
用
法
を
お

伝
え
し
ま
す
。
今
回
は
、
さ
わ
や
か
な

香
り
の
中
で
リ
ー
ス
を
作
っ
て
お
部
屋

の
ア
ク
セ
ン
ト
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

11
月
16
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

石
崎
よ
し
み
さ
ん　

（A
EA
J

認
定
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
は
さ
み

申
込　

10
月
17
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
10
日
㈮
ま
で

■
読
み
聞
か
せ
と
秋
の
カ
ン
タ
ン
工
作

〜
落
ち
葉
で

ハ
リ
ネ
ズ
ミ
を
作
っ
て
み
よ
う
〜

　

絵
本
読
み
聞
か
せ
の
あ
と
に
、
折
り

紙
の
落
ち
葉
で
絵
本
に
出
て
き
た
ハ
リ

ネ
ズ
ミ
を
作
り
ま
す
。

開
催
日　

10
月
20
日
㈮

時
間

●
午
前
10
時
〜
10
時
45
分

●
午
前
11
時
〜
11
時
45
分

対
象　

未
就
学
児
と
保
護
者

定
員　

各
３
組
（
先
着
順
）

申
込　

10
月
６
日
㈮
以
降
に
直
接
ま
た

佐
野
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

☎
４
４
７
・
７
０
８
８

■
癒
さ
れ
w
e
e
k

時
間

①
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

③
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

太
田
知
佳
子
さ
ん

（
ア
ト
リ
エ
フ
ル
ー
ル
）

受
講
料　

各
２
，
８
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物　

は
さ
み
、
持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

開
催
日
の
3
日
前
ま
で
に

開
催
日

（
10
月
）

講 

座 

名 

①
17
日
㈫
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ジ
メ
ン
ト

②
17
日
㈫
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー

③
21
日
㈯
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

ま
す
！ 

運
営
ス
タ
ッ
フ
も
随
時
募
集

中
で
す
。

日
時　

11
月
４
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所　

壇
波
羅
公
園
（
大
細
利
池
横
）

内
容　

竹
馬
、
コ
マ
ま
わ
し
、
シ
ャ
ボ

ン
玉
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
遊
び
、
木
工
遊
び
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
鬼
ご
っ
こ
、
ま
ま
ご

と
な
ど

持
ち
物　

飲
料
水
、
タ
オ
ル
、
着
替
え

主
催　

泉
佐
野

子
育
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
三
輪
車

※
申
込
不
要
、

参
加
無
料

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
２
日
㈭
ま
で

は
電
話
で

※
参
加
無
料
。
定
員
に
空
き
が
あ
れ
ば

当
日
参
加
も
可

（
一
財
）
泉
佐
野
み
ど
り
推
進
機
構

り
ん
く
う
中
央
公
園

☎
４
６
９・
３
３
３
２

健　

康

相　

談

歴　

史
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他
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文
化
・
教
養

※各施設の受付時間は、29ページをご覧ください。

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
７
１
２
０

Fax
４
６
９・
７
１
２
１

■
林　

英
世
ひ
と
り
語
り　

〜
声
が
描
く
小
説

耳
か
ら
広
が
る
ド
ラ
マ
を
味
わ
う
〜

　

泉
州
出
身
の
舞
台
女
優
が
小
説
の
世

界
観
に
グ
ッ
と
引
き
込
み
ま
す
。
読
書

と
は
違
っ
た
物
語
の
味
わ
い
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
29
日
㈰ 

午
後
１
時
30
分

〜
２
時
35
分
（
開
場
：
午
後
１
時
）

対
象　

６
歳
以
上

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

出
演　

林　

英
世
さ
ん
（
俳
優
）

演
目　

山
本
周
五
郎
「
あ
だ
こ
」

チ
ケ
ッ
ト
代　

５
０
０
円

※
10
月
１
日
㈰
以
降
に
レ
イ
ク
ア
ル
ス

タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
販
売

■
編
み
物
講
座

「
ぽ
こ
ぽ
こ
ル
ー
ム
シ
ュ
ー
ズ
」

　

今
年
の
ア
パ
レ
ル
ト
レ
ン
ド
の
ポ
コ

ポ
コ
を
ル
ー
ム
シ
ュ
ー
ズ
に
！
ソ
ー
ル

部
分
は
室
内
履
き
用
フ
ェ
ル
ト
底
を
使

い
ま
す
。
色
は
ブ
ラ
ウ
ン
・
グ
レ
ー
・

モ
ス
グ
リ
ー
ン
の
３
色
か
ら
材
料
費
納

入
時
に
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

■
心
惹
か
れ
る曼

荼
羅
ア
ー
ト
体
験
講
座

〜
糸
掛
け
曼
荼
羅
を
作
り
ま
し
ょ
う
〜

　

木
製
の
台
に
ピ
ン
（
釘
）
を
打
ち
、

そ
の
ピ
ン
に
あ
る
規
則
性
を
元
に
糸
を

か
け
て
い
く
と
曼
荼
羅
模
様
が
出
来
あ

が
り
ま
す
。
集
中
し
て
一
定
の
リ
ズ

ム
で
作
る
た
め
、
作
り
終
え
る
と
頭
が

ス
ッ
キ
リ
し
、
心
に
落
ち
着
き
を
も
た

ら
す
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
サ
イ
ズ
は
30
㎝
四
方
、
糸
12
色

日
時　

10
月
26
日
㈭
、
11
月
２
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
正
午
（
全
２
回
）

対
象　

両
日
と
も
参
加
出
来
る
人

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

道
井
依
里
さ
ん

（
ト
ー
タ
ル
カ
ラ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

材
料
費　

１
，
８
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
眼
鏡
（
必
要
な

人
）
、
持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

10
月
６
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
10
月

19
日
㈭
ま

で

■
音
楽
体
験
講
座

「
生
演
奏
＆
合
奏
を
楽
し
も
う
！
」

　

笛
の
仲
間
に
も
い
ろ
ん
な
楽
器
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
知
り
、

違
い
を
生
か
す
こ
と
で
音
楽
が
よ
り
面

白
く
な
る
、
解
説
付
き
の
木
管
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
演
奏
会
。
お
手
持
ち
の
リ
コ
ー

ダ
ー
や
ピ
ア
ニ
カ
で
合
奏
体
験
に
も
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
19
日
㈰ 

午
後
１
時
〜
２
時

対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
３
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
で
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

髙
橋
政
照
さ
ん

（
近
畿
大
阪
高
等
学
校
教
諭
）

協
力　

ル
ノ
ン
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

登
録
ク
ラ
ブ
）

持
ち
物　

合
奏
希
望
者
は
ソ
プ
ラ
ノ
リ

コ
ー
ダ
ー
ま
た
は
ピ
ア
ニ
カ

申
込　

10
月
12
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で　

※
受
講
無
料

■
今
か
ら
取
り
組
も
う
！
防
災
講
座

「
備
え
て
安
心
！
在
宅
避
難
の
ス
ス
メ
」

　

地
震
や
台
風
・
大
雨
な
ど
、
災
害
へ

の
備
え
は
重
要
で
す
。「
日
々
の
備
え
」

か
ら
、
家
族
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
び
ま
す
。
こ
の

講
座
で
は
今
注
目
さ
れ
て
い
る
在
宅
避

難
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

日
時　

11
月
14
日
㈫ 

午
後
１
時
〜
３
時

内
容

●
避
難
所
生
活
の
課
題
と
適
切
な
避
難

日
時　

11
月
８
日
㈬
・
22
日
㈬ 

午
後

１
時
〜
３
時
30
分
（
全
２
回
）

対
象　

編
み
物
に
少
し
心
得
が
あ
る
人

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

山
下
初
子
さ
ん

（
ア
ト
リ
エH
atsu

主
宰
）

材
料
費　

１
，
２
０
０
円
（
か
ぎ
針
の

購
入
希
望
者
は
別
途
４
０
０
円
）

持
ち
物　

か
ぎ
針
10

 

/
０
号
、
と
じ
針

（
あ
れ
ば
）、
筆
記
用
具

申
込　

10
月
５
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
１
日
㈬
ま
で

先
の
選
び
方
を
学
ぶ

●
在
宅
避
難
の
特
徴
と
、
在
宅
避
難
が

可
能
と
な
る
条
件
を
知
る

●
在
宅
避
難
の
た
め
に
備
え
て
お
き
た

い
防
災
グ
ッ
ズ
を
紹
介

定
員　

24
人
（
先
着
順
）

講
師　

園
田
文
子
さ
ん
（
明
治
安
田
生

命
保
険
相
互
会
社 

堺
支
社 

チ
ー
フ
・

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
）

申
込　

10
月
13
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
若
干
名
・

先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

ク
ラ
ブ
員
募
集

「
ヨ
ー
ガ 

あ
む
り
た
」

　

１
日
の
終
わ
り
に
、
体
の
歪
み
を

整
え
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

毎
週
木
曜
日　

　
　
　

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

※
見
学
・
体
験
可
。
活
動
時
間
に
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

各
種
文
化
・
教
養

■
弓
振
窯
陶
芸
教
室
生
徒
作
品　

「
第
35
回 

土
窯
会
展
」

　

日
根
野
の
弓
振
窯
（
ゆ
ぶ
り
が
ま
）

で
作
陶
を
続
け
る
土
窯
会
（
ど
よ
う
か

い
）
の
会
員
作
品
展
で
す
。
伝
統
・
オ

ブ
ジ
ェ
・
民
芸
調
な
ど
の
様
々
な
手
法

を
凝
ら
し
た
作
品
群
で
す
。
こ
の
１
年

間
の
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
27
日
㈮
〜
29
日
㈰ 

午
前

10
時
〜
午
後
４
時
（
29
日
は
午
後
３
時

ま
で
）

場
所　

重
要
文
化
財 

中
家
住
宅
（
熊

取
町
）

問
合
先　

弓
振
窯

（ 

古
谷 

☎
４
６
７
・
０
０
４
３
）

健　

康

相　

談

歴　

史

福　

祉

そ
の
他

広報いずみさの 2023.1033



文
化
・
教
養

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

※各施設の受付時間は、29ページをご覧ください。

健　

康

■
第
６
回 

全
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
将
棋

最
強
戦
I
Ｎ
泉
佐
野

　

今
年
も
泉
佐
野
で
全
国
規
模
の
ア
マ

チ
ュ
ア
将
棋
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

来
年
２
月
４
日
㈰

■
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
サ
イ
エ
ン
ス
・
キ
ャ
ン
パ
ス

「
ス
ラ
イ
ム
を
つ
く
ろ
う
」

　

親
子
で
楽
し
く
学
ぶ
理
科
実
験
教
室

で
す
。
身
近
な
も
の
で
化
学
を
楽
し
く

学
び
な
が
ら
、
材
料
を
混
ぜ
て
ス
ラ
イ

ム
を
作
り
ま
す
。

日
時　

11
月
５
日
㈰ 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

対
象　

小
学
生
と
保
護
者

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

講
師　

大
阪
公
立
大
学 

理
系
女
子
大

学
院
生
チ
ー
ム
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｓ（
ア
イ
リ
ス
）

材
料
費　

１
個
６
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具

共
催　

大
阪
公
立
大
学
女
性
研
究
者
支

援
室

申
込
・
問
合
先　

10
月
12
日
㈭
以
降
に

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
い
ず
み
さ
の
女
性
セ

ン
タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
９
・
７
１
２
５
）

へ
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は

10
月
31
日
㈫
ま
で

※
一
時
保
育
（
若
干
名
・
３
ヵ
月
〜
就

学
前
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館
・

北
部
公
民
館☎

４
６
４・
５
７
２
５

Fax
４
６
９・
２
２
８
４

■
美
魔
女
＆
フ
ィ
ッ
ト
講
座

〜
「
美
」
は
細
胞
レ
ベ
ル
か
ら

極
め
る
！
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　
「
美
」
は
１
日
だ
け
で
は
作
ら
れ
な

い
！
毎
日
の
積
み
重
ね
が
体
の
中
か
ら

綺
麗
を
作
り
出
し
ま
す
。
５
年
後
、
10

年
後
の
自
分
を
さ
ら
に
輝
か
せ
ま
し
ょ

う
！

日
時　

11
月
10
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

槇
田
沙
織
さ
ん

（
ウ
ェ
ル
ネ
ス
コ
ー
チ
）

受
講
料　

２
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

申
込　

10
月
10
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
11
月
７
日
㈫
ま
で

■
日
常
に
色
を
と
り
入
れ
て
元
気
に
！

「
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
講
座
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
と
は
、
植
物
に

入
っ
て
い
る
栄
養
素
で
す
が
「
野
菜
の

色
」
と
深
い
関
係
性
が
あ
り
ま
す
。
身

体
の
抗
酸
化
力
・
免
疫
力
ア
ッ
プ
な
ど

に
つ
な
が
り
、
健
康
維
持
・
改
善
に
役

立
つ
「
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
」
を
家
庭

で
手
軽
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
方
法
と

「
色
」
が
心
身
に
与
え
る
影
響
を
学
び

ま
す
。

日
時　

10
月
27
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森
ホ
ー
ル

参
加
費

●
一
般
の
部
…
２
，
０
０
０
円

※
泉
佐
野
市
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
は

１
，
５
０
０
円

●
小
・
中
学
生
の
部
…
５
０
０
円

対
象　

ア
マ
チ
ュ
ア
の
人

主
催　

泉
佐
野
市
、
泉
佐
野
市
教
育
委

員
会

後
援　
（
公
社
）
日
本
将
棋
連
盟

共
催
・
申
込
・
問
合
先　

９
月
30
日
㈯

〜
12
月
22
日
㈮
に
（
一
財
）
泉
佐
野
市

文
化
振
興
財
団
（
☎
４
６
９
・
７
１
０

１ 
Fax
４
６
９
・
７
１
１
１
）
へ

相　

談

■
10
月
16
日
㈪
〜
22
日
㈰

行
政
相
談
週
間

　

総
務
大
臣
委
嘱
の
行
政
相
談
委
員
が

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
毎
日
の

暮
ら
し
の
中
、
国
・
府
・
市
町
の
仕
事

な
ど
で
、「
困
っ
た
」「
納
得
で
き
な
い
」

「
も
っ
と
く
わ
し
く
知
り
た
い
」
な
ど

相
談
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
16
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

（
受
付
：
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

場
所　

市
役
所
３
階
３
０
２
会
議
室

問
合
先　

人
権
推
進
課

※
申
込
不
要
、
相
談
無
料　

■
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
無
料
相
談
会

　

不
動
産
に
関
す
る
悩
み
・
問
い
合
わ

せ
が
あ
る
と
き
は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
14
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
午

後
４
時（
受
付
：
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

場
所　

国
際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー

（
ビ
ッ
グ
・
ア
イ
）
１
階 

中
研
修
室
３

（
堺
市
南
区
茶
山
台
１
丁
目
８
番
１
号
・

泉
北
高
速
鉄
道
「
泉
ヶ
丘
」
駅
よ
り
徒

歩
約
３
分
）

問
合
先　
（
公
社
）
大
阪
府
不
動
産
鑑

定
士
協
会
（
☎
06
・
６
５
８
６・
６
５
５

４
）

※
申
込
不
要

■
遺
産
分
割
調
停
制
度
説
明
会

「
ご
存
じ
で
す
か
？
遺
産
分
割
調
停
」

〜
裁
判
官
が
お
話
し
し
ま
す
〜

　

Z
oom

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

で
す
。

■
行
政
書
士
無
料
相
談
会

日
時　

10
月
14
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
り
ん
く
う
泉
南

２
階 

イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
泉
南
市
り
ん

く
う
南
浜
３
番
12
号
）

相
談
内
容　

相
続
手
続
、遺
言
書
作
成
、

許
認
可
業
務
、
任
意
後
見
、
農
地
・
生

産
緑
地
に
関
す
る
事
、
交
通
事
故
保
険

請
求
、
協
議
離
婚
な
ど

問
合
先　

大
阪
府
行
政
書
士
会 

泉
州

支
部
（
☎
４
５
７
・
９
１
８
６
）

※
予
約
優
先

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

道
井
依
里
さ
ん

（
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

受
講
料　

３
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込　

10
月
５
日
㈭
以
降
に
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。
受

講
料
の
納
入
・

キ
ャ
ン
セ
ル
は

10
月
24
日
㈫
ま

で

日
時　

10
月
31
日
㈫

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分（
予
定
）

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　

10
月
10
日
㈫
〜
24
日

㈫
に
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、

質
問
事
項
（
任
意
）、
件
名
「
法
の
日
週

間
行
事
申
込
」
を
記
入
し
、
e
メ
ー
ル

で
大
阪
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
広

報
係
（
☎
06
・
６
９
４
３
・
５
６
９
２ 

e
メ
ー
ル
：fc.oos.koho@

w
m
.co

urts.jp

）
へ

※
参
加
無
料

健　

康

相　

談

歴　

史

福　

祉

そ
の
他
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文
化
・
教
養

健　

康
（
つ
づ
き
）

■
健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室

「
腸
骨
筋
活
性
化
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

腸
骨
筋
の
働
き
を
理
解
し
意
識
し

て
、し
っ
か
り
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
月
30
日
㈪ 

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

お
お
む
ね
50
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

堀
田
笑
子
さ
ん

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、
飲

料
水
、
室
内
用
紐
靴

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

申
込　

10
月
10
日
㈫
〜
23
日
㈪
に
本
人

が
電
話
で

※
受
講
無
料

■
Ｎ
Ｅ
Ｗ
体
操
教
室

「
リ
ズ
ム
体
操
で

心
も
身
体
も
い
き
い
き
と
！
」

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

音
楽
に
乗
っ
て
、
楽
し
く
体
操
し
ま

し
ょ
う
！

日
時　

10
月
25
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

講
師　

辰
森
泉
美
さ
ん

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、
飲

料
水
、
室
内
用
紐
靴

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

申
込　

10
月
10
日
㈫
〜
18
日
㈬
に
本
人

が
電
話
で

※
受
講
無
料

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

※各施設の受付時間は、29ページをご覧ください。

各
種
健
康

■
姿
勢
特
化
型
リ
ハ
ビ
リ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
健
康
寿
命
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

「
介
護
予
防
」
講
演
会

〜
い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
け
る
か

ら
だ
づ
く
り
〜

開
催
日
・
場
所

●
10
月
11
日
㈬
・
長
南
公
民
館

●
10
月
18
日
㈬
・
南
部
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
本
館

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

（
受
付
：
午
後
１
時
15
分
〜
）

内
容

●
足
圧
バ
ラ
ン
ス
測
定

●
介
護
予
防
の
お
話
…
い
つ
ま
で
も
自

分
の
足
で
歩
く
た
め
に
、
ど
う
す
れ
ば

良
い
の
か

●
健
康
寿
命
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
歩
行
訓

練
）
体
験

対
象　

市
内
の
介
護
保
険
被
保
険
者
の

人
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
や
ス
テ
ッ
キ
を
使

用
し
て
い
る
人
、腰
痛
で
お
悩
み
の
人
、

人
工
関
節
の
人
、
歩
行
に
不
安
の
あ
る

人
、
介
護
予
防
に
興
味
の
あ
る
人
な
ど

（
医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
な

■
地
域
健
康
教
室

「
い
つ
ま
で
も
若
く

健
康
で
い
る
た
め
に
！
」

〜
65
歳
か
ら
の
マ
ル
得
健
康
法

若
さ
を
保
つ
秘
訣
を
お
伝
え
し
ま
す
！
〜

(
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象)

　

泉
佐
野
浴
場
組
合
の
協
力
に
よ
り
、

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
話
な
ど
、
1

回
30
分
程
度
の
地
域
健
康
教
室
を
実
施

し
ま
す
。
教
室
終
了
後
に
は
無
料
で
入

浴
も
で
き
ま
す
（
入
浴
は
任
意
で
す
）。

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
・
定
員
（
先
着
順
）

●
10
月
５
日
㈭ 

女
性
：
午
後
2
時
30

分
〜
、
男
性
：
午
後
3
時
10
分
〜
・
羽

倉
崎
温
泉
（
東
羽
倉
崎
町
6
番
10
号
）・

各
10
人　

●
10
月
12
日
㈭ 

午
後
2
時
10
分
〜
・

な
ご
み
湯
（
笠
松
1
丁
目
3
番
23
号
）・

14
人　

※
受
付
は
い
ず
れ
も
10
分
前

内
容　
「
簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
」
〜

し
な
や
か
な
カ
ラ
ダ
で
若
々
し
く
！
〜

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
と
家
族

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

※
参
加
無
料

■
市
民
の
為
の
文
化
講
演
会

日
時　

10
月
14
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

ス
タ
ー
ゲ
イ
ト
ホ
テ
ル
関
西
エ

ア
ポ
ー
ト 

５
階 

ク
リ
ス
タ
ル
の
間

内
容
・
講
師　
「
医
療
の
、
過
去
、
現
在
、

未
来
」
堀　

信
一
さ
ん
（
医
学
博
士
）

定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

共
催　

不
二
製
油
㈱
、（
医
）
龍
志
会

Ｉ
Ｇ
Ｔ
ク
リ
ニ
ッ
ク

問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

り
ん
く
う
メ

デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ
（
リ
メ
ッ
プ
）（
☎
４

７
３
・
５
５
１
０
）

※
申
込
不
要
、参
加
無
料
。ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.rim
ep.or.jp

）

か
ら
も
問
い
合
わ
せ
可

健
康
推
進
課

☎
４
６
３・
１
２
１
２

Fax
４
６
４・
９
３
１
４

■
特
定
健
診
結
果
の
見
方
を

お
伝
え
し
ま
す
（
予
約
制
）

「
医
師
か
ら
学
ぼ
う
！
健
診
結
果
（
血

液
デ
ー
タ
等
）
の
見
方
!!
」 

〜
誰
で
も
で
き
る
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
を

お
届
け
し
ま
す
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

健
康
診
断
を
受
け
た
け
ど
、
検
査
結

果
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
…
。
何
に
注

意
す
れ
ば
い
い
の
か
？
そ
ん
な
疑
問
に

医
師
が
お
答
え
し
ま
す
。

日
時　

11
月
16
日
㈭ 

午
後
１
時
30
分

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

〜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
！
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

10
月
23
日
㈪

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

※
雨
天
時
は
健
診
セ
ン
タ
ー
で
内
容
を

変
更
し
て
実
施

集
合
場
所　

檀
波
羅
公
園
（「
松
風
台

西
」
交
差
点
西
側
）
内
の
広
場

コ
ー
ス　

大
細
利
池
周
回
コ
ー
ス

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

※
服
装
・
靴
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

協
力　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
員

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

〜
３
時
30
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

講
師　

中
西
喬
尚
さ
ん

（
泉
佐
野
泉
南
医
師
会 

医
師
）

持
ち
物　

健
康
診
査
の
結
果
、
健
康
マ

イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
）

申
込　

10
月
10
日
㈫
以
降
に
電
話
で

※
受
講
無
料

い
人
）

定
員　

各
25
人
（
先
着
順
）

講
師　

健
康
寿
命
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
イ

ス
タ
ー

申
込　

平
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

に
電
話
で
（
一
社
）
健
康
寿
命
世
界
一

（
☎
06
・
６
７
４
８
・
０
２
１
５ 

Fax
　

06

・
６
７
４
８
・
０
２
１
６
）
へ

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

※
参
加
無
料
。
靴
下
を
脱
い
で
裸
足
に
な

れ
る
よ
う
に
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

健　

康

相　

談

歴　

史

福　

祉

そ
の
他

広報いずみさの 2023.1035



文
化
・
教
養

※各施設の受付時間は、29ページをご覧ください。

■
大
人
の
初
め
て
の
ゆ
る
ヨ
ガ

　

子
育
て
や
お
仕
事
で
カ
チ
カ
チ
の
カ

ラ
ダ
と
心
を
ほ
ぐ
し
ま
せ
ん
か
？

日
時　

11
月
17
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
象　

ヨ
ガ
に
興
味
が
あ
る
人
、
体
が
か

た
い
人
、
心
と
カ
ラ
ダ
を
整
え
た
い
人

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

井
上
照
子
さ
ん
（
こ
ど
も
ヨ
ー

ガ
准
専
門
士
）

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ

オ
ル
、
飲
料
水

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

11
月
４
日
㈯ 

午
前
９
時
30
分
以
降
に
電
話
で
レ
イ
ク

ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
中
央

図
書
館
（
☎
４
６
９
・
７
１
３
０
）
へ

※
参
加
無
料

健　

康
（
つ
づ
き
）

■
ズ
ン
バ
で
楽
し
く
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
！

〜
有
酸
素
運
動
で

脂
肪
燃
焼
効
果
も
期
待
！
〜

　

ラ
テ
ン
系
の
音
楽
と
ダ
ン
ス
を
融
合

さ
せ
て
創
作
さ
れ
た
ダ
ン
ス
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
あ
る「
ズ
ン
バ
」

を
体
感
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

10
月
20
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

一
筆
順
子
さ
ん

（Z
U
M
BA
 

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

持
ち
物　

運
動
用
上
履
き
、
タ
オ
ル
、

飲
料
水

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

10
月
７
日
㈯

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
根
野
公
民

館
（
☎
４
５
０
・
３
９
０
０ 

Fax
４
６

８
・
０
０
１
１
）
へ　

※
受
講
無
料

■
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
ヨ
ガ
講
座

　

身
体
全
体
の
細
胞
の
入
れ
替
え
を
目

指
す
ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ガ
で
す
。
顔
の
む

く
み
の
改
善
や
透
明
感
ア
ッ
プ
・
美
肌

効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

日
時　

10
月
28
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

講
師　

大
谷
暁
子
さ
ん
（
ジ
ャ
パ
ン
ヨ

ガ
カ
レ
ッ
ジ
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、飲
料
水
、ヨ
ガ
マ
ッ

ト
ま
た
は
大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

10
月
７
日
㈯

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
長
南
公
民
館

（
☎
４
６
５
・
０
７
８
６ 

Fax
４
６
５
・
１

１
０
３
）
へ
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
10
月
25

日
㈬
ま
で

※
受
講
無
料

福　

祉

■
認
知
症
カ
フ
ェ

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ 

つ
む
ぐ
】

開
催
日　

10
月
８
日
㈰

■
サ
ロ
ン
・
ド
・
ル
リ
エ

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
ル
リ
エ
」

で
は
コ
ー
ヒ
ー
、
お
茶
、
お
菓
子
で
、

■
社
協
法
人
化
55
周
年
福
祉
大
会

　

地
域
福
祉
活
動
に
功
績
の
あ
る
個

人
、
団
体
へ
の
表
彰
状
お
よ
び
感
謝
状

の
贈
呈
を
行
な
う
と
と
も
に
、
地
域
福

祉
活
動
へ
の
よ
り
一
層
の
理
解
を
広
げ

る
こ
と
を
目
的
に
福
祉
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

10
月
21
日
㈯ 

午
後
１
時
〜
４
時

（
受
付
：
午
後
０
時
30
分
〜
）

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

小
ホ
ー
ル

内
容

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
…
番
匠
谷
紗
衣
さ
ん

●
Ⅰ
部
…
記
念
式
典

●
Ⅱ
部
…
記
念
講
演
「
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
の
力
で
バ
リ
ア
ク
ラ
ッ
シ
ュ
」

（
一
社
）
手
話
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

発
信
団oioi

問
合
先　

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９ 

Fax
４
６
２・
５

４
０
０ 

e
メ
ー
ル
：info@

izum
isa

noshakyo.or.jp

）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
、
手
話
通
訳

あ
り
、
記
念
品
あ
り
（
先
着
順
）

■
子
育
て
支
援
講
座
75

パ
テ
ィ
シ
エ
・
ウ
ィ
ズ
の
「
ど
れ
も
美

味
し
い
！　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ク
ッ
キ
ー
」

日
時　

10
月
22
日
㈰ 

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

日
根
野
公
民
館

メ
ニ
ュ
ー　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ク
ッ
キ
ー

対
象　

４
歳
以
上
の
子
ど
も
と
保
護
者

定
員　

５
組
（
先
着
順
）

講
師　

西　

道
子
さ
ん

材
料
費　

１
組
１
，
２
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ク
ッ

キ
ー
を
入
れ
る
ケ
ー
ス

申
込
・
問
合
先　

10
月
４
日
㈬ 

午
前

９
時
以
降
に
電
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ウ
ィ

ズ
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６

６
・
１
９
６
３
）
へ

※
申
込
は
１
人
１
組
。
一
時
保
育
希
望

者
は
申
込
時
に

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人
は

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
25
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
先　

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
４
６
４
・
２
２
５
９
）

※
申
込
不
要
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
開
館
時
間
は
平
日 

午
前
９
時

〜
午
後
５
時
で
す
。
初
め
て
の
人
は
事

前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

時
間
・
内
容

●
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
…
ミ
ニ

ら
い
と
モ
ル
ッ
ク
体
験
・
練
習
会

●
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
…

カ
フ
ェ
タ
イ
ム
＆
福
祉
よ
ろ
ず
相
談

(

秘
密
厳
守)

●
午
後
０
時
30
分
〜
１
時
…
ジ
ャ
ズ
や

童
謡
な
ど
の
生
演
奏(

休
演
の
場
合
有
）

場
所
・
問
合
先　

オ
レ
ン
ジ
ホ
ー
ル

（
羽
倉
崎
３
丁
目
10
番
32
号 

☎
４
７
７

・
８
０
５
９
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
（
ど
の
時
間

で
も
参
加
可
）。
車
椅
子
可

【
よ
り
み
ち
カ
フ
ェ
】

　

暮
ら
し
の
な
か
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た

悩
み
ご
と
は
、
誰
に
で
も
あ
る
も
の
で

す
。
こ
こ
は
医
療
・
福
祉
の
プ
ロ
た
ち

が
集
う
場
で
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

10
月
19
日
㈭ 

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

場
所　

コ
ー
プ
泉
佐
野
店
２
階
集
会
所

参
加
費　

１
０
０
円

問
合
先　

奥
村
（
☎
０
７
０
・
２
３
１

２・
２
５
２
５
） 　

※
申
込
不
要

メ
ン
バ
ー
と
交
流
し
、
障
害
理
解
と
ル

リ
エ
の
活
動
を
理
解
し
て
頂
く
時
間
を

作
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時　

10
月
13
日
㈮
、
11
月
10
日
㈮
、

12
月
８
日
㈮ 

午
後
２
時
〜
４
時

施
設
協
力
金　

１
０
０
円

問
合
先　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

ル
リ
エ

（
☎
０
５
０
・
１
５
５
９
・
０
５
３
１
）

健　

康

相　

談

歴　

史

福　

祉

そ
の
他

36広報いずみさの 2023.10



文
化
・
教
養

福　

祉
（
つ
づ
き
）

■
愛
の
献
血

　

献
血
車
が
来
ま
す
。ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

日
時　

10
月
26
日
㈭ 
午
前
10
時
〜
午

後
０
時
、
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

泉
佐
野
市
役
所

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

■
精
神
保
健
人
権
市
民
講
座

「
人
権
を
軸
に
す
る

精
神
保
健
の
新
し
い
常
識
」

　

世
界
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
デ
ー
（
10
月

10
日
）
に
際
し
「
精
神
保
健
の
国
際
基

準
（
国
連
障
害
者
権
利
委
員
会
勧
告
な

ど
）」
と
「
日
本
の
精
神
保
健
制
度
の

課
題
」
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

10
月
28
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師　

森
島
重
雄
（
当
会
幹
事
）
ほ
か

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　

泉
佐
野
市
こ
こ
ろ
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
考
え
る
会
（
森
島 

☎
・
Fax
４
５
３・６
３
２
６ 

e
メ
ー
ル
：

suberihiyu6@
gm
ail.com

）

※
受
講
無
料

■
「
心
の
病
気
」
の
方
を
家
族
に
も
つ
、

家
族
の
為
の
集
い

　

家
族
の
悩
み
や
不
安
を
同
じ
家
族
同

士
で
話
し
、
心
の
重
荷
を
お
ろ
し
ま

し
ょ
う
。

日
時　

10
月
28
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

主
催　

泉
佐
野
・
熊
取
・
田
尻
・
精
神

障
が
い
者
家
族
会
「
三
枝
会
」

問
合
先　

三
枝
会
事
務
局
（
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
ル
リ
エ
内 

☎
０
５
０
・

１
５
５
９
・
０
５
３
１
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
わ
た
ぼ
う
し
子
育
て
講
座

「
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

　

親
子
で
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
身
体
を

使
っ
て
遊
び
ま
し
ょ
う
！

日
時　

11
月
13
日
㈪ 

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

講
師　

富
田
真
理
子
さ
ん

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

10
月
16
日
㈪

以
降
の
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
の
午
前

9
時
〜
午
後
4
時
に
直
接
ま
た
は
電
話

で
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
分
館
わ

た
ぼ
う
し
（
☎
・
Fax
４
４
７
・
６
２
２

３
）
へ　

※
受
講
無
料

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し
ん
ぼ

「
プ
レ
お
ひ
さ
ま
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
」

　

親
子
で
い
ろ
ん
な
遊
び
を
し
て
交
流

し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
15
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
シ
ニ
ア
向
け
・
初
心
者
向
け

ス
マ
ホ
講
座
（A

ndroid

コ
ー
ス
）

日
時　

11
月
15
日
㈬
、
12
月
20
日
㈬
、

来
年
１
月
17
日
㈬
、
２
月
21
日
㈬ 

午

後
１
時
30
分
〜
３
時
（
全
４
回
）

場
所　

コ
ー
プ
泉
佐
野 

２
階
集
会
所

内
容　

基
本
操
作
、
ア
プ
リ
の
入
れ

方
、
地
図
ア
プ
リ
、
カ
メ
ラ
ア
プ
リ

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
ス
マ

ホ
を
お
持
ち
の
全
回
参
加
で
き
る
人

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　

11
月
２
日
㈭ 

午
前
10

時
以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
基
幹
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
さ
の
（
☎
４
６

４・
２
９
７
７ 
Fax
４
６
２・５
４
０
０
）
へ

※
受
講
無
料
。
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
な
ど
、
講
義
中
に
使
う
デ
ー
タ
通
信

料
は
各
自
の
負
担

■
第
27
回 

親
と
子
の

ふ
れ
あ
い
人
形
劇
の
つ
ど
い

日
時　

11
月
25
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
、

午
後
１
時
30
分
〜

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

レ
セ
プ
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル

歴　

史

泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館

（
旧
新
川
家
住
宅
）

☎
Fax
４
６
９・
５
６
７
３

■
新
川
家
教
室

●
フ
ル
ー
ト
教
室
…
10
月
５
日
㈭
・
19

日
㈭ 

午
後
１
時
〜

●
木
彫
教
室
…
10
月
13
日
㈮

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

●
仕
舞
・
謡
曲
教
室
…
10
月
17
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

申
込　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で

■
恒
例
朝
市

日
時　

10
月
21
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
ふ
ろ
し
き
手
づ
く
り
マ
ー
ケ
ッ
ト　

日
時　

10
月
21
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
■
秋
の
夢
画
夢
中
展

　

陶
芸
・
絵
画
・
仏
画
・
書
の
作
家
が

集
結
し
、
迫
力
抜
群
で
魅
力
あ
る
作
品

を
一
挙
に
展
示
し
ま
す
。　

日
時　

10
月
７
日
㈯
〜
18
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

展
示
作
家　

番
匠
谷　

武
さ
ん
（
陶

芸
）、
田
村　

茂
さ
ん
（
絵
画
）、
渡
里

幸
さ
ん
（
絵
画
）、松
本
京
子
さ
ん
（
仏

画
）、
越
谷　

晶
さ
ん
（
書
）、
磯
道
和

子
さ
ん
（
書
）

※
入
場
無
料

対
象　

お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て

い
な
い
２
歳
〜
就
学
前
の
親
子

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

前
日
ま
で
の

平
日 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
に
直
接

ま
た
は
電
話
で
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
く
し
ん
ぼ
（
☎
４
６
９
・
０
６
６
０

Fax
４
６
９
・
０
６
７
０
）
へ

※
参
加
無
料

内
容　

人
形
劇
・
紙
芝
居 

ほ
か

対
象　

市
内
在
住
の
就
学
前
の
子
ど
も

と
保
護
者

定
員　

各
１
０
０
人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

主
催　

泉
佐
野
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会 

子
育
て
部
会

申
込
・
問
合
先　

11
月
２
日
㈭
（
必
着
）

ま
で
に
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
郵
送
で
、
〒
５
９
８・０
０
０
２ 

泉
佐

野
市
中
庄
１
１
０
２
番
地 

社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
内 

泉
佐
野
市
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
（
☎
４
６
４・
２
２
５
９ 

Fax
４
６
２・５
４
０
０
）
へ

※
参
加
無
料
。
申
込
用
紙
は
、
９
月
中
旬

頃
よ
り
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
支

援
課
、
保
育
所
、
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ

ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

公
民
館
な
ど
に
設
置

健　

康

相　

談

歴　

史

福　

祉

そ
の
他
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文
化
・
教
養

※各施設の受付時間は、29ページをご覧ください。

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

歴
史
館
い
ず
み
さ
の

☎
４
６
９
・
７
１
４
０

Fax
４
６
９
・
７
１
４
１

■
れ
き
し
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

【
和
紙
で
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
ー
・
ラ
ン
タ

ン
を
つ
く
ろ
う
！
】

日
時　

10
月
21
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
３
時

■
歴
史
館
い
ず
み
さ
の
秋
季
企
画
展

「
泉
佐
野
の
建
築
家

ー
池
田
谷
久
吉
と
そ
の
生
涯
ー
」

【
展
示
会
】

日
時　

10
月
14
日
㈯
〜
12
月
24
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
毎
月
最
終
木

曜
日　

※
入
館
無
料

【
展
示
解
説
】

日
時　

10
月
21
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
〜
１
時
30
分

講
師　

橋
本
七
海
（
学
芸
員
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

【
関
連
講
座

「
建
築
家 

池
田
谷
久
吉
の
生
涯
」】

日
時　

11
月
４
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

講
師　

橋
本
七
海
（
学
芸
員
）

申
込　

10
月
６
日
㈮
以
降
に
直
接
ま
た

は
電
話
で　

※
受
講
無
料

■
古
文
書
講
座
（
入
門
編
）

日
時　

11
月
18
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
井　

萌
（
学
芸
員
）

申
込　

10
月
21
日
㈯
以
降
に
直
接
ま
た

は
電
話
で　

※
受
講
無
料

各
種
歴
史

■
市
制
75
周
年
記
念

「
第
11
回 

い
ず
み
さ
の
検
定
」

　

市
制
75
周
年
記
念
と
し
て
１
級
合
格

者
全
員
に
さ
の
ぽ
７
，
５
０
０
ポ
イ
ン

30
分

定
員　

20
人

（
先
着
順
）

申
込　

10
月

６
日
㈮
以
降

に
直
接
ま
た

は
電
話
で　

※
参
加
無
料

【
和
風
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
つ
く
ろ
う
！
】

日
時　

11
月
11
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

申
込　

10
月

21
日
㈯
以
降

に
直
接
ま
た

は
電
話
で

※
参
加
無
料

ト
進
呈
！
２
級
・
３
級
は
成
績
最
上
位

合
格
者
に
さ
の
ぽ
３
，
０
０
０
ポ
イ
ン

ト
を
進
呈
し
ま
す
。
そ
の
他
、
合
格
者

へ
の
特
典
も
あ
り
ま
す
。

開
催
日　

11
月
３
日
㈷

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

２
階 

大
・
中
・

小
会
議
室

受
付
期
間　

10
月
２
日
㈪
〜
20
日
㈮

検
定
料　

●
１
級
…
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　

●
２
・
３
級
…
５
０
０
円

※
当
日
は
お
釣
り
の
無
い
よ
う
に
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

申
込

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
場
合
…
必
須
事
項

を
入
力
し
、
検
定
料
を
試
験
当
日
に
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

●
郵
送
の
場
合
…
参
加
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
文
化
財
保
護
課

ま
で
郵
送
し
、
検
定
料
を
試
験
当
日
に

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

【
テ
キ
ス
ト
・
過
去
問
題
（
第
８
・
９
・

10
回
い
ず
み
さ
の
検
定
分
）
販
売
】

販
売
期
間　

10
月
20
日
㈮
ま
で

場
所　

●
文
化
財
保
護
課（
〒
５
９
８・０
０
５
６

泉
佐
野
市
元
町
４
番
５
号 

旧
朝
日
湯
内
）

●
ま
ち
の
活
性
課

（
上
町
３
丁
目
11
番
48
号
）

価
格　

●
テ
キ
ス
ト
…
５
０
０
円

●
過
去
問
題
…
第
８
・
９
・
10
回 

各
４
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
・
過
去
問
題
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
（
無
料
）

■
第
４
回 

関
西
北
前
船
研
究
交
流
セ

ミ
ナ
ー
「
北
前
船
が
繋
ぐ
、
泉
佐
野
市

と
に
か
ほ
市
」

　

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
る
「
荒

波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ
異

空
間
〜
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
〜
」

の
全
49
構
成
市
町
の
内
、
関
西
地
区
の

寄
港
地
で
あ
る
11
市
町
と
民
間
団
体
に

よ
り
構
成
さ
れ
た
実
行
委
員
会
に
よ
る

関
西
北
前
船
研
究
交
流
セ
ミ
ナ
ー
を
、

今
年
は
泉
佐
野
市
で
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
10
日
㈮ 

午
後
１
時
30
分

〜
５
時
（
予
定
）（
開
場
：
午
後
１
時
）

場
所　

ス
タ
ー
ゲ
イ
ト
ホ
テ
ル
関
西
エ

ア
ポ
ー
ト 

４
階 

鳳

内
容

●
基
調
講
演
：
上
村
雅
洋
さ
ん
（
和
歌

山
大
学
名
誉
教
授
）、
長
谷
川
成
一
さ

ん
（
弘
前
大
学
名
誉
教
授
）

●
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

主
催　

関
西
北
前
船
研
究
交
流
セ
ミ

ナ
ー
実
行
委
員
会

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

※
事
前
申
込
者
優
先

申
込
・
問
合
先　

11
月
６
日
㈪
ま
で
に

電
話
で
文
化
財
保
護
課
（
☎
４
４
７
・

６
７
６
６
）
へ

※
午
後
の
セ
ミ
ナ
ー
の
前
に
、
泉
佐
野

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

■
周
遊
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

「
泉
州
・
和
歌
山C

ycleRide２
０
２
３ 

」

〜
抽
選
で
泉
州
や
和
歌
山
県
の

特
産
品
が
当
た
る
！
〜

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
を

使
っ
て
泉
州
・
和
歌
山
を
巡
る
４
つ
の

コ
ー
ス
を
自
転
車
で
回
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を

利
用
し
て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
ま
す
。

開
催
日　

10
月
４
日
㈬
〜
来
年
１
月
３

日
㈬

問
合
先　

平
日 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

５
時
に
周
遊
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー「
泉
州
・

和
歌
山CycleRide

２
０
２
３
」事
務
局

（KIX

泉
州
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー 

☎
４
３
６
・
３
４
４
０ 

e
メ
ー
ル
：

kix-senshu@
kstb.jp

）
へ 

※
参
加
無
料
。
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

elcom
e-to-senshu.jp/event/8144

）

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▲ホーム
ページ

市
の
船
主
集
落
で
あ
る
「
佐
野
町
場
」

を
巡
る
デ
ジ
タ

ル
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

問
合
先　

文
化
財
保
護
課
（
☎
４
４
７

・
６
７
６
６
）

※
詳
し
く
は
、
い
ず
み
さ
の
検
定
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲ホーム
ページ

歴　

史
（
つ
づ
き
）

健　

康

相　

談

歴　

史

福　

祉

そ
の
他
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文
化
・
教
養

■
泉
佐
野
丘
陵
緑
地

「
秋
の
竹
細
工
教
室
」

〜
波
縁
六
つ
目
編
み
か
ご
を
作
ろ
う
！
〜

　

泉
佐
野
丘
陵
緑
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
」
は
公
園
の
豊
富
な

竹
を
利
用
し
て
、
竹
細
工
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
１
日
目
は
竹
か
ら
竹
ひ
ご

を
作
り
、
２
日
目
に
編
み
上
げ
ま
す
。

日
時　

10
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰ 

午
前

10
時
〜
午
後
３
時
（
全
２
回
）

※
雨
天
決
行

場
所　

泉
佐
野
丘
陵
緑
地

（
上
之
郷
90
番
地
）

※
無
料
駐
車
場
あ
り

対
象　

全
回
参
加
で
き
る
高
校
生
以
上

定
員　

８
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

作
業
用
ゴ
ム
手
袋
、
昼
食
、

飲
料
水

※
服
装
は
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
運
動
靴

で
。
刃
物
を
使
用
し
ま
す
。
パ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
内
に
自
動
販
売
機
あ
り

申
込
・
問
合
先　

10
月
６
日
㈮ 

正
午

ま
で
（
月
曜
日
除
く
）
の
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
に
電
話
で
泉
佐
野
丘
陵

緑
地
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
７
・

２
４
９
１
）
へ

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

izum
isano-kyuryo.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込

も
で
き
ま
す
。

■
第
18
回 （
公
社
）
日
本
鍼
灸
師
会

全
国
大
会 

in
近
畿

「
わ
が
街
、
は
り
・
き
ゅ
う
の
あ
る
暮

ら
し 

〜
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・
鍼
灸
〜
」

〜
は
り
・
き
ゅ
う
を
見
て
・

聞
い
て
・
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
！
〜

日
時

●
10
月
21
日
㈯ 

正
午
〜
午
後
５
時

■
泉
佐
野
市
内
に
居
住
す
る
外
国
人
の

た
め
の
〝
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
エ

ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
〞（
交
流
会
）

　

慣
れ
な
い
日
本
で
悩
み
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
国
際
交
流
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
か
、

福
祉
の
相
談
員
も
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
米
や
野
菜
な

ど
の
無
料
配
布
も
あ
り
ま
す
。

開
催
日　

10
月
14
日
㈯
、11
月
11
日
㈯
、

12
月
９
日
㈯

内
容
・
時
間

●
交
流
会
…
午
前
10
時
〜
10
時
30
分

●
食
料
配
布
…
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

※
10
時
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布

場
所　

ら
い
ふ
ら
い
ん
ぷ
ら
ざ
い
ず
み

さ
の

共
催　
（
一
財
）
泉
佐
野
電
力
、（
社
福
）

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人 

泉
佐
野
地
球
交
流
協
会

協
力　

北
中
マ
ル
シ
ェ

問
合
先　

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
４
６
４
・
２
９
７
７ 

e
メ
ー
ル
：

info@
izum

isanoshakyo.or.jp

）

※
詳
し
く
は
泉
佐
野
電
力
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（https://izum

isano-pps.
or.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
南
泉
州
リ
レ
ー
ウ
オ
ー
ク
10 

わ
が
町
の
魅
力
発
見

日
時　

10
月
22
日
㈰ 

午
前
10
時
〜
午

後
２
時
（
予
定
）

集
合
場
所　

南
海
・
JR
「
り
ん
く
う
タ

ウ
ン
」
駅

解
散
場
所　

南
海
「
泉
佐
野
」
駅　

 
コ
ー
ス　

集
合
↓
シ
ン
ボ
ル
緑
地
↓
関

空
連
絡
橋
↓
泉
佐
野
市
中
央
ポ
ン
プ
場

↓
関
空
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
↓
青
空
市
場

（
昼
食
、
見
学
、
買
い
物
）
↓
解
散
（
約

５
㎞
）

※
当
日
午
前
７
時
に
気
象
警
報
が
出
て

い
る
場
合
は
中
止

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
）

参
加
費　

３
０
０
円
（
小
学
生
以
下
１

０
０
円
、
傷
害
保
険
料
・
資
料
代
含
む
）

持
ち
物　

弁
当
（
任
意
・
外
食
可
）
飲

み
物
、
雨
具
、
敷
き
物

申
込
・
問
合
先　

10
月
15
日
㈰
ま
で
の

●
10
月
22
日
㈰ 

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所　

ス
タ
ー
ゲ
イ
ト
ホ
テ
ル
関
西
エ

ア
ポ
ー
ト
５
階　

内
容　

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
公
開
講

座
、
縁
日
（
金
魚
す
く
い
な
ど
）、
体

験
（
も
ぐ
さ
作
り
な
ど
）、
は
り
・
き
ゅ

う
に
関
す
る
展
示
な
ど

主
催　
（
公
社
）
日
本
鍼
灸
師
会

問
合
先　
（
公
社
）
日
本
鍼
灸
師
会
全
国

大
会
事
務
局
（
☎
06
・
６
３
５
１
・
４

８
０
３ 

Fax

 

06
・
６
３
５
１
・
４
８
５
５

e
メ
ー
ル
：info@

osaka-hari9.jp

）

※
申
込
不
要
、入
場
無
料
。場
合
に
よ
っ

て
は
入
場
制
限
あ
り

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
に
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
e
メ
ー
ル
で
泉
佐
野
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会
（
☎
４
５
８
・
３
９
０
１ 

Fax
４
１
５・１
４
２
７ 

e
メ
ー
ル
：san

onoeem
on@

rinku.zaq.ne.jp

）へ
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.iz

um
isano-kanvora.com

/

）
か
ら

申
込
も
で
き
ま
す
。

※
催
行
確
認
は
当
日
午
前
７
時
以
降
に

緊
急
連
絡
先
（
☎
０
８
０
・
３
８
４
９
・

３
９
０
１
）
へ

■
京
都
大
学
複
合
原
子
力
科
学
研
究
所

【
ア
ト
ム
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア

講
演
会
２
０
２
３
】

日
時　

10
月
28
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

京
都
大
学
複
合
原
子
力
科
学
研

究
所 

事
務
棟
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン

内
容
・
講
師　

●
「
放
射
線
の
利
用
最
前
線
」
〜
過
去

か
ら
未
来
へ
、細
胞
か
ら
宇
宙
ま
で
〜
・

白
川
芳
幸
さ
ん(

早
稲
田
大
学 

ナ
ノ
・

問
合
先　

京
都
大
学
複
合
原
子
力
科

学
研
究
所
総
務
掛
（
☎
４
５
１・
２
３

０
０ 

受
付
：
平
日 

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時 

e
メ
ー
ル
：asfk@

rri.ky
o to-u.ac.jp

）

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.rri.kyoto-u.ac.jp/public/
asf/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ラ
イ
フ
創
新
研
究
機
構 

客
員
教
授
）

●
「
微
弱
な
放
射
線
に
よ
る
そ
の
場
計

測
と
そ
れ
を
利
用
し
た
高
校
科
学
リ
テ

ラ
シ
ー
教
育
」・
中
村
秀
仁
さ
ん
（
京
都

大
学
複
合
原
子
力
科
学
研
究
所 

助
教
）    

対
象　

中
学
生
以
上

定
員
（
先
着
順
）

●
会
場
…
50
人

●
オ
ン
ラ
イ
ン
…
５
０
０
人

申
込　

左
記
の
期
間
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://sites.google.com

/
kyoto-u.ac.jp/asf/lecture

）
か
ら

●
会
場
…
10
月
６
日
㈮ 

午
前
10
時
〜

10
月
20
日
㈮ 

午
後
５
時　

●
オ
ン
ラ
イ
ン
…
10
月
６
日
㈮
〜
当
日

※
参
加
無
料

【
ア
ト
ム
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア

実
験
教
室
２
０
２
３
プ
ラ
ス
】

　

広
く
科
学
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
気
軽
に
科
学
と
ふ
れ
あ
え
る

場
と
し
て
、
種
々
の
実
験
・
体
験
コ
ー

ナ
ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
５
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

京
都
大
学
複
合
原
子
力
科
学
研

究
所  

事
務
棟

対
象　

中
学
生

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

申
込　

10
月
13
日
㈮ 

午
後
５
時
〜
10

月
20
日
㈮ 

午
後
５
時
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://sites.google.com

/
kyoto-u.ac.jp/asf/class

）
か
ら

※
参
加
無
料

そ
の
他
（
つ
づ
き
）

▲ホーム
ページ

健　

康

相　

談

歴　

史

福　

祉

そ
の
他

広報いずみさの 2023.1039



文
化
・
教
養

■
第
１
回 

上
之
郷
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り 

〜
日
本
遺
産 

衣
通
姫
ゆ
か
り
の
地

上
之
郷
を
盛
り
上
げ
よ
う
〜

　

館
内
で
は
、
各
教
室
の
発
表
会
（
太

極
拳
、
チ
ア
ダ
ン
ス
、
空
手
な
ど
）、

作
品
展
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。
屋
外
に
も
、
地
元
泉

佐
野
の
お
店
が
出
店
し
ま
す
。
ま
た
、

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
のBuru

さ
ん
も

来
館
予
定
で
す
。

日
時　

11
月
３
日
㈷

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
雨
天
決
行
、
荒
天
中
止

場
所
・
問
合
先　

上
之
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
７
９
・
５
６
０
５
）

※
車
で
お
越
し
の
人
は
上
之
郷
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ト
ロ
ピ
カ
ル
・
カ
ー
ニ
バ
ル
！

ワ
ン
ハ
ー
ツ
・

ス
チ
ー
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
想
造
舎
」

　

カ
リ
ブ
生
ま
れ
の
ド
ラ
ム
缶
で
つ

く
ら
れ
た
20
世
紀
最
後
の
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
楽
器「
ス
テ
ィ
ー
ル
・
パ
ン
」。

舞
台
い
っ
ぱ
い
に
溢
れ
る
カ
リ
ビ
ア
ン

サ
ウ
ン
ド
＆
中
南
米
の
ト
ロ
ピ
カ
ル

■
泉
州
「
恋
人
の
聖
地
」
を
巡
る

恋
旅
ツ
ア
ー

　

泉
州
地
域
の
恋
人
の
聖
地
（
貝
塚

市
：
水
間
寺
愛
染
堂
、
泉
佐
野
市
：
り

ん
く
う
公
園
、
泉
南
市
：
マ
ー
ブ
ル

ビ
ー
チ
）
を
巡
り
、「
か
い
づ
か
い
ぶ

き
ビ
レ
ッ
ジ
」
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
堪

能
す
る
婚
活
ツ
ア
ー
で
す
。

開
催
日　

11
月
19
日
㈰
・
20
日
㈪

対
象　

25
〜
39
歳
の
独
身
男
女
（
11
月

20
日
現
在
）

定
員　

男
性
各
20
人
、女
性
各
20
人（
先

着
順
）

参
加
費　

３
，
０
０
０
円

協
力　

貝
塚
市
、
泉
佐
野
市
、
泉
南
市

申
込　

11
月
10
日
㈮
ま
で
に
二
次
元

コ
ー
ド
ま
た
は
直
接
貝
塚
市
魅
力
づ
く

り
推
進
課
へ

問
合
先　

貝
塚
市
魅
力
づ
く
り
推
進
課

（
☎
４
３
３
・
７
０
６
６
）

■
世
界
各
国
の
若
者
と
お
し
ゃ
べ
り
し

よ
う
！
〜
い
ど
ば
た
サ
ロ
ン
in 

関
西

国
際
セ
ン
タ
ー
〜

　

日
本
語
研
修
の
た
め
来
日
し
て
い
る

20
〜
30
歳
代
の
外
国
の
人
た
ち
と
自
由

に
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
す
。
外
国

の
人
と
交
流
し
た
い
人
、
い
ろ
い
ろ
な

国
の
こ
と
を
知
り
た
い
人
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
で
も
気
軽

に
会
話
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

11
月
１
日
㈬ 

午
後
４
時
〜
５

時
30
分
（
受
付
：
午
後
３
時
45
分
〜
）

場
所　

国
際
交
流
基
金
関
西
国
際
セ
ン

タ
ー
（
田
尻
町
り
ん
く
う
ポ
ー
ト
北
３

番
14
号
）

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　

10
月
21
日
㈯
ま
で
の

火
〜
土
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

泉
佐
野
地
球
交
流
協

会
（ica

）（
☎
４
２
９・９
７
４
１ 

Fax
４

２
９・
９
７
４
２ 

e
メ
ー
ル
：ica

＠ic
a.gr.jp

）
へ

※
参
加
無
料
。
子
ど
も
同
伴
の
場
合
は

小
学
生
以
上
。
参
加
予
定
の
外
国
の
人

は
、英
語
ま
た
は
日
本
語
が
話
せ
ま
す
。

そ
の
他
（
つ
づ
き
）

■
第
18
回 

明
光
祭
「N

O
 BO
RD
ER

」

〜
縛
り
な
く
自
由
に
〜

日
時　

●
11
月
４
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
午
後
５

時
30
分

●
11
月
５
日
㈰ 

午
前
11
時
〜
午
後
６

時
30
分

※
模
擬
店
は
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所
・
問
合
先　

大
阪
観
光
大
学

（
☎
４
５
３
・
８
３
２
１
）

※
入
場
無
料

▲泉佐野おやこ劇
場ホームページ

■
大
阪
観
光
大
学 

文
化
交
流
祭

　

文
化
交
流
祭
は
、
大
阪
観
光
大
学
生

の
学
修
の
成
果
を
、
学
外
の
み
な
さ
ん

に
広
く
伝
え
る
機
会
と
し
て
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
住
民
の
み
な
さ
ん
を
対
象

に
「
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
持
つ
教
員
に

よ
る
ワ
イ
ン
講
座
」「
タ
ク
ヤ
仙
人
に

よ
る
ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
も
開

催
し
ま
す
。

開
催
日　

11
月
３
日
㈷

▲申込
フォーム

▲ Illustration : 
Buru

▲ホーム
ページ

場
所
・
問
合
先　

大
阪
観
光
大
学

（
☎
４
５
３
・
８
３
２
１
）

※
入
場
無
料
。
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く

は
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

ビ
ー
ト
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
か
ら
ク
ラ

シ
ッ
ク
、
昭
和
歌
謡
の
カ
バ
ー
ま
で
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

日
時　

11
月
19
日
㈰ 

午
後
３
時
〜

　
　
　
（
開
場
：
午
後
２
時
30
分
）

場
所　

エ
ブ
ノ
泉
の
森 

小
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
価
格　

１
，
５
０
０
円

※
中
学
生
以
下
１
，
０
０
０
円
、
３
歳

未
満
無
料
（
席
が
必
要
な
場
合
は
有

料
）、
全
席
自
由
席

主
催　

泉
佐
野
お
や
こ
劇
場
、（
一
財
）

泉
佐
野
市
文
化
振
興
財
団

後
援　

泉
佐
野
市
教
育
委
員
会

チ
ケ
ッ
ト
販
売
・
問
合
先　

エ
ブ
ノ
泉

の
森
ホ
ー
ル（
☎
４
６
９・
７
１
０
０
）、

泉
佐
野
お
や
こ
劇
場
（
☎
・
Fax
４
１
５
・

０
２
２
２  

e
メ
ー
ル
：izum

isanoo
yako@

rinku.zaq.ne.jp

）

健　

康

相　

談

歴　

史

福　

祉

そ
の
他

40広報いずみさの 2023.10



採用・募集採用・募集

二十歳の抱負 代表者
　成人式は、あなたの人生において、大人としての自覚と責任をあらためて意識する記念すべ
き式典です。その壇上で、二十歳の代表として抱負を語ってみませんか。
応募資格　市内在住の2024年成人式対象者（平成15年4月2日～平成16年4月1日生まれ）
定員　2人（応募多数の場合は選考により決定します。）
選考・発表　市教育委員会事務局で選考し、入選者に直接通知します。
応募　10月20日㈮（必着）までに、「二十歳の抱負」をテーマにした400～800字（用紙
自由）の作文に、住所、氏名（ふりがな）、生年月日、電話番号を記入し、郵送またはeメール（seinen＠city.
izumisano.lg.jp）で、〒598-0001上瓦屋610-3 泉佐野市教育委員会青少年課「二十歳の抱負」係へ
※応募作文は返却しません。事前に2回程度の打ち合せと、成人式前日にリハーサルがあります。

問合先　青少年課
（☎469-1106）
　　

小学校・中学校市費講師
　小学校および中学校で以下の取
組を推進するため、市の負担によ
り令和6年4月1日～令和7年3月31
日まで1年間の任期（雇用期間）を
定めた常勤の講師を募集します。
●小・中学校…1学級45人未満（支
援学級在籍児童生徒含む）学級を
実現するため、小学6年生・中学1
年生で35人学級を実施するため
●中学校…生徒指導機能充実、小・
中連携の強化に関する取組を推進
するため
採用予定人数
●小学校市費講師…4人
●中学校市費講師…8人（国語、数
学、社会、理科、音楽、美術、保
健体育、技術、家庭、英語から8人）
※各教科1人の合格を保証するもの
ではありません。
受験資格　昭和39年4月2日以降生
まれで、令和6年4月1日現在、有
効な募集校種（教科）の教諭免許
を有する人または取得見込の人
試験日
●第1次（筆答）11月18日㈯
●第2次（面接）来年1月（予定）
申込・問合先　10月30日㈪～11月
9日㈭（消印有効）に教育総務課へ
※詳しくは問い合わせてください。
募集要項などはホームページ（http
s://www.city.izumisano.lg.jp/kaku
ka/kyoiku/kyoikusomu/index.htm
l）からダウンロードもできます。

国民健康保険運営協議会委員
　国保運営への市民参加を推進す
るため、被保険者を代表する委員
を募集します。
募集人数　1人
応募資格　平成13年4月1日以前生
まれで、泉佐野市国民健康保険の
被保険者
※国および地方公共団体の議会の

看護専門学校生
　看護師として地域医療に貢献し
たいと思っている人を募集してい
ます。高校新卒の人から社会人経
験者までどなたでも受験できます。
【高校新卒推薦・社会人】
受付期間　10月16日㈪～11月6日㈪
試験日　11月11日㈯
【一般入試】
受付期間　12月11日㈪～来年1月
5日㈮
試験日　来年1月13日㈯
いずれも
問合先　泉佐野泉南医師会看護専
門学校（☎469-3070）
※詳しくはホームページ（https://
www.iskangos.ac.jp）をご覧くだ
さい。

2024成人式
日時　来年1月8日㈷ 午前10時～（受付：午前9時15分～）
場所　エブノ泉の森 大ホール
対象　市内在住の平成15年4月2日～平成16年4月1日生まれの人
※当日は12月初旬に送付する案内ハガキを受付に提出してください。

花とみどりのボランティア団体
　市域の快適な生活環境を保全す
るとともに、緑化意識の高揚と地
域コミュ二ティの活性化を図るた
め、市内の道路植栽帯などの清掃
や花壇などのお手入れなどをして
いただけるボランティア団体を募
集します。

議員、本市職員の退職者除く
任期　委嘱日～令和6年10月31日
まで
申込・問合先　10月20日㈮（必着）
までに「国民健康保険制度の適正
な運営について」をテーマにした
作文（800字程度、書式自由）に
国民健康保険証の記号番号、住所、
氏名、生年月日、電話番号を記入
し、〒598-8550 泉佐野市役所 国
保年金課「国保運営協議会委員市
民公募」係へ
選考・発表　作文を審査のうえ、10
月中に結果を通知します。

ボランティア団体の要件　市内に
在住、在勤、在学する3人以上の別
世帯の個人により構成され、1年以
上継続して活動できる団体
※総人数は代表者を含め概ね10人
以下
活動区域　市などが管理する道路
植栽帯などで市長が定める区域と
し、当面は市が3つのモデル区域（市
道上町末広線・市道日根野駅前線・
市道井原池市場東線）を設定しま
す。
※他の市道路線でも可
活動内容
●雑草除去および清掃
●既存または新設する花壇などで
の花木の植付・維持管理
活動に対する市の支援
●団体の代表者および構成員に係
るボランティア活動保険への加入
（加入手続の代行および加入保険料
の負担）
●ボランティア袋（活動により収
集または発生するごみ用の袋）の
支給
●活動表示板の貸与
●ボランティア活動推進補助金の
交付：花壇などでの花木の植付・
管理実施団体のみ
年度限度額　花壇など1㎡当たり1
万円（1団体当たり5万円を限度）
補助対象　花壇などの維持管理に
係る必要最小限の園芸用具と花木
の種苗などの購入費に限ります。
（例）移植ごて、軍手、花壇用ブロッ
ク・レンガ・支柱（プランターは
不可）、花木の種苗（野菜類は不可）、
腐葉土、肥料など
交付回数　年度中2回以内としま
す。（上半期交付分は11月中に振
込予定。下半期交付分または通年
交付分は翌5月に振込予定）
問合先　環境衛生課
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【アンコール企画】自分のスマートフォンで学べる！
スマートフォン活用講座Ⅱ

内容
●1日目…スマホの基本操作(基礎～インターネットの
使い方)
●2日目…アプリとは？ (アプリの取り方・消し方～地
図の使い方)
●3日目…LINEのスタンプ、写真や動画の送り方・写
真保存方法など
※1回の講義時間は90分間です。
対象　スマートフォンを持っている3回出席できる人。
昨年度と前回未受講者優先。
※他館と重複受講はできません。
定員　各12人（先着順）
講師　㈱Minadia　スマートフォン専任講師（2人）
持ち物　スマートフォン、筆記用具
※スマートフォンの貸出はありません。スマートフォ
ンは充電を済ませた状態で持ってきてください。
主催　総務課 デジタル化推進担当、 生涯学習課
問合先　生涯学習課（☎469-7132 e-メール：shougaku
@city.izumisano.lg.jp）
※受講無料。申込は直接各会場へ

浜街道リノベーション実践塾参加者募集
　このワークショップは「まちを活性化し、にぎわい
を取り戻したい」「泉佐野市の旧市街地の街並みが好
き」といった人たちが一堂に集い、つながる場であり、
カリキュラムの中で出会った仲間たちとまちの未来を
考えていきます。
内容・日時
●事前レクチャー…10月6日㈮ 午後7時～8時
●ワークショップ・最終プレゼン…10月14日㈯・15
日㈰ 午前10時～午後6時（予定）
場所　SHARE BASEつむぎや ほか
定員　16人（事前審査有）
講師　嶋田洋平さん〔㈱らいおん建築事務所 代表取締
役〕ほか
参加費　5,000円
申込・問合先　（一社）バリュー・リノベーションズ・
さの（☎477-7365）
※詳しくはホームページ（https://vr-sano.
com）をご覧ください。申込は右の二次元
コードから

日時（全3回） 場所・申込先　
10月31日㈫、11
月7日㈫・10日㈮
午前10時～

10月6日㈮以降に電話、FAXで佐野公
民館（☎463-6181 Fax469-2243）
へ

11月6日㈪・13日
㈪・20日㈪
午前10時～

10月10日㈫以降に電話、FAXで北部
市民交流センター・北部公民館（☎
464-5725 Fax469-2284）へ

11月10日㈮・17
日㈮・24日㈮
午後1時30分～　

10月11日㈬以降に電話、FAXでレイクア
ルスタープラザ・カワサキ生涯学習セン
ター（☎469-7120 Fax469-7121）へ

11月14日㈫・21
日㈫・28日㈫
午後1時30分～

10月12日㈭以降に電話、FAXで日根
野公民館（☎450-3900 Fax468-001
1）へ

11月15日㈬・22
日㈬・29日㈬
午後1時30分～

10月13日㈮以降に電話、FAXで長南公
民館（☎465-0786 Fax465-1103）へ

▲申込
フォーム

第19回
泉州YOSAKOI ゑぇじゃないか祭り

　全国各地から約100チームの踊り子がりんくうタウ
ンに集結します！鳴子が鳴り響き、躍動感あふれるよ
さこい踊りを披露します。
日時　10月15日㈰ 午前10時～午後6時（予定）
場所　りんくう野外文化音楽堂、府営りんくう公園（石
舞台会場・海への道会場・SEASIDE会場）、りんくう
プレジャータウン シークル、りんくうパピリオ星の広
場
問合先　（一社）にぎわい夢創りプロジェクト ゑぇじゃ
ないか祭り実行委員会（☎461-4351 eメール：info-
eejanaika@nigiwai-p.jp）
※観覧無料、雨天決行、荒天中止

新川塾開講 泉州・泉佐野ってどんな町？
　泉州・佐野町場の形成から繁栄時代～現在への歴史
を元市史編さん室の編さん委員および学芸員のみなさ
んを講師に迎え、旧新川家住宅（ふるさと町屋館）の
外蔵で開催します。
※テーマが変更になる場合あり
時間　午後2時～3時30分   
定員　各20人（先着順） 
資料代　各200円
主催　NPO法人 泉州佐野にぎわい本舗
共催　泉佐野観光ボランティア協会
場所・申込・問合先　泉佐野市ふるさと町屋館（☎
469-5673）
開催日 内　容 講　師
10月
8日㈰

岸和田藩の村々と
庄屋

曽我友良さん
（貝塚市郷土資料室）　　

10月
14日㈯

和泉名所図会を読
む（続編）～樫井合
戦：お菊と兵内～

樋野修司さん
（歴史と今を知る会）

10月
21日㈯ 泉州の絵描きたち 冨田博之（文化財保護課）

10月
28日㈯

中庄新川家と
大光寺

近藤孝敏さん
（中庄新川家文書研究会）

11月
5日㈰

泉佐野を訪れた、
歴史の中の人びと

廣田浩治さん
（元歴史館いずみさの学芸員）

11月
12日㈰

和泉と讃岐の
文化交流

宮田克成さん
（三豊市文書館 副館長）

11月
19日㈰

近世泉佐野の信仰
奥家と聖護院門跡の
葛城入峰 

細田慈人さん
（元歴史館いずみさの学芸員）

11月
26日㈰

近江と和泉を繋ぐ
史料の紹介Ⅲ

烏野茂治さん
（近江八幡市総合政策部文化
振興課 課長代理）　　

12月
3日㈰ 古建築と数字

櫻井敏夫さん（〔公財〕和歌
山県文化財センター理事長）

12月
10日㈰

幕末期の
山本家文書を読む

井田寿邦さん
（歴史と今を知る会）
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創業セミナー
～夢に挑戦・めざせ起業家～

開催日・内容
●11月4日㈯・「創業の基礎を学ぶ！ ～成功に導く創
業計画の作り方～」
●11月11日㈯・「マーケティングを学ぼう！ ～売るた
めに必要なこと～」
●11月18日㈯・「これだけは知っておきたい！ ～お金
に関する基礎知識～」
●11月25日㈯・「重要性が高まる人材戦略！ ～人材採
用と育成、そして定着のために～」
時間　午前10時～正午（18日のみ午前9時～正午）
場所　岸和田商工会議所
定員　30人（先着順）
受講料　3,300円（消費税・テキスト代含む）
申込・問合先　氏名(フリガナ)、年齢、郵便番号、住所、
電話・FAX番号、eメールアドレス、創業予定内容を
記入し電話、FAXで岸和田商工会議所（土・日曜日を
除く〒596-0045 岸和田市別所町3丁目13-26 ☎439-
5023 Fax436-3030)へ
※申込フォーム（https://forms.gle/qc7s8v6JRBZq6
XVy5）からも申込できます。

　　コスパ抜群の
福利厚生サービスをご存じですか？

　勤労者福祉共済サービスセンターは、中小企業で働
く人の福利厚生の充実を図るため、健康推進事業・余
暇活動事業・慶弔給付事業など、少額の会費で様々な
サービスを提供しています。現在、加入キャンペーン
特典として、令和6年2月13日までに加入した人には、
入会金無料を実施しています。この機会に、ぜひ加入
してください！
事業内容
●健康…人間ドック補助、インフルエンザ予防接種補
助など
●チケット販売・割引利用など…映画券・入浴券の割
引販売、グルメギフトカードの割引販売、観劇券割引
販売、宿泊施設の割引など
●給付…結婚祝、出産祝、還暦祝金など
●文化…そば打ち体験教室、ビジネスマナー教室、資
格取得補助など
加入できる人　市内の会社・商店などに勤務する従業
員と事業主。市内の居住者で、市外の会社・商店など
に勤務する従業員
※パート・アルバイトを含む
入会金　500円
会費　800円/月
※原則として、事業主は従業員の会費の1/2以上を負担
申込・問合先　泉佐野市勤労者福祉共済サービスセンター

（まちの活性課内 ☎474-6866）
※詳しくはホームページ（https://izumisano.kinpuku.
zenpuku.or.jp/）をご覧ください。

泉佐野市公式の単発お仕事探し
いずみさのマッチボックス

　10月1日から1日単位・短時間から柔軟に働ける泉佐
野市内の求人をたくさん掲載した「いずみさのマッチ
ボックス」をスタートしました。ぜひこの機会にいず
みさのマッチボックスを利用して、泉佐野市で働きま
しょう！特徴は以下の3点です。
●学生や子育て世代、シルバー世代など、どんな人で
も空いてる時間に活躍
●本職がある人でも、気軽に副業で地域の仕事をお手
伝い
●いきなり仕事を選ぶのは難しい…。単発バイトで自
分に合うかをチェック！
問合先　まちの活性課（☎469-3131）　
※会員登録など詳しくはホームページ（https://www.
city.izumisano.lg.jp/kakuka/seikatsu/shoko/
menu/matchbox/11918.html）をご覧ください。

PASSION MEETS THE PARTNER
～想いを伝えて人を巻き込むビジネス作り～

日時　10月10日㈫ 午後2時～4時
場所　泉佐野商工会議所
内容・講師
●「想いを伝えて人を巻き込むビジネス作り」・谷村真理
さん（大阪よろず支援拠点サブチーフコーディネーター）
●「先輩起業家としての体験談」・新田昌恵さん〔㈱マ
ミー・クリスタル代表取締役〕
対象　起業を志す人、創業まもない事業者
定員　40人（先着順）
共催　大阪信用金庫
協力　泉佐野商工会議所、大阪府よろず支援拠点
後援　泉佐野市
申込　10月9日㈪ 午後5時までに申込ページ（https://
discovermyself1010.peatix.com/）で
問合先　女性起業家応援プロジェクト＆ネットワー
ク運営事務局（土・日曜日、祝日を除く ☎06-6217-
0279 eメール：info@discovermyself.jp）
※受講無料

マザーズWEEKS
　仕事と家庭の両立を目指す人のお仕事さがしを応援
するためイベントを開催します。
開催日・内容
●10月23日㈪・24日㈫…各種セミナー
●10月25日㈬・26日㈭…両立支援面接会
場所・問合先　ハローワーク泉佐野（☎463-0565 部
門コード41＃）
※詳しくはホームページ（https://
jsite.mhlw.go.jp/osaka-hellowork/
list/sano/kyushokusha/mothers.
html）をご覧ください。

◀
ホ
ー
ムペー

ジ

最低賃金
　大阪府の最低賃金額が改正されました。
時間額　1,064円　
効力発生日　 10月1日
問合先　大阪労働局 労働基準部賃金課

（☎06-6949-6502）
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令和5年度泉佐野市　青少年指導者講習会
　指導者として、青少年の健全育成に必要な基礎知識
や技能を習得する講習会を行います。

対象　青少年育成指導者、こども会指導者、グループ
活動のリーダーおよび青少年活動を志す16歳以上の市
内在住・在勤者
定員　10人（先着順）
持ち物　筆記用具
※服装はジャージなど動きやすいもので
申込・問合先　10月13日㈮までに電話、FAXで青少年
指導員連絡協議会事務局（学校教育課内 ☎463-1212
Fax469-5267）へ
※参加無料

第14回
全国タオル筆で描く絵てがみコンクール

　タオル筆で描いた絵手紙のコンクールを開催します。
みなさんの出品をお待ちしています。
募集期間　10月1日㈰～11月30日㈭
展示期間　来年3月20日㈷～24日㈰
展示場所   エブノ泉の森ホール ギャラリー
出品点数　1人1点
主催　泉佐野市教育委員会
問合先   NPO法人 泉州佐野にぎわい
本舗（☎468-6665 Fax469-2345）
※詳しくは市内公共施設などに設置
の募集要項をご覧ください。

　　ミニらいとモルック
泉佐野大会オレンジカップ杯　　   

　ミニらいとモルックとは、フィンランド発祥のモ
ルックをヒントに考案された障害の有無や年齢、性別、
運動能力の優劣に関係なく楽しめるユニバーサルス
ポーツです。市民の人はどなたでも参加できます。
※チームは3人1組、個人参加も可
開催日　来年2月25日㈰
場所　J:COM末広体育館（市民総合体育館）
申込・問合先　10月1日㈰～来年1月31日㈬に電話、e
メールでチーム名、代表者の氏名・住所・連絡先、チー
ムメンバー全員の氏名・年齢・住所・連絡先を記入
し、泉州ミニらいと
モルック倶楽部（☎
477-8059 eメール：
rinku-rls@a.zaq.jp）
へ
※下記の二次元コー
ドからも申込可

▲申込フォーム

日時 場所・講師 内容
10月
27日㈮
午後6時
30分
～8時

社会福祉センター
（☎464-2563）
徳田真彦さん（大阪
体育大学 健康・スポ
ーツマネジメント
学科）

●開講式
●「青少年を対象としたレ
クリエーションゲームの指
導方法について」（講義・演
習）

10月
31日㈫
午後2時
～5時

泉州南広域消防本部
泉佐野消防署5階
研修室（りんくう）
（☎463-5656）

●「普通救命救急講習」
　（講義・演習）
●閉講式

　　泉佐野市社会福祉協議会
善意銀行（8月受付分）

●10万円…人生道場

計量器定期検査
　取引や証明に使用するはかりは、計量法により2年に
1度の定期検査が義務づけられています。必ず受検して
ください。 

※13日㈪は午前と午後で検査場所が変わりますのでご
注意ください。
問合先　まちの活性課（☎469-3131）　

開催日
（11月） 時間 場所

6日㈪
午前10時30分～

午後3時30分

佐野公民館
7日㈫ 市役所
8日㈬ 市役所
9日㈭ 市役所

13日㈪

午前10時30分～
午後0時30分 長南公民館

午後1時30分～
午後3時30分 上下水道局

Instagramで写真を投稿して豪華賞品をGET!
日本遺産・葛城修験フォトコンテスト

　和歌山、大阪、奈良の峰々にまたがる日本最古の
修験道「葛城修験」。葛城修験にまつわる写真をぜひ
Instagramに投稿してください。入選者には豪華賞品
が贈られます。入賞者だけでなく参加者の中からも抽
選で地域の特産品が当たります。
期間　9月22日㈮～11月30日㈭
参加方法
①Instagramにて葛城修験アカウント(@katsuragishu
gen) をフォロー
②左上にピン留めされている投稿を「いいね」
③ハッシュタグ「#葛城修験フォトコン」および撮影し
た自治体名が分かるハッシュタグをつける。（例：#泉
佐野市) 
※2つ以上の自治体名を記載した投稿は応募対象外
④「いつ」「どこで」「何を」撮影したか分かる情報を
入力して投稿
問合先　文化財保護課（☎447-6766）　
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くらしの情報掲示板

文化祭
問合先　生涯学習課（☎469-7132）

　市主催行事をはじめ各種協賛行事など、市内で文化活動をしている市民のみなさんや各種団体の協力により、
発表会や作品展など多彩な催しを土・日曜日を中心に開催します。みなさんのご来場をお待ちしています。
※詳しくは問い合わせてください。

日時 行事 場所 主催
10月6日㈮ 午前10時25分～ 泉佐野ふれあい交流会「敬老大会」

エ
ブ
ノ
泉
の
ホ
ー
ル

大ホール 泉佐野市長生会連合会

10月15日㈰ 午前11時～ 四ツ葉会発表会 小ホール 四ツ葉会
民謡大会 レセプションホール 泉佐野市民謡連合会

10月27日㈮～29日㈰
午前10時～午後5時

※29日㈰は午後4時まで

市
民
展

書道、陶芸 ギャラリー 主催：泉佐野市、泉佐野市教育
委員会、（一財）泉佐野市文化
振興財団
協力：泉佐野市文化協会、泉佐
野市文化懇話会

俳画・絵手紙、工芸 マルチスペース

日本画・洋画・平面作品、写真、
立体造形 レセプションホール

11月3日㈷ 午後2時～ 第54回 泉佐野詩吟発表会 小ホール 泉佐野詩吟発表会実行委員会

11月11日㈯・12日㈰
 午前10時～

2023 いけばな展と茶会 和室、茶室 泉佐野茶華道連盟
フラワーデザイン作品展　華雅流
フラワーデザイン40周年記念 ギャラリー 泉佐野フラワーデザイン連盟

11月12日㈰ 午後2時～ 第15回 定期演奏会 小ホール 佐野ウインドオーケストラ
11月19日㈰ 午前10時～ 第70回 泉佐野市民謡曲大会 和室 泉佐野謡曲同好会

漁業センサスにご協力をお願いします
　農林水産省は、令和5年11月1日現在（流通加工調
査は令和6年1月1日現在）で｢2023年漁業センサス｣
を実施します。調査員が訪問し調査票をお届けします
ので、ご回答をお願いします。なお、スマートフォン
などを利用したオンラインでの回答も可能です。
　「漁業センサス」は、漁業の現状を知り将来を考える
ための大切な調査です。回答内容は、統計を作成する
ためだけに使われます。ご協力をお願いします。
調査実施主体　農林水産省、大阪府、泉佐野市
問合先　政策推進課

日根荘大木の里コスモス園
　コスモス園は、「日根荘大
木の農村景観」として国の
重要文化的景観に選定され
た大木地区にあり、日本遺
産にも認定されています。
伝統的な農村景観の広がる
この地で、自然と触れ合い
ながらコスモスを愛でてみ
ませんか。
日時　10月7日㈯～22日㈰ 
　　　午前9時～午後4時
場所　南海バス「境界橋」バス停下車、
徒歩すぐ
主催　大木まちづくり協議会
問合先　平日に文化財保護課（☎447-6766）へ
※入園無料。コスモスの花を１本20円で販売します（1
人5本まで）。雨天などにより休園の場合あり。ホーム
ページから開花状況も確認できますのでご活用くださ
い。

◀
ホ
ー
ムペー

ジ

RUN伴 2023 in 泉佐野市
～認知症の人と一緒に、誰もが暮らしやすい地域を創る～
　タスキをつなぐという「非日常な」体験・出会い・
気づきから、認知症の人と一緒に誰もが暮らしやすい
地域づくりを提案し、それぞれの「日常」が変わって
いくことを目指しています。
開催日・スタート地点
●10月28日㈯・泉佐野市各地域
●10月29日㈰・岡本船岡公園
時間　午前10時～
共催　RUN伴 大阪府 2023 実行委員会
問合先　RUN伴 2023 in 泉佐野市実行委員会（片木
谷 ☎465-1158）
※詳しくはホームページ（https://runtomo.org/）
をご覧ください。

ちぬうみ丼スタンプラリー
　市内や泉州エリアなどの地元食材を使用したご当地
丼を食べ歩く、スタンプラリーを開催します。
　期間中に参加店のうち7店舗を制覇した人には、
「ハーフ賞」として、さのぽ2,000ポイントを、14店
舗全店を制覇した人には、「コンプリート賞」として、
さらに3,000ポイントをプレゼントします（1人1回限
り。ハーフ賞を獲得せずに、全店制覇した人には5,000
ポイントを進呈）。
※総額50万円のポイントに達した場合、期間終了日よ
り前に早期で終了します。
期間　10月2日㈪～来年1月31日㈬
対象　市内の飲食店14店舗が提供する「ちぬうみ丼」
問合先　（一社）泉佐野シティプロモーション推進協議
会（☎461-0005）
※詳しくは泉佐野シティプロモーション推進協議会
（icp）ホームページ（https://icp-japan.or.jp/）をご
覧ください。
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いずみさのフォトニュース

主要30債権の一斉訪問催告「アタック30」の出発式
　　　国民健康保険料をはじめ各種保険料、負担金、使用
料、貸付金、市税などの市民負担の公平性を保ち、より一
層の歳入確保を図るために、8月最後の1週間に主要30債
権の担当職員が一斉に訪問催告する「アタック30」の出
発式を8月23日㈬に市役所で行いました。

市内各地で夕涼み会などのイベントが開催
　　　夏の期間、市内各地では夕涼み会などが開催されま
した。新型コロナウイルスにより様々なイベントも中止さ
れてきましたが、今年の夏はイベントも復活し、市内にも
人々の賑わいが戻ってきました。

中国山東省へ友好交流事業で大学生を派遣
　　　8月16日㈬～ 21日㈪、NPO法人全国てらこやネッ
トワーク大阪府泉佐野てらこや「SANOTERA」に所属する、
本市でボランティア活動をされている大学生7人が本市と
友好都市提携のある中国山東省を訪問し、現地の大学生と
交流などを行い、友好交流を深める架け橋となりました。

“小さな灯”運動で保育遊具一式を寄贈
　　　　Daigasグループ（大阪ガス株式会社）が地域福
祉向上のため1981年から続けられている企業ボランティ
ア活動“小さな灯”運動の一環として、8月10日㈭、市立
児童発達支援センターに保育遊具一式を寄贈していただき
ました。

大阪湾りんくう芸術花火2023の共同記者会見が開催
　　　大阪湾りんくう芸術花火開催委員会が11月4日㈯に
「大阪湾りんくう芸術花火2023」を開催するにあたり、8
月22日㈫に市役所で発表会を開催しました。今回は本市
の市制施行75周年を記念した内容を盛り込んでの開催と
なることから、市と共同の発表会となりました。

中国重慶市武隆区と友好都市提携に向けた意向書調印
　　　8月28日㈪、中国重慶市武隆区代表団が市役所を表
敬訪問し、友好都市提携に向けた意向書の調印が行われま
した。重慶市武隆区とは、新型コロナ発生初期に互いに医
療用マスクを贈りあう「マスク交流」を実施してきました。
今後、友好都市提携に向けた協議が開始されます。

e スポーツキャンプ2023 Summerが今年も開催　　本市主催「eスポーツキャンプ」が8月21日㈪～ 24日
㈭の4日間、りんくうタウン「オチアリーナ」で開催され、
全国から高校生が参加し、3泊4日に及ぶ練習と大会が行
われました。最終日の8月24日の決勝大会は大盛り上がり
で、甲子園さながらの熱い戦いが繰り広げられました。

広報いずみさのでは下記コーナーへの応募
を募集中！詳しくは市のホームページへ！
●表紙モデル　　　●新婚カップルの写真
●同窓会の情報　　●地元企業　

★募集しています！
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全国物産フェア＆
第45回 泉佐野郷土芸能の集いが

開催されました
　9月3日㈯、午後2時よりりんくうアイスパーク
で「全国物産フェア」が開催されました。全国か
ら本市が特産品相互取扱協定を締結している自治
体のみなさんに出店いただき、各自治体の特産品
を購入すると参加できる抽選があり、たくさんの
人で賑わいました。

　　またりんくう野外文化音楽堂の
ステージでは、本市のPR大使である
番匠谷紗衣さんのライブ、3組の吉
本芸人のみなさんによるお笑いライ
ブの他、ダンスステージなどもあり、
見物客も盛り上がっていました。

　そして午後6時からは「第45回 泉佐野郷土芸
能の集い」がスタート。セレモニーの後、南大阪
バトン泉佐野チームやよさこい鳴子踊りの他、五
社音頭や佐野踊りでりんくうアイスパークに大
きな踊りの輪ができあがりました。午後9時から
はアンケートに答えていただいたみなさんに「さ
のぽ」ポイントや犬鳴山温泉宿泊券があたる大抽
選会が行われ盛り上がりのまま、3年ぶりの開催
となった夏のイベントは終了しました。

大阪880万人訓練
「災害対策本部訓練」を実施しました
　9月2日㈮、府内で開催された「大阪880万人訓練」
において、本市では「災害対策本部訓練」を実施しま
した。新型コロナウイルス対策のもと、市役所5階の
市議会委員会室などで訓練を行いました。
　今回は「地震発生から4日目、支援の重点が人命救
助から生活支援活動に変わっていく」という難しい時
期の想定で、新たに導入された「大阪府防災情報シス
テム」の地図システムを活用した訓練も行われました。

◀地図システムを使
い、各自タブレット端
末で現場の位置を確認

▶別室からコントロー
ラーが時系列に沿って、
電話でさまざまな実際的
な状況を付与

▶
本
市
Ｐ
Ｒ
大
使

番
匠
谷
紗
衣
さ
ん

◀りんくうアイ
スパークに大き
な踊りの輪がで
きました。

▲今回は一部職場で
も罹災証明発行業務
などの訓練も行われ
ました。

▼陸上自衛隊（第三十七普
通科連隊）、泉佐野警察署、
泉佐野消防署、泉佐野市消
防団のみなさんにも訓練に
参加いただきました。

いずみさのフォトニュース ※記念撮影のかけ声は、泉佐野市の特産品「ワタリガニ」で！いずみさのフォトニュース※記念撮影のかけ声は、泉佐野市の特産品「ワタリガニ」で！

第46回 泉佐野郷土芸能の集い＆全国物産フェアが開催
　　　9月2日㈯、りんくうアイスパークで「第46回 泉佐
野郷土芸能の集い&全国物産フェア」が開催され、本市が
特産品相互取扱協定を締結している自治体の出店に、たく
さんの人が行列を作って賑わいました。また郷土芸能の集
いでは、様々な郷土芸能が披露されました。

大阪府消防操法訓練大会で大土分団が3位に入賞
　　　9月3日㈰、「第67回大阪府消防操法訓練大会」が大
阪府立消防学校（大東市）で開催されました。今年は本市
消防団から大土分団が参加し、厳しい練習の成果が実を結
び、「ポンプ車操法の部」で見事第3位の成績をおさめ、表
彰されました。

コミュニティフリッジ泉佐野の開所式が開催
　　　食料品・ 日用品の支援を必要とする人が、公共の場
に設置された冷蔵庫に取りに行ける「コミュニティフリッ
ジ泉佐野」の開所式が8月31日㈭に開催されました。これは
市が土地を無償提供し、特定非営利活動法人キリンこども
応援団が主体的・自主的に運営する官民連携の取組です。

上新電機株式会社より企業版ふるさと納税
　　　上新電機株式会社より「eスポーツM ICEコンテン
ツ実証事業」に対して企業版ふるさと納税を通じた寄附を
いただいたことから、9月8日㈮に市役所で感謝状の贈呈
式が行われました。いただいた寄附については、事業を効
果的・継続的に実施するために活用されます。

レフ関空泉佐野 by ベッセルホテルズの内覧会が開催
　　　「レフ関空泉佐野 by ベッセルホテルズ」は本市が進
めてきた「泉佐野東駅前交通広場ホテル建設プロジェクト」
によって建設されたホテルで、9月1日㈮のグランドオープ
ンに先立ち、8月29日㈫に内覧会が開催されました。オー
プンにより、泉佐野駅前のさらなる活性化が期待されます。

大阪880万人訓練「災害対策本部訓練」を実施
　　　9月1日㈮、府内で開催された「大阪880万人訓練」
において、本市では「災害対策本部訓練」を実施しました。
市役所5階の市議会委員会室などに対策本部室を開設し、
別室からコントローラーが電話で付与する様々な災害の状
況に、職員が対応していく訓練が行われました。

健康フェスタが開催されました
　　　9月2日㈯、「いこらも～る泉佐野 DE 健康フェスタ
いずみさの」が開催され、健康運動指導士による「カラダ
若返り運動講座」、骨密度測定やがん検診、体験・展示・
健康相談コーナーや縁日コーナーのほか、スタンプラリー
なども行われました。

韓国順天市視察団が市役所を表敬訪問
　　　8月30日㈬、韓国順天市（スンチョン市）長を団長
とする視察団が泉佐野市役所を表敬訪問されました。視察
団のみなさんは、りんくう総合医療センターも視察し、地
域の医療体制について意見交換を行いました。
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泉佐野市読書活動推進月間 特別企画 市民講演会
　　　　　　　　知の地域づくりと図書館への期待
　元総務大臣・元鳥取県知事を務められた片山善博さんをお招きし、著書「地
方自治と図書館－知の地域づくりを地域再生の切り札に－」で提唱している
「図書館を活用した町づくり」について、講演いただきます。
日時　11月10日㈮ 午後6時30分～（開場：午後6時）
場所　エブノ泉の森 小ホール
講師　片山善博さん（大正大学 特任教授 地域構想研究所 所長）
内容　講演「知の地域づくりと図書館への期待」
　　　・図書館、図書館司書を活用した知の地域づくり
　　　・図書館は人を育てることによって、町を育てることができる
対象　市内在住または市立図書館の貸出カードをお持ちの人
定員　300人（先着順）
申込　10月12日㈭以降に応募専用フォームまたは往復ハガキで生涯学習課へ
●往復ハガキでの申込…往信用表面に宛先（〒598-0005 泉佐野市市場東1丁目2-1 泉佐野市生涯学習課）、
裏面に申込者の住所・氏名・電話番号、参加人数（申請者＋同伴者の人数、合計4人まで申込可）を記入。返
信用表面に申込者の住所・氏名を記入し裏面には何も書かないでください。
●Web（専用フォーム）での申込… 下記二次元コードからアクセスし、必要事項を入力して送信してくださ
い。応募完了メールが届きます。送信後3日以上応募完了メールが届かない場合は、申込メールを受信できて
いない可能性があるため、生涯学習課まで電話で連絡をお願いします。
問合先　生涯学習課（☎469-7132）　

ご当地キャラEXPO in りんくう
　今年3月に開催したイベントをスケールアップし、約80のキャラクターが一同に集うイベントです。ご当地
キャラクターによるPRステージ、ご当地キャラブースやキッチンカーなどのグルメブースを楽しめます。
日時　11月4日㈯・5日㈰ 午前10時～午後4時30分
場所　りんくう野外文化音楽堂、りんくうアイスパーク
問合先　まちの活性課（☎469-3131）
※詳しくはホームページ（http://gotouchi-chara.jp/izumisano2023/）をご覧ください。天候などにより
内容の変更・中止の場合あり。公共交通機関を利用してください。

片山善博プロフィール
1951年岡山市生まれ。東京大学 法学部卒業後、自治省に入
省。1999年から鳥取県知事を2期務め、2010年に総務大臣就
任。慶應義塾大学教授、早稲田大学公共経営大学院教授を経て、
2022年4月より現職。
主要著書　「知事の真贋」（文芸春秋）、「地方自治と図書館」（勁
草書房）、「民主主義を立て直す」（岩波書店）、「片山善博の自治
体自立塾」（日本経済新聞出版社）ほか多数▲申込

フォーム

▲片山善博さん
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